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芸術家の強引で繊細な指に乱されて…







　街灯の明かりに、奇麗に刈り込まれた芝生と、日本庭園風に配置された草木がぼんやりと浮かんでいる。




　一見立派な公園のようだが、そこは、ある民間企業の敷地に建てられた、私設美術館の一部だった。

　だから、閉館時間の六時以降、関係者以外が立ち入ることはない。

　頭ではそうわかっていても、ベンチに座った城じょう島しま百もも花かは、恥ずかしくてたまらなかった。

（他に誰か残業中の人がいて、もし見られちゃったら……！）

　それでも百花は、背中に回された野瀬の力強い腕から逃れることができない。いや、逃れたくないのだ。




「……ん、ふゥ……」

　百花の口内に差し入れられた野の瀬せの舌からは、さっき一緒に飲んだ同じワインの香りがした。二人が一つに溶け合うような不思議な感覚に、百花の下腹がムズムズと興奮に包まれる。

　野瀬とこんな深いキスを交わすのは、まだ三回目。デートだって、たったの五回目だった。美術館の学芸員という職業柄か、野瀬はじれったくなるほど慎重だった。

（ううん、本当は優しいの。私のコト、大切にしてくれてるの。……それはわかるんだけど……）

　いつも、ほんの少しだけ物足りなく感じていた百花にとって、今夜の野瀬は背筋がゾクゾクするほど積極的だった。

　だから、デート帰りに職場である美術館の庭園にしのびこもうと誘われた時も、長く迷わなかった。




　いけないコトをしている、という罪悪感が二人の官能を煽っていた。

　野瀬は百花の唇を噛み、角度を変えては口づけを深めていく。百花の髪を撫でていた厚い掌が、今は背中に沿ってヒップのすぐ上の窪みを撫で回していた。

　露骨な愛撫ではないのに、キスでかき立てられたムズムズが、撫でられている場所の奥で、さらに熱い疼きに変わる。

　百花は無意識のうちに、もっと下を……とねだるように腰を浮かしていた。

「はッ、ぁあ……んん……」

　野瀬の指先が、百花に応えるように薄いスカート生地の上から、双球の割れ目に届いた。捏ねるように揉まれると、きつく閉じ合わせた腿の間が、キュンキュンと遣る瀬なさを訴える。

　まるでそこも、指や舌や、もっと熱くて逞しいモノを求めているみたいだ。

　百花は子犬が甘えるような声を漏らし、もじもじと腿を擦り合わせながら、野瀬の指に割れ目を強く押し付ける。




　野瀬の鼻息は荒くなり、唇がずれて百花の顎先を舐めたり齧ったりする。

「……モカちゃん、可愛い……どうしてそんなに可愛いの？　僕が今まで会った中で、モカちゃんが一番可愛いよ……」

　『モカちゃん』は、百花が小学生の時のニックネームだ。野瀬は、そんな些細なことにも、可愛い！と感激し、以来二人きりの時は彼女を『モカちゃん』と呼ぶようになっていた。

　八才も年上の男性がみせる、そんな余裕のなさも百花をときめかせた。

　野瀬の左手が肩から胸に移り、親指の腹が、柔らかな膨らみを谷間から頂点へ押し上げるように動く。堅くなりかけていた蕾の根方を強く押され、

「あふぅ……ッ！」

　こみ上げる快感に、百花は思わず高い声を放った。




「……あっ……ご、ごめん！」

　次の瞬間、野瀬はうろたえきった声をあげて、百花から身を引いた。

「……え……？」

　百花は一瞬何のことかわからず、唇の端から涎をこぼしたはしたない顔のまま、ポカンと目を見開いた。

「……僕はどうも、さっきのお店で飲み過ぎたみたいで……ここ……は、美術館の庭……!?　一体僕は……なんてことを……」

　頭を抱えんばかりの困惑顔で、野瀬はおろおろと言い募る。

「……野瀬さん、これって、酔った勢いだったの……？」

　百花の中で、さっきまでの蕩けるように甘美な気分が、一転してじれったさを越え不満に変わった。

「いや、そういうんじゃない……ないけど、こんなのは……モカちゃんだって……」

「イヤだったらついてこないもん！　野瀬さんっていっつもそう！　私の言うこと聞くふりして、何でも私のせい、みたいな言い方するんだから……！」

　一息に口走ってから、百花は自分の不満の正体に気づく。

　野瀬は百花の意志を尊重するばかりで、女の子が心の底で求めている強引さや激しさが足りないのだ。

　それでも、百花の言い方はちょっとキツすぎた。咄嗟に素直に謝ることもできず、百花は唇を噛んでうつむいてしまう。




「……そんな風に感じてたんだ、ごめんね」

　怒っても当然なのに、野瀬は逆に謝りながら、おずおずと腕を伸ばし、百花の口元を手の甲で拭った。

　破裂しそうでしない癇癪玉を抱えて、スネた子供のように黙り込む百花を、野瀬はさっきとは別人のように穏やかな仕草で抱きしめる。

　野瀬は百花の軽く細い髪に顎を埋め、

「どうも僕には、モカちゃんがちょっと突いただけで壊れそうな、繊細な芸術作品みたいに思えちゃうんだ。本当は、鑑定用の白衣と手袋なしで触っちゃいけないような……」

「……私、ここの美術館で修復を待ってる骨董品なんかじゃない……」

　かすかにワインの香りが残る野瀬の胸に頬を押し付け、百花はまだちょっとだけスネた声で呟いた。

　野瀬の気持ちは嬉しいけれど、百花は小学生の子供でもなければ、素手で触れないような掛け軸でもない。

　とはいえ、百花は本来、内気で大人しい方だ。そうでなければ、中世日本の絵画工芸専門の美術館で、受付のバイトなど続けていないだろう。よくいえば通好み、悪く言えばマイナーな美術館は、よほど話題性のある企画展でもなければ、週末でも混み合うことなどない。自己主張が激しいタイプなら、三日で飽きてしまいそうな仕事だった。

　だから、野瀬がどんなに甘やかして、何でも言うことを聞いてくれるとしても、もっと情熱的で激しい行為を、百花から求めることなどできなかった。




「……わかってる、ごめんね、わかってるんだ……でも、やっぱりモカちゃんには、最高の夜をあげたいんだよ」

　しみじみとした口調で野瀬にそう言われると、百花は頷くしかなかった。

　でも、送っていくよ、という言葉には、どうしても首を縦に振れなかった。

　中途半端に昂らされた秘花は、派手に動くと音がたちそうなほど潤っている。狭いタクシーに並んで座ったら、百花の名前の通りの甘酸っぱい香りに、気づかれてしまうかもしれない。




　百花に、自身の秘花の香りを教えたのは、女子大時代の恋人だ。

　元彼はまさに、強引で激しい、肉食系男子の典型だった。

　百花は最初、彼に教え込まれる数々の快楽に夢中になった。しかしやがて、彼が百花を貪っても貪っても満たされない、百花には原因のわからない飢餓感を抱えていることに気づいて、ついていけなくなり、卒業と同時に別れを告げた。

　自分から身を引いたのに何故か、捨てられた、という実感が強烈だった。彼が暗い目を伏せたまま、百花を一切引き止めようとしなかったからかもしれない。

　学生という立場と恋人を一度に失って、百花は途方に暮れた。そんな時、今のアルバイトを紹介してくれたのは、美大に勤めている叔父だった。日本画科の講師や学生が、模写や修復作業のためによく出入りする美術館だったのだ。




　百花が一人タクシーで帰宅したのは、日付も変わった頃。卒業後、さすがに門限はなくなっていたけれど、百花は久々に両親に叱られてしまった。




　翌朝、百花はムシャクシャした気分のまま、通勤ラッシュとは反対方向の郊外へ向かった。

　美術館は、経営母体である企業の、本社と工場を兼ねた広大な敷地の一画にある。コンクリートと木材でモダンジャポニズムを表現した、小さいけれどハイセンスな建物だった。




　裏手の通用口に回ろうとした百花は、見慣れない背中に気づいて目を上げる。

　美術館の職員は、三十二才の野瀬が最若手。百八十センチを超す長身で、肩にかかりそうな黒髪を風になびかせるような二十代の男などいないはずだ。

「……あの、開館は十時からですし、一般のお客様はそちらからお入りになれませんけど……」

　百花が思わず声をかけると、男は立ち止まってこちらを振り向いた。大きなボストンバッグと、工具入れのような木箱を両手にぶら下げている。

『おひな様みたい……！』

　切れ長な一重の目に、薄い唇。高くはないが真っ直ぐな鼻梁にかかる、漆黒の髪。いかにも日本人らしいあっさりした顔立ちなのに、その印象はとても端正で、鋭角的だった。

　年頃は百花よりすこし上くらいか。やはり見たことのない男だ。

　男は、今眠りから覚めたように瞬きすると、

「……俺は収蔵品の修復作業に来てる者ですが……そちら、初めてお目にかかりますけど、新しい職員の方？」

　不審そうにそう言った。

「わ、私は去年からずっと受付のアルバイトをやってるんです！」

　逆に不審者扱いされ、百花はムッとして声を高める。失礼な男は、百花の気持ちなどかまわないような無表情で、軽く頷いた。

「ああそうですか。去年は俺が呼ばれる仕事がなかったから……」

　それだけ言うと、謝りも名乗りもせず、男はさっさと歩き出すと通用口の奥に消えてしまった。




「もう、ホンットに失礼っていうか冷たいっていうか、美大生ってあんなのばっかりなんですかっ!?」

　休憩時間。

　モヤモヤを抱えたまま仕事に就いた百花は、野瀬と二人きりになった資料室で憤懣をぶちまけた。

　昨夜の気まずさがまだ少し残っていたけれど、今朝の出来事のおかげで、それどころではなくなっている。

　野瀬はうんうんと頷きながら聞き終えると、

「確かに、峰みね崎ざき萩しゅう君は高名な日本画家のご子息で、すごく才能のある修復家の卵なんだけど、愛想とか人付き合いはいまひとつだね。日本画専攻の学生さんは、お家が裕福で人当たりのいいタイプが多いんだけど、彼はちょっと特別というか……」

　苦笑しながら、男をけなしているのか弁護しているのか、わからないことを言う。

「……みねざきしゅう？」

　百花はもっと男をこきおろすようなことを言おうとしたが、一風変わった名前に気をとられた。どこまでが名字で、どこからが名前なのか、一瞬わからなくなる響きだ。

「秋の花で、萩というのがあるだろう？　あれ一字で『シュウ』と読ませる。お父上の雅号が椿の泉で『チンセン』、お兄さんが蓮と書いて『レン』さんだったから、花の名前にこだわったんじゃないかな」

（気取った名前……）

　反射的にそう思ったけれど、何故か百花は口に出せなかった。悔しいが、男の雰囲気に、秋の花の名前はぴったり似合っていた。




「先月購入した室町時代の絵巻物の断簡は、歴史的にも貴重な名品なんだ。修復が終わったら注目の特別展になると思うよ。峰崎君には話しておくから、モカちゃんも修復の現場を見学してごらん、仕事にも役立つはずだから」

「野瀬さん、み、峰崎さんの前で、私のこと、モカちゃんだなんて、絶対に言わないでね！」

　慌てふためいた顔でそう言う百花に、野瀬は声をあげて笑った。

　大人の女になりかけてはいるけれど、百花のそんな少女っぽい部分が、野瀬にとってはどんな展示物よりも輝かしい宝物だった。




　百花は閉館後、美術館の地下にある修復作業室にいた。修復途中の作品の保管所も兼ねた部屋は、ちょっとしたジムほどの広さがあり、天井を低くして温度と湿度を管理しやすいようにしていた。

　乳白色の壁と作業台、無数のスチール棚に囲まれて、峰崎は水を得た魚のように活き活きしてみえる。

　今日で三日ほど、見学を続けていた。百花のことをまるで空気のように無視する峰崎に腹は立ったが、その一挙一動の、優雅とさえいえる正確さに、すっかり魅入られていたのだ。

　その日は野瀬も一緒だったが、次の企画展の打ち合わせのため、途中で退席していた。膠の煮えるキツい匂いや、古着を思い出させる和紙の香りが漂う中、百花は壁際で固唾を呑んで見守る。

　作業は、汚れのひどい部分に精製水を含ませた和紙を当てて吸い取らせる、クリーニングの段階に入っていた。

　年月を経て脆くなった絹本と顔料は、水の量や圧力を誤れば、容易く裂けたり色褪せたりしてしまうだろう。全体に余計な負担をかけないよう、クリーニングの必要な部分とそうでない部分を見極める眼力も必要だ。

　峰崎は、涼しげな横顔に対象を貫くような眼光を宿し、不自由そうな中腰で高さ四十センチ程の作業台の周囲を這い回る。けれど、彼の手が押し当てた楮紙を慎重に剥がした部分は、百花が思わず歓声をあげるほど、鮮やかな色と線を取り戻していた。




「……城島さん、だっけ？　まだ裏打ちや膠水で発色補整をしていないのに、違いがわかるの？」

　顔も上げずに峰崎が言った。相変わらずの無愛想だが、百花にはそれが峰崎の自然体なのだということが、もうわかっていた。

　峰崎は現実に対してどこか上の空というか、常に自分の内面に捕らわれているようなところがある。そんな時、彼の瞳は底なし沼のように暗く淀み、長い間他人と話していなかった遭難者のように、ぶっきらぼうな口調になるのだ。多分、峰崎は自分の態度に気づいていない。

　彼の心を占有しているのが、修復や美術に関することなのか、他の何かなのかは、百花には見当もつかなかった。

　百花はかすかに胸を痛ませる疑念を押し殺し、

「見ればわかりますよ。着物や草木の色はあまり変わらないけど、人の肌の色とか顔立ちが、すごく鮮やかになったでしょう？」

　と、見たままを答えた。絵巻物には、お姫様や動物や鬼が出てくる、昔話の一場面が描かれているようだ。修復が完了すれば、見ただけでどんな物語かわかるかもしれない。そう思うと百花は自分でも驚くほどワクワクした。




　峰崎は、今度は身体ごと振り向いて、まともに百花を見た。

「そう。彩色の濃い部分は温存して、浅い部分を丁寧に洗うと、それまで沈んでいた色や線が鮮明になる。城島さんは、いい目をしているな」

　そう言われた百花は、何故か顔や身体を露骨に褒められたようにドギマギしてしまった。

　峰崎が初めて、興味を持って自分を見てくれたからかもしれない。再び絵巻物に覆い被さり、作業に没頭する背中を見ているうちに、なんだか黙っていられなくなってしまう。

「……しゅ、修復って、年月の中に沈んでしまった大切なものを、掘り起こすようなお仕事なんですね」

　ズブの素人が知ったふうなことを言ってしまった、と思う間もなく、そんな言葉が口から出ていた。内気な百花にしては珍しいことだ。

　峰崎は、一瞬全身を強ばらせたように見えた。ふっと息をつくと、ことさら慎重な手つきで、和紙の最後の一枚を剥がす。残りの紙と水の椀、膠鍋などを手際よく別の作業台の方へ片付けていく。

　それから、冷徹ともいえる顔で、壁際のスツールに座る百花の前に立った。




「……本当に、その通りだよ。自分の事は突き詰めて考えもせず放置しているのに、そんなことやめてくれ、と言うこともできない美術品に秘められた本質を、暴きたてようとする。これを描いた絵師は、自分の全ての感情と一緒に、この作品も葬りたかったかもしれないのに……」

　淡々と話すうちに、峰崎の品のいい唇は自嘲するように歪んでいった。

　百花は何を言われているのかわからず、不審げに眉を寄せたまま、峰崎を見上げるしかない。

　峰崎は、何かに取り憑かれたような目で百花の目を覗きこみ、

「そして今度は君の、その出来のいい目が、俺の身勝手さを暴きたてるのか！」

「……みね、ざきさ……？　キャッ！」

　荒々しい口調で言いながら、百花の両腕を掴んで無理矢理立ち上がらせた。

　百花の悲鳴と、スツールの倒れる音が、作業室に響いた。




「ッ、むぅ……ッ」

　峰崎の顔が、間近すぎてぼやけている。

　百花はあっと思う間もなく壁に押し付けられ、峰崎の強引な口づけに襲われていた。男雛のように整った容姿と裏腹に、峰崎のキスは執拗で激しかった。

　百花の唇と舌は陵辱するように噛まれた。息もつけないほどに貪られながら唾液を呑み込まされ、嫌悪感スレスレの、被虐的な快楽が込み上げる。

　前の恋人との、感覚の全てを支配されるようだった行為が甦った。

「……教えてくれよ、あんたの目には、俺が沈んだまま放置してる、何が見えるんだ？」

　ふいに、唇を離して峰崎が言う。二人の顔の間を、涎の糸が繋いでいる。

　峰崎の狂おしげな顔を見ていられず、百花は目を閉じて、途切れ途切れに言った。

「……わ……からない……私には何も……峰崎さんが、目を反らしたいのに反らせないほど欲しいモノが何か……なんて……っ！」

　百花の中で、峰崎の表情と、元彼に感じた飢餓感が重なっていた。そして、こんな飢餓感を抱えた男だけができる、精根尽き果てるような愛し方を、自分の身体が待ち望んでいることにも、気づいていた。




　峰崎は苦しげに目を細めて、目尻に涙を浮かべた百花の顔を見据える。

　百花の第一印象は、平凡で大人しそうな女の子にすぎなかった。ところが、百花の意外な洞察力に気づいたとたん、その瞳がある人を思い出させることにも、思い至ってしまった。

　年上のその人も、少女のような無邪気さと、男の嗜虐心を煽る妖艶さを兼ね備えた眼差しを持っていた。

　その人は、兄の妻だった。

　義姉への想いは、誰にも知られてはならない、行き場があってはならないものだった。

　混乱した峰崎の目には、百花は人間の女というより、手折らなければ正気を失ってしまうような、一輪の妖しい花に映る。深く呼吸すると、どこからか花の香りが漂ってくるような気さえした。




「あ……っ！」

　乱暴にスカートをたくし上げられる感触に、百花は思わず目を見開いた。

　キスの途中から潤いかけていた部分から、甘酸っぱい香りが立ちのぼる。百花は、羞恥心のあまり腿を擦り合わせた。が、その隙間に峰崎は強引に手を差し入れ、香りの源泉をまさぐろうとする。

「……あんたは、花のような香りがする……」

「い……やッ、いや……んぅぅ」

　百花の発した拒絶の声は弱く、再び唇を塞がれただけで、何も言えなくなってしまう。口内と同時に下着越しに秘花を揉まれ、突かれ、たっぷりと濡れた箇所をかき回されると、腿には全く力が入らなくなってしまった。

「……ぁあッ、ア！」

　パンティの脇から指を抉じ入れられ、百花はついに悦楽に濡れた悲鳴をあげた。そこに崩れ落ちそうになる身体を、思わず峰崎の首に回した手で、必死に支えた。

　峰崎は、一瞬驚いたような顔をした。苦しげに眉を寄せた、それでも涼やかに整った顔で百花を見つめ、

「……俺は、あんたを、ちゃんと好きになれるかどうかわからない……でも、どうしても今、あんたを離したくない……頼む、助けて……俺を助けてくれ……」

　百花が、子供のように泣いてしまえばいいのに、と感じるような声でそう言った。

　百花は、身体の芯が蕩けるような感覚に戸惑いつつ、まるで自分が発情した雌獣の姿をした聖母になった気がした。

　百花は峰崎に回した腕に力を込め、その肩口に顔を埋めて、

「……私も同じだから、いいの……あなたの、好きなように、して……っ！」

　掠れ声で囁いた。




　峰崎は、百花が充分に潤っていることを確かめると、獣のように覆い被さって挑んできた。

　いきなり打ち込まれた楔は細身だが長く、百花の秘泉を斜めから突き上げるように反り返っていた。それが、峰崎の下腹が当たるほどの勢いで、繰り返し百花の最奥を穿つ。

「くふぅっ！　は、ァ、激しすぎる……っ、許して、もっと、ゆっくり……ィぁあッ！」

　涙声で懇願しても許されず、峰崎の攻めは激しさと速さを増していった。

　ズシンと最奥を貫かれたと思ったら、牝唇がめくれ返るほど素早い引き腰を遣われ、百花の中は激しすぎる悦楽に灼かれて、ドロドロに蕩けてしまう。

「はうっ、アッああっ、アッ……んあァッ！」

　百花は、ひんやりしたリノリウムの床に四つん這いになり、ひっきりなしに喘ぎを振り絞った。がっしりと腰を掴まれ、ガクガクと揺さぶられる度に、床に涙と涎の滴が散る。




　否応もなくせり上がる絶頂感は、けれどそれだけでは終わらない、何度でも立て続けに、狂うまでイカされ続ける予感を含んでいた。

「あ、ダメ、いく……ダメ、イッたら…イッたら止まらなくなっちゃうぅぅ……」

　百花は悦びと恐怖に揉みくちゃにされら、涎と一緒に頭に浮かぶ言葉を垂れ流した。

　峰崎は、そんな百花の露になった胸を鷲掴み、上体を上げさせるように強く揉みながら、煽るようにさらに激しく腰を遣う。

　それは、声にならない、

『イッてみせろ』

　という命令だった。

　峰崎の分身が、その命令を、百花の蜜壷の底に刻み付ける。

「ふぁああ、あ、アァーッ……！」

　大きく背を反らせ、内腿をヒクヒクと引き攣らせながら、百花は達した。

　けれど、峰崎はまだ終わっていなかった。

　エクスタシーの最中で、せつなく引き攣る蜜壷が、容赦なく擦られ、抉られ続ける。

「ヒッ、やぁ、あ……許して、待って、ぅあ、あぁん……」

　百花は、さっきよりもっと切羽詰まった声で鳴きながら、たまらずに腰を左右に振った。少しでも峰崎の攻めから逃れようとする仕草は、けれど男を締め付け、より興奮を煽るなまめかしい動きでしかなかった。

「……く……ッ！」

　峰崎は薄い唇を噛み締めた。その隙間から、始めて熱っぽい快楽の声を漏らすと、左右に揺れるまろやかなヒップの中心を真っ直ぐに穿つ。

「……ひンッ、ひぐっ……いぁああ、やぁっ、またイク、イクッ……ゥウウッ！」

　最初より凄まじい絶頂感に貫かれ、百花はまだ峰崎に抜き止しされているヒップを高く上げたまま、床に突っ伏した。




（もうだめ、もう無理！）

　と、頭は悲鳴をあげているのに、百花の腰は蜜壷の口を締めたり緩めたりしながら、嬉々として男の肉剣に絡み付いている。

「はぁっ……はぁ、はあ……ァアア……」

　神経の灼け切れそうな快感の中で、百花は峰崎の飢餓の深さを思い知らされていた。

　峰崎は多分、百花を本当に愛せるよう、必死で努力してくれるだろう。けれど、お互いのやり切れなさを、獣のように繋がることで発散しあい、傷を舐め合うような関係が、本当に峰崎を救うことになるのだろうか。

　身体はたて続けの絶頂に酔いしれながら、百花の頭のどこかに残った冷静な部分が、「それは違う」と、告げていた。

（峰崎さんを選べば、私はまたいつか、彼についていけなくなって、取り残された気分を味わうだけ……）

　この、全身をドロドロに煮融かされるような快感の代わりに、野瀬が百花にくれるのは、控えめだけれど揺るぎない愛情なのだ。

（野瀬さん……ごめんなさい……）

　百花は、下半身全体に峰崎の情熱の証を浴びながら、ゆっくりと意識を失っていった。




　翌日、峰崎は作品を休ませると言って、来館しなかった。

　普段通りに出勤した百花は、峰崎の意外な子供っぽさを、ちょっと微笑ましく感じる。取り返しのつかないことをしてしまった、と頭を抱えているのかもしれない。

　峰崎と顔を合わせた時、百花は自然に微笑む自信があった。




「峰崎君が作業日程を変更するなんて珍しいな。昨夜、何かあったの？」

　電話を切った野瀬が、いぶかしげに百花を振り返る。

　その穏やかな表情や、やや垢抜けない雰囲気が、世界中の誰よりも愛しい、と百花は思った。

「……私、何か失礼なことを言ってしまったかもしれない。峰崎さん、ちょっと不機嫌そうだったかも……」

　そう答える百花の、今までにない静かな艶っぽさのようなものに、野瀬は目を見開いた。百花の言葉の裏に、言葉以上の何かがあることを直感する。

「そうか……」

　しかし野瀬は、百花を追求することをやめた。百花の艶めかしさは、真っ直ぐ自分に向けられていた。何があったにしろ、百花は野瀬を選んでくれたのだ。

「……野瀬さん、私、野瀬さんのこともっと知りたい！」

　一瞬、寂しそうな表情をしてから、ふわりと微笑んだ野瀬に、百花は思わずそう言っていた。




　その夜、百花はようやく、野瀬の全てを知ることができた。

　野瀬の掌は厚く、指は峰崎と比べると農夫のようにずんぐりしていたけれど、誠実で優しかった。百花はすぐに、その優しさに全身を委ねた。

　百花の唇に、胸に、脇腹に、チュッと音をたてるだけの優しいキスが、数えきれないほど振ってくる。

　百花の頭がきちんと枕に乗るように、慎重に押し倒された時には、思わずクスッと笑いが漏れてしまう。

「何か可笑しい？」

　と、訊ねる野瀬の、ちょっと頬を膨らませたような顔が、とても愛しかった。百花は首を振り、

「野瀬さん、愛してる……って思ったら、急に可笑しくなっちゃったの」

　うっとりと野瀬を見上げてそう言った。

　野瀬は耳まで赤くしながら、

「……どういうことだよ」

　などとぶつぶつ言っている。




　やがて、百花の肩に顔を埋めた野瀬が、

「僕の方が、ずっと前から愛していたよ」

　とくぐもった声で囁いた。

　言葉と同時に、実体を持った愛の証で秘泉を満たされた百花は、甘酸っぱい香りと充足の溜め息で、野瀬に応えた。





義姉さん―あなたを愛していいですか？







　峰崎萩は、高名な日本画家である父が丹精する庭園を備えた、純和風の邸宅を出た。

　庭を横切って、裏木戸から大学に向かうつもりだった。

「萩さん、行ってらっしゃい」

　風鈴のように細く澄んだ声に、萩はギクリと肩を強ばらせる。母屋と離れの間を掃いていた義姉の遙はる子こが、萩に気づいたのだ。

「……」

　萩は無言で会釈すると、小走りで家を後にした。遙子とはなるべく顔を合わさないようにしているのに、いつもタイミングが悪い。

　その日も萩の心は、細面の和紙で造った姉様人形のようにはかなげな遙子で一杯になってしまった。




　教室には、木炭で紙をこする、シュッシュッという音だけが響いている。

　三十人近い受講者が真剣なまなざしを注いでいるのは、黒板前のステージに立つ裸婦モデルだ。

　萩もその中の一人だった。日本画科から保存修復科に転科し、大学院に進んだ今も、週に一度の人物クロッキーは、欠かさず受講している。




　裸婦の名は、駒こま沢ざわ悠ゆう梨り。高名な画家のモデルを務めることも多い、地元の美術業界では名の売れた存在だった。

　ファッション系のモデルのような美貌ではないが、ショートヘアのうなじから、反り返るほど伸ばした背中へのラインが美しい。後ろ手に組んだ腕と、ウエストのくびれ、豊かなヒップが作り出す微妙な色調を、萩は白黒の濃淡だけで画用紙に映し取っていく。

　何度も顔を上げるうちに、ふと、悠梨と目が合った。勝ち気そうなくっきりした瞳が、一瞬面白そうに見開かれる。すると、その表情は好奇心いっぱいの子供のように瑞々しく輝いた。

　萩は、思わず自分も目を見張ってしまう。二人が見つめあっていたのは、時間にして二十秒ほどだったろうか。

　それが、萩と悠梨の出会いだった。




　数ヶ月後には週に一度、悠梨の部屋で抱き合うのが、二人の習慣のようになっていた。

　生命力そのものが張りつめているようだ、と感じた悠梨の滑らかな肌が、今は萩の手の下にある。

　萩は掌で、ヒップの膨らみの頂点から、ウエストのくびれの底までを何度も辿った。

「……くすぐったい……」

　ベッドにうつ伏せになった悠梨が、一度快楽を極めた後のけだるい声で言う。若い女にしては低いが、ベルベットのように艶のある声。その声を聞くたびに、萩は腰の奥がざわめくような気分になる。

　欲情にかられるまま、萩は上体を伸ばして悠梨のうなじに唇を当てた。汗の味がするしなやかな肌を軽く吸い、歯を立てながら舌先でくすぐる。同時に、シーツの隙間に手をこじ入れて、押し潰された胸の膨らみをまさぐった。

「もぉ、ダメだよぉ……ぁんッ！」

　悠梨の声が、途中から色っぽく裏返る。




「ヤだぁ……もうすぐ、出なきゃなんないって……言った、でしょぉ……」

　悠梨は、咎めるというより誘うようなかすれ声で、切れ切れに言った。

　芸術家に相応しい、長くまっすぐな萩の指。右の中指には画筆が当たってできた堅いタコがあった。そこで胸の頂点の尖りを嬲られると、悠梨は快楽に逆らえなくなってしまうのだ。

「あぁ……ホントに、ダメ……なんだからぁ」

　言葉とは裏腹に、悠梨は肘をついて上体を浮かせる。もっと激しく、痛いほどの愛撫が欲しくてたまらなくなる。

「ホントにダメなら、俺なんか突き飛ばして、出ていけばいい……」

　悠梨の昂りを察しているのか、萩は意地悪を言いながら、悠梨が望んだ通りに紅色の尖りを攻めた。キツく摘み、根元を指のタコでグリグリと擦る。もう片方の胸も掴まれ、すっかり立ち上がった尖りを膨らみの中に押し込むように弄られた。

「……だっ、て、ソレ……私、ソレされると……ひぁあッ！」

　下半身が萩と重なっているため、上体しか動かせない悠梨は、背中をくねらせながら甘い声をあげ続ける。




　耳の後ろを舐められ、総毛立つような感触に、悠梨は思わず振り返った。すぐ近くに萩の顔がある。

　ふとすれ違っただけの者は、峰崎萩をやや線の細い美青年としか思わないだろう。けれど、間近で見る萩には、イケメンとか美形とかいう言葉ではとても足りない、緊張感をはらむ端正さがあった。最初に悠梨の興味を引いたのも、その緊張感だ。

　だから、自分から声をかけ、ベッドに誘った。何だか曖昧に始まった二人の関係を、恋人同士と呼べるのかどうか、悠梨にはわからない。

　萩は一度も、悠梨を好きだと言ったことがなかった。何度か身体を重ねたけれど、萩の緊張感の正体もわからないままだ。それでも悠梨は、萩との曖昧な関係を断ち切る気になれなかった。

　萩に、囚われているのかもしれない。

　そう思うと、悠梨は悔しかった。

　悦びに霞みそうになる目を必死で見開いて、悠梨は萩の顔を見る。

　不思議な透明感のある白い肌。切れ長な一重の目と、形のいい鼻にかかる漆黒の髪。ストイックな若侍の凛々しさと、捨て鉢なごろつきの自堕落さを混ぜたような、底知れない眼差し。

　悠梨はいつも、この目に吸い込まれそうになる。観念して目を閉じた悠梨の唇に、萩のそれが重なった。




　一見淡白そうなのに、萩の愛撫は女の魂を快楽で搦め取り、支配するかのように強引で執念深かった。

　悠梨の蜜壷をかき回していた長い指が、あと一歩のところで無情に引き抜かれる。悠梨は、夕方の予定も萩への悔しさも忘れ、飢えた声を振り絞った。

「……っ、ダメ、やめないで、イ、イかせて……ッ！」

「イきたかったら、イけばいい」

　悠梨の両脚を大きく開かせ、羞恥と快感に歪む顔を視線でも犯していた萩が、無造作にベッドに身を倒す。

「……!?」

　悠梨は一瞬、途方に暮れる。煮えたぎる情欲を怜悧な仮面で覆った萩が、その顔を見上げて、

「乗れよ。自分で好きなように動いて、イッてみせろよ」

　低い声で言った。




「……あ……ぁ……」

　そんな、娼婦みたいなことしたくない。

　悠梨はそう答える代わりに、せつなく喘ぎながら、力の入らない腕で必死に萩の方へ這って行く。まるで萩の操り人形になったようだ。

　悠梨の蜜泉は、身動きするたびクチュクチュと淫微な音をたてるほどに、飢えきっている。悠梨の目は、天を突くようにそそり立つ萩の股間に釘付けになり、それが欲しい、ということしか考えられなくなっていた。

　男の腰の両脇に膝をつき、後ろに回した手で激しく脈打つ肉剣を確かめながら、震える腰を落としていく。

「……んくぅっ！」

　熱いモノで秘唇を割られただけで、軽く達しそうなほどの悦びが爆発した。悠梨は唇を噛んで絶頂をこらえ、ジリジリと萩の分身を飲み込んでいく。

「自分で自分を焦らして悦んでるのか？　いやらしいな、悠梨は」

　そう言いざま、萩は悠梨の腰を両手で鷲掴み、一気に引き下ろした。

「きひぃッ!?」

　ズシン、という衝撃が、悠梨を貫いて蜜泉の底を突く。頭が真っ白になるほどの、凄まじい存在感。悠梨は美しい背中を反らしてヒクンヒクンと痙攣した。




　そんな悠梨を、萩は目を細めて見上げる。

　普段は強気でサバサバした悠梨が、メスの表情を剥き出しにする瞬間が、萩は好きだった。

　どの女も一皮剥けば同じ。そんな、安心感のようなものを感じるのだ。

　そして快楽の一時が終わると、この狂態が嘘のように、悠梨はもとの快活で聡明な女性に戻る。そのギャップにも、救われるような気がした。萩が思っているよりずっと、女は奔放で強い生き物なのだ。

　あのひとだって同じはずだ。萩を必要としているわけではない。

　萩は、自分が思い浮かべた面影にハッとして目を見張った。今、最も考えてはならないひとのことを、考えかけていた。

　萩は眉を寄せて悠梨の腰を掴みなおす。それから、悠梨の理性の最後のひとかけらを突き崩そうと、

「ほら、イきたいんだろ？　全然腰が動いてないじゃないか」

　淫らに囁きながら、悠梨の腰を揺すった。




「ひぃッ、んッ……！」

　悠梨は、足の先から脳天まで大きすぎる快楽に串刺しにされ、涙をこぼして悶絶する。

　とても無理。そんなに動けない。

　そのはずなのに、萩の呪縛にかかった身体はぎこちなく動きはじめる。

　最初は辛そうに、ゆっくりと。

　萩の長くすんなりした肉剣が、悠梨の最も敏感なポイントをかすめた。自我や理性を煮溶かすような悦びが、ふいに目覚める。そこに灯った快感の火を追って、悠梨は次第に速く、激しく腰を上下させていった。

「アァッ……はぁっ、ん、ふぁあ……ア！」

　男のモノを含んで甘く強く絞め上げながら、悠梨は発情しきったメスに変わっていく。

　悠梨の瞳は涙を浮かべたままトロトロに潤み、唇までがだらしなく開いて涎をあふれさせる。

「ココが、好きなのか……じゃあ、奥は？　奥は、嫌いに、なっちゃったか？」

　萩が、快感に言葉を途切れさせながら、下から腰を突き上げる。

「すっ、好きィッ！　ココも奥も好きッ！」

　快感の虜になった悠梨の蜜泉の奥から、痙攣の気配が萩の分身に伝わってくる。




　最高に感じるポイントと、蜜泉の底を交互に小突かれ、悠梨は高い声をあげて、いっそう激しく腰を使う。悠梨は今や、萩の両脇につま先を立て、カエルのように両脚を開ききって、ズプズプ音を立てながら萩を貪っていた。

　悠梨は両手で萩の胸板を撫で回し、萩の下腹に豊かなヒップをこすりつけながら、

「萩ぅッ、気持ちいいぃ、イイのぉ、イくぅ、イくよぉお……ッ！」

　舌足らずなエクスタシーの叫びを迸らせた。




　しばらく放心状態だった悠梨は、我に返るや萩を追い立て、せかせかと出かける準備を始めた。

　萩は、さっきの支配者然とした表情とは打って変わった、置いて行かれる猫のような顔つきで、

「……もう、間に合わないんじゃないのか？」

「遅れたって、行かないよりはマシ！」

　悠梨は萩も知っている日本画家の名を上げて、あの先生は時間にうるさくないから、と言った。夕方からモデルの仕事を入れていたのだ。

「ほらぁ、もう行くよ。萩も早く帰りなよ、明日はお家でやることがあるって言ってたでしょ？」

「……だから、帰りたくないんだ……」

　思わずそう言ってしまってから、萩はハッと口を押さえた。

　一瞬、キョトンとした顔で萩を見た悠梨が、次の瞬間プッと吹き出す。端正で静かな表の顔と、激しい情欲をぶつけてくる裏の顔以外の、こんな子供のような表情を見るのは初めてだった。

「……何、笑ってんだよ」

　萩はすねた子供のように言って、顔を背けた。




　ぐずぐずと寄り道しながら帰り着いた頃には、すっかり日が暮れていた。母屋の窓は暗いままだから、両親はまだ弁護士事務所から戻らないのだろう。

　薄闇に包まれた庭から、萩は離れのガラス障子に目を凝らした。

　離れの住人は、八才上の兄夫婦。だった。

　七年前に兄の峰崎蓮が失踪して以来、そこに暮らすのは義姉の遙子一人きりだ。

　二十代の若さで権威ある日本画展の奨励賞を得た蓮は、父にとっても信頼すべき長男だったのだろう。写生旅行から戻った連が、このひとと結婚します、と遙子を伴っていた時も、ひとつ頷いただけで受け入れたものだ。

　遙子は、能登の蒔絵師の孫娘だった。旅先でその作品に惹かれた連が、蒔絵師の工房を訪れた時、床に倒れた老人に取りすがっていたのが遙子だったそうだ。

　行きがかり上、葬儀や遺品整理の手伝いをしているうちに、蓮は遥子が天涯孤独になってしまったことを知った。老人には遺産などなく、それどころか工房の家賃をためていて、立ち退きを迫られていることさえ知ってしまった。

　蓮は運命的なものを感じた。遙子が受け継いだ蒔絵の技術ごと、彼女を貰い受けようと思ったという。




　けれど、兄の熱っぽい言葉は、当時十六才だった萩の耳を、ほとんど素通りした。

　一目で遙子に心を奪われたからだ。

　北陸人特有の、仄かな桃色を沈めた白い肌。日に透けると暗緑色に輝く、真っ直ぐな細い黒髪。両親が、萩に似ている、と笑った切れ長な目元。華奢な指先は繰り返し漆の毒にかぶれ、ガサガサに荒れていた。楚々とした遙子の風情とは不釣り合いなその指が、何故かゾクリとするほど妖艶だった。

　たおやかな容姿に、強靭な職人の手を持つ遙子。彼女に出会ったことで、萩は自分の進むべき未来が見えたような気がした。

　高校生ながら、萩はすでに、日本画家としての将来に絶望しかけていた。父はもとより、兄が子供のように無心に描き出す、個性あふれる美の世界。萩だって物心ついた頃から絵を描くのは大好きだったのに、自分はそこから拒絶されているとしか思えなかった。

　美しいものは描けるのに、それが自分の心の奥底から湧き出たという実感が、どうしても得られない。

　だから萩は、友禅や漆工芸といった、職人の仕事に憧れていた。そこでは個性や作風が全てではない。ただひたすら誠実に、過去と未来を繋いで自分の仕事を成し遂げることが使命なのだ。

　後で見せてもらった遙子の作品には、高い技術だけではない、愚直とさえいえるほどの誠実さがあった。

　その時萩は初めて、職人になりたい、という明確な意志を抱いた。




　着々と名を上げ、画業を深めていく蓮が失踪した理由は、誰にもわからなかった。遙子にも思い当たる節はなかった。周囲が夫婦生活を詮索するようなことを言うと、

「私が至らなかったから……」

　と遙子が涙ぐむので、あまり突っ込んだことも聴けなかった。実際、画家の妻として、遙子の気遣いや介添えは完璧だった。萩の母も、よい人を貰ったものだ、と喜んだものだ。

　三ヶ月経っても蓮は見つからず、両親が遙子に今後のことを訪ねた時、

「私には、この世でもう、蓮さんと皆さん以外に家族と呼べる人がいないんです。せめて、あと七年、家族でいさせていただけませんか？」

　彼女はそう言って額を畳に擦り付けた。

　短い間に背骨が浮くほどやつれた遙子の背中を見下ろしながら、萩は唇を噛んだ。遙子にとっては、萩も家族の一員なのだ。彼女の孤独と不安に、自分の想いを押し付けることはできない。

　それだけは、してはならない。

　兄が原因不明の失踪を遂げた翌年、萩は日本画科から保存修復科に転科した。古美術の修復師になるつもりだった。

　一人ぼっちになってしまった、決して触れてはならないひとと、せめて職人として隣り合った道を進みたいと思ったのだ。




　何をしていても遙子の所にさまよって行ってしまう気持ちを無理矢理抑え、ひたすら技術の習得と研鑽に打ち込む七年間だった。

　時に荒れる心を抑えかね、餓鬼のように女を貪ったが、満たされはしなかった。

　修復科に移ったのは幸いだった、と萩は思う。オリジナルの作品を描いていたら、花も蝶も川の流れも全て、遙子を写したものになっていただろう。

　蓮が失踪してから、明日が七年目。いわゆる失踪宣告が出される日だった。




　庭に面した座敷が、遙子の仕事部屋だった。遙子はそこで、漆器の修理や蒔絵細工の新作を細々と造り続けている。

　ほっそりした横顔のシルエットを見せて、俯きがちに座った人影が見えた。紫外線から漆を守るため、常に遮光カーテンが引かれた障子戸越しに、遙子の姿を見守るのが、萩の習慣になっていた。

　明日が過ぎれば、遙子はこの家を出て行ってしまうのだろうか。

　離れが無人になることを想像すると、萩の胸はキリキリと痛んだ。

　思わず胸を押さえながら、萩は遙子のシルエットに目を凝らす。と、ふいに遙子が立ち上がった。胸の位置に差し上げた両手の間から、紐のような長いものがぶら下がっていた。

　遙子は、紐を持ったまま両手をさらに高く差し上げる。その瞬間、萩は嫌な予感がした。さっきとは比べ物にならないくらい激しい胸の痛みに襲われた。

「……遙子さん！」

　萩は一足飛びに芝生を横切り、土足のまま縁側に上がると、ガラス障子を引き開けた。




「……しゅ、萩さん……？」

　座卓の上とその周りには、細い筆やいくつもの椀、型紙や金箔の箱が、びっしりと並んでいる。その真ん中で、華奢な背中に黒髪を垂らした遥子が、切れ長の瞳を驚いたように見張っていた。

　三十才にはなっているはずなのに、十年前と少しも変わらない透き通った肌が、デスクライトの灯りに映えてかすかに輝いているようだ。

　萩は思わず目を反らし、密かに喉を鳴らした。

「……すみません、俺ちょっと、失礼な勘違いしたみたいで……」

　遙子は、黙って手にした紐に目を落とした。それから、差し上げた両腕を後ろに回し、

「首でも……吊るのかと思いました？」

　静かな声でそう言いながら、珊瑚色の組紐でロングヘアを縛り始める。

　萩はバツの悪そうな顔でため息をついた。

　遙子の言う通りだった。失踪宣告が出されたら、峰岸家と遙子の繋がりはなくなってしまう。そのことが、遙子から生きる気力を奪ってしまうのではないか、という不安に、萩はずっとつきまとわれていたのだ。

　髪をまとめ終えた遙子が、唇を噛んだまま口角をわずかに上げて、なんだか泣いているような笑顔を作った。そして、

「……あの人と約束したんです。ここでは、この家でだけはそんなこと、しないって」

　細い声でそう言った。




「え……!?」

　萩は思わず首を回し、正面から遙子を見た。遙子はハッとしたように瞬きをし、

「……萩さん、困ります。土足じゃありませんか！」

　彼女らしくもない慌てた仕草で、萩の肩を外に押し戻そうとする。萩はその手首を掴み、

「あの人って、兄さんのこと？　やっぱり兄さんは、失踪前に何か言い残していたのか？」

　遙子の前では乱暴な言葉使いを避けていたことも忘れて、噛みつくように言った。

　遙子は両手首を掴まれ、顔を伏せたまま、束ねたばかりの髪を乱して激しく首を振る。やがてその肩が小刻みに震えだし、

「……あと一日……一日だけ耐えたら、終わりにできるはずだったのに……」

　押し殺した声が、血を吐くように次の言葉を紡ぐ。

「……ずっと、生きているのが辛かった。蓮さんは、そう言っていました……」

　遙子が語る峰崎蓮は、萩がそれまで抱いていた、雲の上にいる優秀な兄とは、まるで別人だった。




　蓮が囚われていたのは、萩と同じ、自分には魂の底から生まれる本物の美が描けない、という絶望だった。

　美しいものを見ればそれなりに感動し、いくらでも完璧とさえいえる作品に仕上げられるのに、そこに本物の個性や主張を塗り込めることができない。このまま、腕に染み付いた技術の奴隷のように絵を描き続けていたら、ついには感性も感情も失った機械同然になってしまうのではないか。賞賛されればされるほど、蓮の苦悩は深まった。

　写生旅行は口実で、蓮は本当は、死に場所を探していたのだという。

　そこで遙子に出会った蓮は、

「著名人のお父様にご迷惑をかけたくない、と仰いました。自殺ではなく失踪者としてご自分の人生を締めくくるため、私に協力して欲しい、と……」

　天涯孤独となり、自分も生きる意味を見失っていた遙子は、蓮の頼みを聞き入れた。

　順調な画業、幸せな結婚。蓮の人生から自殺の理由を排除するため、遙子は貞淑な妻として峰崎家に仕えた。




　一方で、蓮がついに決意を固めた日、遙子は蓮に言われるまま、

「……二人で長距離列車に乗って……あれは何という駅だったか……私は改札を出ることを許されませんでした。蓮さんは、持ち物一切を私に渡して、処分するよう仰ったんです。私は……蓮さんのお気持ちを変えることも、ご家族に相談することもできず……ただ人形のように、あの方を……」

　死なせてしまった、という言葉は、遙子を襲った嗚咽に飲み込まれてしまう。

「兄さん……なんてバカな……」

　萩は遙子の腰に回した手に力を込めると、歯を食いしばった。




　絵と向き合うのが辛いなら、萩のように修復師や職人を目指せばいい。あるいは、たとえ技術の奴隷となってもひたすら描き続けていれば、何かを掴める瞬間が来たかもしれない。せめて、父親にその苦悩を打ち明けていれば、同じ道を通った先達の言葉を聞けたのではないか。

　いくらでも思いつく道を全て拒絶し、生そのものさえ拒絶した兄の、弱さと傲慢さに、萩は慄然とする。

「義姉さん……いや、遙子さん。あんたは兄さんの犠牲者だ。こんな所で墓守みたいに、秘密にがんじがらめになって生きる必要なんて、なかったんじゃないか！」

「犠牲じゃない、共犯者なんです。私にも一人きりで生きて行く力なんかなかった……蓮さんは私に、かりそめとはいえ家族をくれました。この十年、申し訳なくて苦しくて、何度全て打ち明けようと思ったことか……でも、できなかった。ここで、蒔絵を造って、萩さんが蓮さんを越えて力強く生き続ける姿を見ていると、まるで、これが自分の本当の人生みたいに思えて……」

「俺が、強い……？」

　惚けたような声を出す萩を、遙子が頬を伝う涙を拭いもせずに見上げ、

「……もし自分と同じ悩みを抱えても、萩さんなら全く違う方向から解決できるだろう……蓮さん、そう仰ってました」

　そう言って、かすかに笑った。

　遙子の中で、自分が家族以上に大切な、生きる支えになっていたことを、萩はその時初めて知った。

　萩の頭は一瞬で真っ白になった。




　萩は右手を離すと、吸い寄せられるように遙子の頬に触れた。指先が濡れていくのを感じながら、その顔を仰向けさせる。

　眉を寄せ、きつく目を閉じた遙子の長い睫毛の先から、透明な雫が後から後からこぼれている。苦悶の表情なのに、凄艶としかいいようのない美しさだった。

　十年間必死で塞き止め続けてきた想いが萩の中で激流となり、一気に溢れ出る。

　萩は遙子の頬に手を添えたまま、唇を重ねた。

「……!?」

　遙子の潤んだ瞳が、大きく見開かれた。萩の舌が強引に遙子の唇を割り、口内をまさぐり始めると、その目が新たな涙に霞むように、ゆっくりと閉じられていく。

　萩が何度も夢に見た遙子との初めての口づけは、彼女の涙の味がした。




　萩は遙子にキスを浴びせながら、ゆっくりと畳に押し倒していく。

　溜まりに溜まっていたはずの飢餓感は嘘のように消えていた。

　蓮の弱さに引きずられ、恩義ある義父母を裏切った罪に怯えながらも、覚悟を決めてひたすらに職人の日々を貫いてきた遙子。たとえ罪を背負っているとしても、その弱さと強さの全てが愛しくてたまらなかった。

　遙子は、誰に対してなのか、

「……ごめんなさい」

　そう一言呟いただけで、身体の力を抜いた。

　萩は、遙子の平らなお腹から、ささやかな膨らみへ、吸い付くようにしなやかな肌を辿っていく。遙子は目を閉じて静かに涙をこぼしながら、唇を薄く開いてかすかな喘ぎを漏らした。

　たまらず、萩は遙子の胸に顔を伏せ、唇と舌でその肢体を味わう。

「……ぁ、あ……」

　遙子の喘ぎが高まり、首元にほんのりと紅色が差した。

　萩は椀や筆を蹴転がしながら身体をずらし、遙子の蜜泉を目指した。

「や……！」

　萩の舌先が過敏な牝芯に触れた瞬間、堪えきれないように遙子の手が伸びて、萩の頭を掴む。しかし、萩が構わずに舌を回し、尖りかけてきた牝芯の付け根を指で嬲ると、

「ふ……ッく……ふぁ……」

　遙子は力の抜けた指を萩の髪に搦め、細腰をくねらせて悦びに押し流された。

　いくらでも溢れてくる甘酸っぱい蜜を、萩は赤ん坊のように音をたてて啜る。こんなにも、愛している、という実感を持って女を愛するのは初めてだった。




「遙子さん、俺を見て……」

　遙子の中心に自分の分身をあてがうと、萩はそう囁いた。

　罪悪感と快楽、そしていつからか愛に変わっていた萩への想いが大きすぎて、遙子はずっと目を閉じていたのだ。

「頼むよ。俺を見て」

　萩は優しい声で繰り返すと、ノックするように遙子の蜜口を軽く突いた。七年振りに施される愛撫に昂りきっていた遙子の腰の奥は、それだけでビクビクと痙攣する。

「……いやッ……しゅう、さん……ッ！」

「ねえ、見て」

　遙子は緩く首を左右に振りながらも、震える瞼を開いていった。

　萩は、迷子の少年がようやく正しい道を見つけたような、晴れ晴れとした、でもすこし哀しそうな顔をしている。目尻を下げ、泣き笑いのようにも見える表情で、

「あんたと一緒に、全部背負って生きていく男の顔を見ててくれよ……」

　言いながら、萩は遙子の中に入ってきた。

「萩さ……っ、そんな、ぁ……駄目ェッ」

　自分の悲鳴が、挿入に対してなのか、萩の言葉に対してなのかわからないまま、遙子は背を仰け反らせた。凄まじく熱く堅い萩の肉剣が、遙子の蜜泉を貫き、今まで押さえつけてきた性の悦びを一気に目覚めさせる。




「……十年、待ったんだ……もう待てない……誰を傷つけても、どんな嘘をついても……あんたが、欲しいんだ、遙子さん……」

　緩く腰を遣いながら、萩が熱っぽい声でかき口説く。萩の声と、体内を抉る萩の分身で、遙子の心と身体が満たされていく。

　心の底から何かを欲しいと思えることなんか、もうないと思っていた。

　けれど、遙子は今、はっきりと萩への欲情を感じていた。

　誰を傷つけても、どんな嘘をついても。

「……わ、私も萩さんが……萩さんだけが……っ」

　欲しい、と言う代わりに、遙子は萩の背中に腕を回して、強く抱きしめた。二人の繋がりが深くなり、たまらない悦びが遙子の腰の奥で弾ける。

「遙子さん！　……遙子、はるこ……ッ！」

　萩は遙子に突っ伏すようにして、激しく抜き差しを繰り返す。その一途さは、雄の力を誇示するというより、やっと我が家に辿り着いて母の膝にすがる子供のようで、遙子は萩が愛しくてたまらなくなる。

「萩さん……私と……一緒に生きて！」

　遙子は無意識のうちに、すんなりした白い脚を萩の脚に絡め、萩の分身を最奥で受け止めていた。




　明日、両親に真実を打ち明けるか。それとも蓮の望んだ通り全てを押し隠したまま、秘密を背負って生きていくか。

　二人にはまだ、どちらも選べなかった。

　わかっているのは、どんな選択をするとしても、二人がもう二度と離れられない、ということだけだった。





不器用な年下イケメンも悪くない？







　駒沢悠梨は、蛍光オレンジの凝ったデザインの文字で、「ディライト」と書かれたプレートが取り付けられたドアを、押し開いた。

　地方都市の繁華街にある、雑居ビルの一室だ。




　パーティションの向こうから、ひっきりなしに鳴る電話の音と、あたふたと応対する声、イラついた怒鳴り声が聞こえてくる。

「お疲れ様でーす。どうしたの？　何かトラブル？」

　悠梨は室内に入り、マネージャーの安あん藤どうからファイルを受け取りながら尋ねる。

　悠梨は画家やデッサン教室をメインにするモデルで、モデルエージェンシー「ディライト」に所属していた。一仕事終えて、スケジュール管理用の書類を片付けに来たところだ。

「エモちゃんがさ、また……」

　語尾を濁し、芋虫のようにコロコロとした毛深い指で奥を指差して安藤は苦笑した。その先には、耳に受話器を当て、誰もいない空間に向かってペコペコしている若い男がいる。

　一九〇センチ近い長身。柔らかなウェーブのかかった茶髪。高く真っ直ぐな鼻と、くっきりした二重瞼が、外国の王子様を思わせる美青年だ。

　だが、弛めたネクタイの端を肩にかけ、皺だらけのワイシャツの袖を捲って、

「誠に申し訳ありません、ただいま対処中ですので、差し替えモデルの手配が付き次第ご連絡いたします」

　電話の相手に謝罪を繰り返す姿は、優雅さからはほど遠い。

　柄え本もと進しん吾ごは、二十三才の新人マネージャーだ。最初はモデルとしてスカウトされたのだが、ルックスのわりにドジで人見知りで気が弱い。人前に立つハデな仕事などとても続けられない、と社長に泣きついて、配転してもらってからまだ二ヶ月目だった。

（……柄本君たら……やる気はあるんだけど、ドジなくせに気が弱くて、モデルのスケジュールを厳しくチェックしたり確認したりできないから、トラブルになっちゃうのよね）

　二才上の悠梨は、困った弟を見るように目を細めてから、書類の記入に取りかかった。




「明日、土曜日だけど、例の芦あし谷や氏からご指名なんだよね、大丈夫？」

「あ……っ、芦谷さん!?　う、うん、大丈夫、多分、待ってね、今確認するから……」

　ふいに安藤に話しかけられ、悠梨は颯爽として歯切れのいいふだんの口調を崩して、おろおろとスマートフォンをいじりだす。

　地元の高校教師兼アマチュア画家の芦谷は、あるデッサン教室で悠梨に出会い、

「一目惚れした！」

　と公言して憚らないクライアントだ。文系にしてはがっしりした体格で、いかにも一途な日本男子ふうの、眉の濃い男だった。

　ふつうなら、事務所の判断で指名を断るケースだ。が、芦谷は全国規模の美術展での入選歴も多く、美術教師としての評判も悪くない。悠梨自身も指名を拒否しないので、多い時には毎週、芦谷の自宅に呼ばれていた。

「芦谷氏は独身だし、何かあっても本当は問題ないよ。でも、やっぱりモデルと画家には超えちゃいけない一線があると思うし、悠梨ちゃんはしっかり者だから、そういう建前の大事さって、ちゃんとわかってくれてるよね？」

　眼鏡の安藤に覗き込まれ、悠梨はスマホの画面を見下ろしたまま、黙って頷くことしかできない。




　悠梨は少し前まで、どこか影のある修復家の卵と、恋人未満の微妙な距離感でつきあっていた。〝テキパキしたしっかり者〟で通っていた悠梨は、そんな自分を発情した牝獣に墜とすような彼の激しい愛撫に夢中になった。

　ところが彼は、本命の彼女と駆け落ちしてしまったらしい。そんな噂を聞いて、心より身体のどこかにぽっかり穴が開いたような気がしたものだ。

　芦谷のアプローチは、その穴を埋めるように積極的で激しくて……いけないと知りながら、悠梨はすでに芦谷と一線を越えてしまっていた。

（買いかぶりだよ、安藤さん……私、そんなにしっかりしてないし……本当は、流されやすい、ダメな女なんだから！）

　後ろめたい溜め息をついて立ち上がった悠梨は、顔の火照りを冷まそうと給湯室に向かった。




「……あら、柄本君。トラブル処理は終わったの？」

　給湯室には先客がいた。いつの間にか電話応対を終えたらしい柄本が、背中を丸めて手を洗っている。

「あ、駒沢さん……ま、またダメなとこ見られちゃいましたね」

　二十センチ近く背が高いのに、柄本はゴールデンレトリーバーが飼い主を見上げるような目つきをする。

「柄本君、真面目でやる気もあるのに、残念だね。自分以外の人はもっといい加減だと思って、スケジュールの確認とかしつこいくらいやった方がいいよ。今回のトラブルもどうせ、場所と時間を勘違いしたモデルが来なかった、ってやつでしょ？」

　悠梨は自分の憂鬱を忘れたくて、ことさらさばさばした口調で言った。

　柄本は思いがけないことを言われたようにキョトンと目を見開いた。その睫毛の濃さに気づいて、悠梨は少しドギマギする。少し考えるようにしてから、柄本は子供のようにピュアな笑顔を浮かべた。

「そんな風に言ってもらったの、俺、初めてですよ……見かけの割に使えないヤツって言われたことしかなかったから……」

「……ホントに、せっかくイケメンなんだから、モデルを続ければよかったのに」

　そんな、俺なんか、と頭を掻く大きな子供を見上げて、悠梨はにっこりする。いつの間にか憂鬱が晴れて、暖かな気持ちになっていた。




　土曜日。

　悠梨は窓越しに真夏の陽射しを浴びながら、エアコンの効いた芦谷のアトリエで、ソファに横たわっている。身につけているのは、引き締まったボディラインを透かせる大きなレース一枚だった。

　窓を背に、カンバスに向かう芦谷の顔は見えない。

　芦谷は両親の死後、古くて広い洋館風の生家で一人暮らしをしていた。高校教師の身で、出品料の高い有名公募展に何度も出品できるのも、不動産を含む遺産で生活に余裕があるかららしい。板張りの応接間を改装したアトリエは居心地がよく、悠梨は外の風景のまぶしさに目を細めながら、うっとりしてしまう。

「何を考えてる？」

　カンバスの向こうから、少しくぐもった芦谷の声がした。筆をくわえたまま喋っているのかもしれない。

「……素敵なアトリエだなあって……」

　悠梨の声に、無意識に甘えるような響きが混ざっていたのかもしれない。カタンと音がして、イーゼルの足の間に、絵筆が転がった。床に黄色のしみがついた。




「あ、芦谷さん……！」

　油絵のしみだらけのエプロンをつけた芦谷が、大股でソファに近づくとそこに膝をつき、レースに包まれた悠梨のお腹に顔を埋める。

「君のそんな声を聞いたら僕の理性が飛んでしまうって、まだわからないのかい？」

「そんな声って……あ、ダメやめて、五時までは仕事中なんだから……」

　芦谷は、身をよじる悠梨にかまわず、お臍の窪みに舌先を入れてくすぐった。興奮に熱くなった掌が、レース越しに悠梨の太腿をまさぐる。

「君が乱れた姿を写すのも、僕の大事な仕事のうちだよ……たとえ、どこにも発表できなくても、ね……」

「あ、あ……ッ、言わないで、だめ……ンンッ」

　芦谷に翻弄され、唆されるまま、悠梨は何度かアブノーマルなポーズを取っていた。片足を高く吊られ、後ろ手に縛り上げられたり、アイマスクをして両手で秘所を開いたりする、恥ずかしい姿だ。ふだんの芦谷の画風ではない、執拗なまでのリアリティで描写された悠梨の淫画は、このアトリエの隅に壁を向いて立てかけられている。

　健康的でリッチな芦谷の、他の誰も知らないサディスティックな面が、悠梨の理性も奪っていく。

「ひんっ、イヤッ、そんなの、汚れちゃう！」

　恍惚としていた悠梨が、本気で慌てて芦谷の腕を押し戻そうとする。芦谷が、指先にレースをからめたまま、悠梨の秘唇を割ったのだ。

「そうだ……悠梨のいやらしい愛液が、ほら、こんなに音をたてて、糸を引いて……」

　言葉通り、クチュクチュと音を立て、芦谷は悠梨の秘所を掻き回す。今まで感じたことのない、カサカサした薄い布の感触。それが次第にねっとりと濡れ、得体の知れない怪物の舌のようになる。

「……あぁ……ウソよ、そんな、あ、ダメ、入れないで、いれな……ぁ、ッくうッ！」

　総毛立つような妖しい快感に、唇を震わせる悠梨の懇願も聞かず、芦谷は、ズルリ、と悠梨の牝壷に指を潜り込ませた。その瞬間、まぎれもない被虐の悦びに蕩けた悠梨の表情を、芦谷がぎらついた視線で犯す。

　芦谷は、まだ濡れていない部分も押し込むように、指を増やして柔らかく熱い牝壷を嬲った。強烈な刺激が悠梨の一番感じる部分をこすり、

「ひうぅぅん！」

　獣じみた快楽の声をあげさせた。




　悠梨は悦びに呑まれ、男の愛撫を誘うように片足をソファの背にかけて淫らに開いていた。ボーイッシュで細身の悠梨がそんなポーズを取ると、芦谷の征服欲は暴れ馬のように昂ってしまう。

　芦谷はゴクリと喉を鳴らし、ジュッジュッと音をたてて悠梨の弱点を攻撃する。一度イかされて、過敏になった牝壷を休ませずに攻撃するのが、芦谷の好みだった。

　それを身体で思い知らされている悠梨が、

「やっ、イかせないで、辛いの、よすぎて辛くなっちゃうのぉ、ああっダメッ、イクイク……ンンーッ」

　泣き声を振り絞りながら、耐えきれず陥落した。芦谷の指が、奥の方からキュンキュンと締め付けられる。エクスタシーの戦慄が、悠梨のヒップから、しなやかな背中へ駆け昇るのがわかる。

　すっかり濡れそぼち、淫らな香りを放つレースを抜きさると、芦谷はエプロンと服を脱いで、肩で息をつく悠梨に覆い被さっていった。




　絶頂した直後で、力の入らない悠梨の牝壷に、きつく反り返った芦谷の肉剣が押し入ってくる。

「んくッ、ぅうッ……！」

　苦痛にも似た遣る瀬なさと、その底から湧き起こるどうしようもない快感。悠梨は、ソファの肘掛けに乗せた頭を左右に振り、上げた片足を揺らしながらすすり泣いた。

　芦谷は深く浅く腰を使いながら、悠梨の秘唇から覗くピンク色の芽と、小ぶりだがとても感じやすい胸の尖りを、同時にもてあそぶ。

「……ふぁっ、ダメッ、あぁああんまたクる、またキちゃうぅぅ！」

　妖艶な声をあげて悶える悠梨を容赦なく追い立てながら、芦谷は、

「悠梨、君と僕はこんなに相性がいいんだ、な、結婚しよう。君が他の者にその身体を見せてると思うと、我慢できないんだよ。僕だけのミューズになってくれ、悠梨……」

　狂おしく囁いた。

「あし……っや、さん……」

　悠梨は涙に霞む目で、芦谷の思い詰めたような顔を見上げる。意志の強そうな顔立ちに、逞しい雄の表情を浮かべて、芦谷はさらに激しく腰を打ち付けた。

「友樹って呼んでくれ、悠梨！」

　声と同時に最奥まで貫かれ、悠梨は操り人形のように、悦楽に濡れた声を振り絞った。

「友とも樹き、さん……っ！」




（結婚……かあ。確かに芦谷さんとは相性がイイみたいだけど、なんだかピンと来ないんだよね……）

　一見、難しい案件を処理してでもいるように眉を顰めてパソコンの画面を見ながら、悠梨はそんなことを考えていた。

　モデルの仕事はやりがいがある。ヌードと聞いて顔をしかめる人もいるけれど、全く同じポーズを、十分から時には三十分以上も続けなくてはならない美術モデルは、実はハードな肉体労働だ。筋力や体力、記憶力がなくては勤まらない。

　芦谷など比べ物にならない高名な画家が、悠梨にインスピレーションを刺激されていい絵が描けた、と対等な仕事仲間にかけるような言葉をかけてくれることもあった。




「駒沢さん、パソコン、フリーズでもしたんですか？」

　声をかけられて顔を上げると、柄本が心配そうに画面を覗き込んでいる。

「違う違う、ちょっと考え事してただけ。柄本君は最近どう？　ちょっとトラブル減ってきたんじゃない？」

　悠梨が慌てて笑顔を作ると、柄本も嬉しそうににっこりした。両手に持ったグラスの片方を、悠梨が向かっていた机に置く。

「……私の一番好きな飲み方じゃない……嬉しい！　ありがとね！」

　グラスの中身は、氷抜きで牛乳を多めに入れたアイスコーヒーだ。給湯室での会話以来、悠梨と柄本は時々ティータイムを一緒に過ごすようになっていた。柄本は悠梨の好みをさり気なく覚えていてくれたのだ。ドジで気弱な草食系、と皆に軽く扱われている柄本の、細やかな気配りに悠梨は少し感動した。

「駒沢さんのおかげですよ。俺、人からしつこいと思われるのが怖かったんですけど、頑張って何回も確認してたら、相手の聞く態度がだんだん真剣になってきたって言うか……」

「しつこく確認されないよう、一回でスケジュールを頭に入れてくれるようになったんだ」

　悠梨が後を引き取ると、柄本は整った顔を綻ばせて笑い声をあげる。

　柄本が担当しているモデルは、プロ意識の低い学生がメインで、ルックスは極上だが押しの弱いマネージャーをバカにするタイプが多かったのだ。




　悠梨はベッドの中で、久しぶりに仕事のない平日を満喫していた。そろそろお昼、という頃に、安藤からの着信音が鳴り響いた。

「コマちゃん、悪い。ちょっとヤバいことになってるんだけど、今から来られないかな？」

「……どうしたんですか？」

　悠梨は悪い予感に声をひそめる。

「エモちゃんが手配していた、衣料メーカーの内覧ショーがあっただろ？　あれ、いつも本社でやるのが、今回だけ展示会とからめて別会場でやるのを、エモちゃんが伝え忘れて……」

　予感が当たってしまった。

　安藤の話では、モデルもアルバイトのフィッターも、郊外の本社に行ってしまったらしい。街の中心部にある展示会場からは二時間もかかる所だった。

　仕事が軌道に乗って、手応えを感じ始めた時が一番危ない。モデルを始めて六年目になる悠梨には、それがよくわかっていた。この前、柄本と一緒に楽しい気分に浸る前に、一言アドバイスしておくべきだったのだ。

「……柄本君は、もう会場に行ってるのね？　じゃあ私も直行します。モデルはなんとかなるはずだから、必要なのはフィッターでしょ？　大丈夫、ちょっとは経験あるから」




　フィッターの役割は、ファッションショーのモデルを着替えさせることだ。

　ショーの進行を覚え、アクセサリーや靴、時にはヘアスタイルまで、クライアントの指定通りにモデルを装わせなければならない。

「ディライト」が何度も依頼を受けてきた衣料メーカーの内覧会では、二時間で五十着以上の服が披露される。それを五名ほどのモデルで着回すのだから、フィッターは不可欠だった。悠梨も新人の頃に、手伝ったことがある。

　メイクもそこそこに、悠梨は会場である商興会館に駆け込んだ。ショーのステージは大会議室で、隣りの小部屋が更衣室だった。

　中では、すっかり浮き足立った柄本が、呆然としてショーの進行表を眺めている。急遽駆り出されたらしい同僚のモデル達は、兼業主婦のベテラン揃いだ。悠梨は、武者震いするような気分で、これなら大丈夫、と思った。

「柄本君、しっかりして！　自分で名誉挽回しなくちゃ！　フィッターやるんでしょ？　皆、柄本君なんか二本足で立つゴールデンレトリーバーとしか思わないから、よけいなこと考えないで仕事しようよ！」

　悠梨の言葉に、モデル達は、そうよそうよ、と笑い転げた。

　柄本は平手打ちでも食らったように、ポカンと顔を上げた。うつろになっていた目の焦点が合うと、美しいとさえいえる顔立ちに、悠梨の大好きな健気さが甦る。

「は、はい！　頑張ります！」




　それからは、まさに戦場だった。

　フロアに敷いたシートが即席の更衣室になった。控え室に戻るなり服を脱ぎ捨て、パンティ一枚になるモデルに、順番通りの衣装を着せる。ステージと更衣室が近いので、大声は出せない。

　柄本は最初、モデルの裸身から目を逸らし、おそるおそる腕を伸ばすだけだった。しかし、時には柄本の手から衣装をひったくってでも、仕事を全うしようとする悠梨を見ているうちに、その顔はだんだんキリリと引き締まっていった。

　一旦集中すると、柄本はじつに手際がよかった。

　長い指がマジシャンのように動き、小さなボタンを素早くとめていく。ちょっと裾を捲ったり、リボンの端を左右非対称にするだけで、衣装がグッと引き立ったりした。

（さすがモデル経験者……センスいいわね）

　ハラハラしながら横目で見ていた悠梨は、そのうち感心する。今まで甘いだけだと感じていた柄本のルックスに、思いがけない頼もしさを発見した気分だった。




　なんとか予定通りにショーを終え、持ち込んだ什器の搬出も済ませた時には、午後八時を回っていた。

　社用車のバンの荷台で汗だくの顔を見合わせた悠梨と柄本は、緊張の糸が切れたように同時に溜め息をつく。それが可笑しくて、二人はまた同時に笑い出した。

　柄本は笑い顔を急にくしゃっと歪ませると、

「駒沢さん……今日はほんとに、本当にありがとうございました！　俺、駒沢さんがいなかったらどうなってたか……」

　泣きそうな声で言う。悠梨は穏やかな笑顔になると、そんな柄本の肩に手をかけて、

「私がいなくても、自分でなんとかしてたよ。柄本君には、衣装アレンジとかプロデュースの才能、あると思う。マネージャーより、企画とかイベント演出の方が向いてるかもしれないよ。今日がいいきっかけになった、って、思える時が、いつか来るんじゃないかな」

　そう言った。

　柄本は少し不思議そうな顔で悠梨を見つめた。それから、ゆっくりと腕を上げ、さっき悠梨をうっとりさせた長い指で悠梨の手を包み込む。

「……駒沢さん、どうして俺なんかを、そんなに励ましてくれるんですか？」

　不意打ちに驚いた悠梨は、とっさに言葉も出ず、ただ柄本を見返すことしかできない。

「俺、駒沢さんに励まされると、そういう自分に、駒沢さんに認めてもらえる自分になりたい、頑張ればなれるんじゃないかって……今まで、俺は不器用だから目の前のことを真面目にやんなきゃって思ってただけで……目標のために頑張ろう、なんて思うの、初めてなんです……」

　朴訥な言葉を紡ぎながら、端正な唇が近づいてくる。優雅な眉が、アーモンド型の奇麗な瞳が、悠梨の視界を一杯にしていく。

「……あ……」

　柔らかな光に吸い込まれるようで、悠梨は目を閉じて、柄本のキスを受け入れていた。




「……私、汗臭いでしょ……恥ずかしい……」

　シートを敷いたバンの荷台に横たえられた悠梨は、赤くなった頬を両手で覆って囁いた。

「俺も汗臭いですよ……イヤですか？」

　少年のような笑顔で柄本が答える。それまで気づかなかったコロンと混ざって、シャツの前を開いた柄本の胸元からは、ゾクゾクするようなセクシーな香りがした。

　悠梨は頬を抑えたまま、幼い少女のように首を左右に振った。

「駒沢さん、可愛い」

　柄本は小さく呟くと、悠梨の首元に顔を埋めた。そのまま、同じようにシャツの前を開き、ブラを外した悠梨の胸元に、優しい口づけを繰り返す。

　柄本の唇が胸の頂点に届き、まだ尖りきっていない紅色の芽を含む。歯を立てない、舌先だけの柔らかな刺激に、悠梨は陶然となる。

　壊れ物を扱うような柄本の愛撫が、物足りないどころか、全身に蜜を浴びたように甘美だった。

（……私……強引にされて、男の人に振り回されて悦ぶ女だと思ってた……のに……）

　唇で愛されていない方の芽までが、悦びに目覚めて、キュンと尖っていく。柄本がそこに形よく伸びた指先を這わせ、本当に花芽を愛撫するように、そっとさすった。

「……はァ……ん……」

　胸から全身に、じわじわ及んでいく甘い快楽に、悠梨は溜め息のような声をあげた。




　柄本は身体をずらし、悠梨の秘所に唇を寄せる。火照った身体より熱い柄本の舌が、悠梨の中心に触れて、優しくくすぐった。

「ふぁ……あぁん、あぁぁん……」

　秘唇がトロトロと蕩けるような悦びに、甘い喘ぎが止まらなくなる。

　柄本が、悠梨の引き締まった腿や膝頭を愛しそうに撫でる。悠梨は応えて、奔放に両足を開いた。悠梨は、柄本が貴婦人に捧げるように与えてくれる快楽に蕩かされ、もう恥ずかしいと感じることさえできなくなっていた。

　さらに甘く、痺れるような快感が、悠梨の牝壷の中に届く。

「柄本くんッ……んんっ……」

　悠梨は無意識に腕を伸ばし、柄本の柔らかな髪をまさぐりながら、妖しく腰を蠢かせた。溢れる蜜を柄本に吸われ、秘唇をしゃぶられて、悠梨の頭にはピンク色の霞がかかっていった。

　今までの男達に、強引に追い上げられたあげく、突き落とされるようにイかされてきたのとはまるで違う、身体が溶け出すような絶頂の予感が来る。

「……柄本君、来て……私の、中に……」

　淫らな哀願ではなく、溢れる悦びに震える声で、悠梨はねだった。




　唇が離れる感触の次に、もっとずっと逞しく、トクトクと脈打つものが悠梨の秘所に押し当てられる。

「駒沢さん、ずっと好きでした……俺……夢みてるみたいです……」

　うわずった声と一緒に、柔らかく潤った悠梨の秘唇は、柄本の分身を含まされていく。ゆっくりと馴染ませるような優しい力に、悠梨は身も心も委ねていった。

「柄本君……」

　激しく貫かれているわけでもないのに、悠梨の牝壷は悦びにざわめき立つ。体内に別の生き物が潜んでいるように、柄本の先端と中程を、違う強さで締めつけていた。そのたびに、悠梨の源泉には快楽の波が広がった。

「駒沢さん、すごい、中が動いて……」

　柄本が頬を赤くして、熱っぽく囁く。

　柄本の顔も蕩けていて、いつもと違う、セクシーな雰囲気をまとっていた。濃い睫毛の奥で潤む奇麗な瞳が、悠梨の官能をいっそうかき立てた。

「……気持ち、イイの……こんな感じ、初めて、なの……っ！」

　柄本と繋がっている……そんな充実感だけで、エクスタシーに達せそうな気がする。被虐的な性感を煽られ、焦らされ抜いてイきまくるだけでは得られなかった、心まで満たされるような悦びだった。

（柄本君の前では、私は私を好きでいられる……！）

　やがて、慈しむようにゆっくりと動き始めた柄本の肩に腕を回し、

「柄本君、私も、好き……柄本君が……大好き！」

　満ち足りた気持ちでそう繰り返しながら、悠梨は同じリズムで腰を擦りつける。

　柄本は潤んだ目を細めて、泣き笑いのような顔になった。一度近づけた唇を離し、悠梨の愛液に濡れた口元を片手で拭ってから、改めて口づける。

（気にしなくていいのに……）

　それでも柄本の気遣いが嬉しくて、悠梨は快楽に蕩けた顔に、ほのかな微笑を浮かべた。

　舌と同時に腰を搦めあい、打ちつけあって、二人は同時にエクスタシーの頂点に駆け上がっていった。




「……実は私、半年前にプロポーズされちゃったりしてたんだけど……」

　悠梨が悪戯っぽい顔で言うと、柄本は持っていたファイルの束を全て取り落とした。

「悠梨さん、そんな……」

　情けない表情を浮かべて振り返る柄本に構わず、悠梨はしゃがんで散らばったファイルを拾いはじめる。

「でもね、その人、私を所有物として自由にしたいだけ……そんなふうにしか思えなかったの」

　芦谷のアプローチは情熱的だったけれど、彼の独占欲は悠梨自身より、快楽に流されやすい身体の方に向いていた気がする。

　今では柄本も、悠梨の声が嗄れるほど激しく愛してくれるようになった。でもそれは、二人の気持ちが高まって、お互いがそれを望んでいる時だけだ。

「あのショーがなかったら、私、理想の恋人がこんな近くにいたことに気づけなかったわ……」

　あの時、失態をカバーし、衣装アレンジに非凡なセンスを見せた柄本は、かえってクライアントに見込まれた。次回は招待制で、よりショーアップした内覧会の企画を依頼され、はりきっているところだった。悠梨の予感が当たったのだ。

　悠梨は、

「頑張ってね、進吾……愛してる」

　心からの笑顔で柄本を見上げながら、そう言った。

「はい！　悠梨さんにいっぱい愛してもらえるよう、俺、頑張ります！」

　理想の恋人は、眩しいほどの笑顔で悠梨に応えた。





愛しい僕の女神―美術室で結ばれて







　朝七時の美術準備室。

　旧校舎の板敷きの床に、燦々と朝陽が差し込んで、古びた木材がちょっと焦げ臭い、アーモンドのような香りを放つ。芦谷友樹はこの時間が好きで、人より早く出勤することが多かった。




　友樹は東向きの窓を大きく開け放ち、大きく深呼吸した。すると、夏が終わる前に自分の前から去っていった、冷たい女の面影が薄れていくような気がした。

　彼女は、友樹の真剣な想いを理解しようとせず、

（芦谷さんは、私を対等な仕事相手と認めてくれなかった……）

　そんな、青臭い理想論を言って、彼の専属モデルを辞めてしまったのだ。モデルなんて、画家の欲求を満たすために存在する偶像にすぎないというのに。

　苦い思い出に、眉の濃い、男性的な顔立ちをしかめて友樹は溜め息をつく。美術教師にしては長身で、がっしりした体つきの友樹がそんな表情をすると、頑固な少年のような印象になった。

　一階にある美術準備室の外は、運動部の部活動専用のグラウンドだ。中間試験期間とあって、野球場に人影はない。校舎の外壁近くには、コンクリートの手洗い場が設置されている。

　友樹はそこで、我が目を疑うようなものを見た。




　襟と袖口にエンジ色のパイピングを施したシャツは、おそらく三年生の制服だ。しかし、毛先がオレンジ色に透ける長い髪に、見覚えはない。

　もっとも、全学年を担当しているとはいえ、美術を選択する生徒は三分の一弱だ。友樹がその女生徒に見覚えがなくても、仕方がなかった。

　パイピングと色を合わせたらしきエンジ色のカチューシャで、切りそろえた前髪とサイドのほつれ毛を押さえてはいるけれど、肩甲骨を覆う長さの毛先は、無邪気に八方に躍っている。

　ほのかな桃色の頬をした見知らぬ少女は、朝の光の中で、蛇口から迸る水と妖精のように戯れていた。




　娘は最初、ごくごくと喉を鳴らす音が聞こえるように、上を向けた蛇口から勢いよく迸る水を飲んでいたのだ。

　それから、そろえた両手で口元を押さえ、ふだん厳しくしつけられている子供が、精一杯の悪戯をしているような、ひそやかな微笑みを浮かべた。

　長い睫毛に彩られた伏し目がちの瞳に、せつないほど胸をかき立てる一途さを感じて、友樹は思わず息を飲んだ。

　やがて、我慢できなくなったように、娘は上向きの蛇口を手で押さえ、水飛沫を周囲にまき散らしはじめる。

　飛沫は小さな虹をいくつも描きながら、女生徒のスカートを、紺色のハイソックスから覗く膝小僧を、ロングヘアの毛先を濡らしていった。

（あの娘の顔、どこかで見た覚えがあるような……）

　友樹が、ほとんどうっとりとしながら記憶を探り始めた瞬間、娘と虹とのダンスは唐突に終わった。

　操り人形の糸が切れたように、娘が突然、がっくりと膝をついたのだ。

「……おい、きみっ!?」

　友樹はそう叫ぶと、躊躇いなく準備室の窓枠を飛び越えていた。




　女生徒は、オリーブグリーンとエンジのタータンチェックのスカートを汚し、びしょ濡れの地面に横たわっていた。

　抱き起こした友樹が、

「大丈夫か？　まだ七時だぞ。こんな時間から何をやっているんだ、君は三年生だろう？」

　と声をかけても、朦朧とした表情のままだ。

　ついさっきはピンク色だった頬が、今は白っぽく血の気を失っている。

　美術教師である友樹は、生徒の急な不調に立ち会ったことなどない。その声は恥ずかしいほど不安げになってしまった。

　それなのに、娘は長い睫毛をパチパチしながら、

「……大丈夫……誰かが見ていてくれるなんて、思わなかったから、びっくりしたの。お日様と虹が、助けてくれたのかと思った……」

　無邪気な微笑みを浮かべて、そう言った。




　早朝のこととあって、まだ保健室には鍵がかかっていた。

　仕方なく、友樹はずぶ濡れの女生徒を抱きかかえ、美術準備室に連れて行った。

　クロッキーの授業用の石膏像に見下ろされる狭い部屋で、彼女を作業台の上に横たえる。が、娘は、もそもそと身を起こすと、子犬のように純真無垢な目で、友樹をじっと見つめた。

　友樹はいたたまれず、石膏像の保護用毛布を、娘の頭からかけた。それから、淹れたばかりのココアを、おそるおそる差し出してみる。たっぷりミルクを入れた、人肌のココアだ。

　周囲には隠していたが、友樹は実は甘党で、猫舌だった。

「わあ……お日様が焦げた色だあ……どうもありがとうございます」

　娘は、トンチンカンなセリフと、上品なお礼をごちゃまぜにすると、両手でマグカップを持ち、少しすすった。それから、目を輝かせてにっこりすると、コクコクと喉を鳴らして飲み始める。

「……君も猫舌なんだな……」

　友樹は思わず呟いていた。

「あっついのは、舌が痛くなっちゃうから。でも、これはすごく美味しい……私たち、舌の温度計が一緒なのね！」




　友樹は柄にもなく言葉を失い、幸せそうにココアをすする娘を、じっと見つめた。

　ふと視線を上げると、ガラス戸棚の中の石膏像の一つと目が合ったような気がした。繊細で夢見るような表情をした、細面の美少女だ。ギリシャ神話ミノタウロスの迷宮から少年を助け出す、アリアドネ像。美術界では、アリアンと呼ばれている。

（……そうか、この娘にはアリアンの面影があるんだ……）

　不思議なほど穏やかな気持ちで、友樹はそう思った。




「あの女生徒、宮みや市いち鈴すず音ねといいましたっけ？　何か問題を抱えているんですか？」

　友樹がストレートに聞くと、保険医の国くに枝えだは眉をしかめて振り返った。

「宮市さんは、原因不明の腎臓疾患で、一年半ほど休学しているんです。来年には二十歳になるんじゃなかったかしら。今回は、念のための事前登校だったそうですが、やはり長時間の外出は難しいのかもしれませんね……」

　国枝紫ゆかり子こは吐息まじりで言う。紫子の連絡を受けた保護者が、鈴音を連れ帰ったのはついさっきだ。二限目の授業が始まったばかりで、新校舎にある保健室の外では、体育の授業中らしき大声が飛び交っている。

（病気のせいってより、ハシャぎすぎて知恵熱でも出したように見えたが……）

　そう考えて、噴き出しかけた友樹は、紫子にじろりと睨まれて、慌てて咳払いする。

　後ろにひっつめた黒髪と銀縁眼鏡、きっちり前をとめた白衣姿の紫子は、とりつくしまもないように見えた。

「……そ、それはお気の毒に……どうも、初めの印象がずいぶん浮き世離れしていたので」

「ご家族のご心配や将来への不安を、自分なりに消化しようとして、ああいうムードを身につけたんだと思うわ。あなたは知らないだろうけど、一年生の頃は、おとなしくて成績優秀な大和撫子だったんだから……」

　そこまで言って、紫子はハッと息を飲む。




　こんなときに、こんな所で、友樹のことを「あなた」と呼んでしまうなんて……。

　案の定、紫子の動揺を嗅ぎ付けたように、友樹の表情が一変した。舌なめずりをする肉食獣のように唇の端が上がり、大きな目が欲情で潤む。

　アマチュア画家兼美術教師ではあるが、まるで自身がモデルかのように濃い造りの顔、逞しい身体の友樹のそんな表情を見ると、紫子の背筋を、甘い戦慄が駆け抜けた。

（私……また、この人を、興奮させてしまった……！）

「ん……っ、むッ！」

　半ば予想通り、紫子は椅子の背に押し付けられて、友樹に唇を奪われていた。

（だめ……グラウンドの生徒達に見られちゃうかもしれないのに……っ！）

　理性ではそれがわかっていても、だからこそ、キスの快感にスリルが上乗せされて、紫子はせつなく身悶えた。

　友樹は、そんな紫子の口内を強引に犯しながら、白衣越しにバストを撫でさする。

　相変わらず、見かけより豊かな膨らみが、友樹の淫欲に火をつける。もっとたまらないのは、表面はお堅い雰囲気のくせに、すぐに快楽に身を委ねてしまう紫子の表情だ。

「ぅう……ふゥん……」

　曇った眼鏡の奥で瞳をとろんとさせ、唇の端から涎を零しながら、紫子は濡れた喘ぎを零す。

「……本当に、好きなんだな、君は……」

　これが、と言いながら、友樹はズクズクと脈打つ股間を、紫子の腿に擦りつけた。

「いいよ、いくらでも、君が欲しいだけあげるから……自分で鍵をかけて、僕を誘ってごらん」

　紫子の耳たぶを噛みながら、命令する友樹の声も濡れている。

「あぁ……ッ！」

　声だけで感じてしまい、紫子は背筋を震わせた。




　友樹に手を引かれ、椅子から立ち上がると、紫子は操り人形のようにぎくしゃくした動きで、保健室に施錠する。振り返ると、デスク前に友樹の姿はなかった。カーテンで覆われたベッドに移動したのだ。

　初めて、友樹の激しい求愛を受け入れたのも、この保健室だった。

　いつもは飲み会を断る紫子が、珍しく参加した席で、隣り合ったのがきっかけだった。紳士的に会話を楽しむようでいて、友樹の酔って潤んだ目には、時折ひどく官能的な表情が浮かんだ。紫子は、学校でもプライベートでもひた隠しにしてきた、自分の貪欲な一面を見透かされたような気がして、ゾクゾクしたものだ。

　翌日、二日酔いなので頭痛薬がほしい、と保健室にやってきた友樹と、熱に浮かされたようなひとときを過ごしてしまった。二日酔いは口実だった、と気づいたのは、乱れたベッドを片付けていた時だ。

　それ以来、友樹と紫子は、保健室での秘密の恋人同士になっていた。

（あの、カーテンの向こうで、芦谷先生がまた、私を……）

　先生、と他人行儀な呼び方をすると、官能がより高まった。紫子はゴクリと喉を鳴らし、生真面目そうな仮面をはずした小悪魔の表情を浮かべる。フラフラとベッドに近づきながら、自ら白衣のボタンをはずしていった。




　友樹は仰向けにベッドに横たわり、上半身だけ起こして、熱っぽい目で紫子を見つめた。

「……本当の君が、こんなにセクシーではしたないなんて、他の先生や生徒達が知ったら、さぞ驚くだろうね」

「そんな……私……」

「嘘だよ。本当の君は僕だけのものだ……誰にも渡さないよ。さあ、もっと本当の君を見せて……淫らで、貪欲な君を……」

　友樹の甘い声と表情に促されるまま、紫子は濃紺の地味なタイトスカートをたくしあげる。その下から、ガーターベルトとセットの、セクシーな薄いパンティが現れる。

　ストリッパーのように腰をくねらせながら、紫子はためらいがちに、けれど、隠しようもない誘惑の表情を浮かべながら、パンティを引き下ろしていく。

「……素敵だよ、紫子さん……あ、今、君のエッチなお口から、濡れた音がした……もう欲しくてたまらないんだね。言ってごらん、さあ……」

「あ……ぁ……、そう……なの、わ、わたし、もう濡れて……欲しくて、たまらないの……ッ！」

　うわごとのように口走りながら、紫子は下着を脱ぎ捨て、ベッドに駆け寄った。二人分の体重を受けて、スプリングがギシリときしんだ。




　友樹が股間の分身をつかみ出し、

「コレが欲しいんだね？　君の、どこに？」

　そう焦らすと、紫子は愛欲に煮えたぎるような目で、

「ここぉ……私の、エ、エッチなお口に、芦谷先生を、く、ください……」

　と、おねだりしながら自ら秘唇を開いてみせた。友樹が指摘した通り、クチュンと濡れた音をたてて、濡れそぼつ濃いバラ色の秘所があらわになる。

　友樹はゴクリと喉を鳴らし、両手で紫子のウエストを掴むと、その身体を猛々しく反り返る肉剣の上に引き下ろした。

「くふぅううッ！」

　ズブリと突き上げられ、紫子は唇を噛んで背を反らす。友樹の堅くて熱い存在感を受け入れた部分から、総毛立つような悦楽が全身に広がっていく。思わず小刻みに腰を振ると、一番敏感なポイントで、火花の散るような刺激が湧き起こる。

「……んあぁ……たまんないッ、もっと、もっと奥ぅ……突いて……ッ」

　紫子は自らの快感に没頭するように目を閉じ、はしたないよがり声を垂れ流した。




　友樹は一瞬、発情した牝の表情をさらけ出す紫子の淫らさに息を飲んだ。それから、そんな紫子に負けまいと、下から激しく突き上げると同時に、紫子の腰を左右に揺さぶってやる。紫子はこうして、蜜壷全体にうねるような刺激を与えてやると、面白いようにイク女だった。

「アァッ、あっ、あっ、それぇ……それイィイイ……」

　紫子は頷くようにブンブンと首を振り、友樹のシャツ越に胸板を撫で回す。友樹が引き腰を遣うたび、紫子の蜜壷は、行かないで、とすがるようにキュンキュンと締めつけてきた。

　きっちりブラウスを着込んだ上半身と、男のモノを深くくわえ込んで愛液を滴らす下半身のギャップが、すさまじく官能的だ。思わず友樹はラストスパートに入りかける。

　ところが紫子は不満そうに身をよじり、友樹の勢いを抑えるように体重を乗せ、

「んんっ、ぁふぅ、もっとぉ……まだよ、まだイキたくないの……もっと掻き回してぇ……お願いっ！」

　と、淫魔に取り憑かれた目を薄く開き、唇を舐め回しながら、かすれた声でさらにおねだりした。

　友樹はちょっと苦笑してから、紫子の蜜壷の底に、立て続けに大腰を突き込んでやる。紫子の高い声が、保健室の天井に響いた。




「アシヤ、ユウキ……ユウジュ？」

　試験期間も終わった、秋の放課後。友樹は美術準備室の前に佇んで、何かブツブツ言っている女生徒を見つけた。宮市鈴音だ。

「……僕の名前なら、読みはトモキだよ」

　鈴音は爪先だち、小首を傾げながら、プレートの責任者名を読もうとしていたのだ。十九才と聞いていても、中学生くらいにしか見えないあどけない仕種だった。

「トモキ……せんせい？　友樹先生！　この前は、どうもありがとうございました！」

　子鹿のような動作で振り返った鈴音は、ぴょこんとお辞儀をしてから、満面の笑みを浮かべる。

　友樹は、生徒には若いのに堅苦しい教師とみなされ、あだ名や下の名前で呼ばれたことなどなかった。一足飛びに距離を詰めてくるような鈴音の言葉に、すっかり面食らってしまう。

「……と、登校できるようになったのかい？　その、普通、に……」

　言ってしまってから、もっとな遠回しな言い方をすればよかった、と友樹は唇を噛む。

　鈴音は、少し寂しそうな目になって、

「学校は、好きなの。好き、だと思うの。でも、一年も離れていたらどうして好きだったのか、よくわからなくなっちゃって……ひとがいない方がホッとするなんて、恥ずかしい……」

　と肩を落として、あからさまにシュンとなる。

　友樹の心には、何故か鈴音の言葉がすんなり入ってきた。彼女は、かつて自分も馴染んでいた高校独特の猥雑さや忙しさから、一度弾き出されてしまった。孤独と病気に向き合う中で、鈴音が掴んだ生活のペースは、学校のそれと噛み合っていないのだろう。

　好きなはずなのに、一日も早く戻りたかったはずなのに、学生で一杯の教室や騒がしい廊下では落ち着けない。それは、一見何も変わらない世界が、いつの間にか別次元になってしまったような感覚だろう、と友樹は思った。




「……無理して前と同じにしなくても、いいんじゃないか」

　その想いが、言葉になって口を衝く。

　驚いたように目を見張る鈴音。

「人気のない旧校舎の煤けた美術準備室でも、どこでもいいさ。宮市さんが、新しく好きになれる所を、自分のペースで、ゆっくり好きになればいい」

　そんな彼女に対して友樹は、自分でも驚くほどゆったりした口調で語りかける。今まで、自分の目に適った相手を引っぱって行くことしか考えていなかった。相手のために、自分のペースを変えるなんて、初めての経験だったのだ。

　鈴音は、整った顔に透き通るように儚げな微笑みを浮かべて、ゆっくりと頷いた。

　それ以来、鈴音は登校すると、美術準備室に入り浸るようになった。




　放課後の保健室。

　友樹は横たわったまま、ほどけた髪を束ねなおす紫子を、ぼんやりと見上げている。情事を終えたばかりのけだるさをまとう、成熟した女体の官能美に見蕩れていた。

　と、視線に気づいたように紫子が友樹を振り返り、

「芦谷先生、最近、少し変わりましたね」

　冷静な声でそう言った。

「変わった？　僕の、何が？」

「……いやらしい意味じゃないんですけど、感じが、何かこう、柔らかくなった……グイグイ引っ張るだけじゃなく、人を待ってあげる余裕が加わった、気がします」

　芦谷は内心、紫子の観察眼の鋭さに舌を巻いた。

　鈴音と過ごす時間が増えるに連れて、友樹は、それまでくだらないと思い込んでいた物事の価値に気づいたのだ。たとえば、写生もせずに、ただグラウンドの木々を眺めること。石膏像の名前や、その物語をゆっくりと語ること。鈴音は、心から面白そうに友樹の声に耳を傾けた。友樹が、君に似ている、とアリアン像を持ち出したときは、両手で冷たい石膏像の頬を包み込み、大真面目に挨拶をしたものだ。

　自分のペースで相手を引っ張るだけでは、得られない体験だった。

「宮市さんと芦谷先生は、よほどペースが合ってらっしゃるんですね」

　ふだんの隙のない白衣姿に戻った紫子が、ベッドから立ち上がりながらそう言う。

「相手が病人だから、合わせているんですよ。だからって、僕が彼女に何らかの影響を受けたり、過剰な思い入れを抱いているわけじゃ……」

　妙に焦って、言い訳じみた口調になる友樹に、紫子は謎めいた微笑を向けた。




　紫子はデスクに戻ると、溜め息をついて、友樹に中断された書類仕事を続けた。

　友樹は確かに変わった。普通の女なら、愛撫が優しくなった男に、惚れ直すのかもしれない。けれど、紫子は、

（なんだか、物足りない……）

　と思ってしまったのだ。

　紫子が友樹に求めていたのは、激しく淫らな雄獣の力強さだけだった。

（私は、彼を愛していたわけじゃなかったんだ……）

　紫子は不思議に落ち着いた気分で、その事実を受け入れていた。




　そんなある日、友樹は鈴音の担任教師から、やんわりと釘を刺された。

（特殊な事情のある生徒だから、他の者と足並みを揃えられないのは仕方ないんですが、男性教諭が一人で管理している準備室に頻繁に出入りしているというのは、どこかで問題視する者が出てくるかもしれないでしょう）

　鈴音に対し、美術準備室への出入りを禁止しろとでも言いたいらしい。

「……あの子の気持ちを知ろうともしないで身勝手な！　僕の口からそんなことが言えるか！」

　友樹は持っていた画板を、机の上に乱暴に放った。板は滑り落ち、机の横に立てかけてあったキャンバスを床に倒す。

　そこに描かれているのは、友樹の自宅のアトリエ。彼が両親から相続した洋風の一軒家の中で、一番日当たりのいい応接間を改築したものだ。しかし、陽光が躍るキャンバスの中のアトリエはからっぽだった。友樹は人物のいないこの室内に、付き合っていたモデルの彼女を描き加えるつもりで、キャンバスを学校に持ち込んでいたのだった。しかし、彼女と別れてしまった今となっては、その気持ちも薄れつつあった。

　友樹はしゃがんで、床に落ちたキャンバスを見つめる。彼の芸術と生活の原点である美しいアトリエに比べると、下衆な勘ぐりに満ちた学校が急に穢れた場所に思えた。

　しゃがみこんだまま溜め息をつく友樹の後ろで、扉が開いた。

「友樹先生、ごきげんよう！」

　いつの時代のお嬢様だ、と笑いたくなるような、鈴音のいつもの挨拶だ。




　鈴音は、友樹が見ていたキャンバスに気づくと、目を見張って駆け寄ってきた。

　友樹はこれまで、自分の作品を鈴音に見せたことがない。鈴音を描こうと思ったこともなかった。明朗でいて儚げな、表情のクルクルと変わる、とらえどころのない鈴音。その全てを、友樹の優等生的な画風で描きつくすことなどできないような気がしたのだ。

「ステキなお部屋……お日様がいっぱい！　これ、友樹先生が描いたの？　すごーい！　あ、でもねえ、ここが寂しくない？　虹を足そうよ、ちっちゃい虹の赤ちゃんがキラキラしてたら、もっとステキなお部屋になるよ！」

　ちょうどそこに人物を加えようと思っていた部分を差して、鈴音が弾んだ声をあげる。

　友樹は思わず、隣にしゃがんだ鈴音の方に顔を向けた。鈴音は、真っ直ぐな深い瞳で、友樹の驚きの視線を受け止める。

「そこには……誰か、人物を描こうと思っていたんだが……」

「……それなら、私。私を虹に解体して、部屋中にちりばめて。私が……いつかいなくなっても……この中にいられるように」




　縁起でもないことを言うな、と叫びそうになった友樹は、なんとか声を呑み込んだ。鈴音の病気は、発作的な全身衰弱と腎不全症状を伴うもので、処置が遅れると生命の危機はもちろん、脳にも重い障害が残る可能性があるのだ。鈴音にとって（死）は、遠い未来ではない。

　しかし、だからこそ、非情な現実から必死で脚を浮かすようにして生きている鈴音に、そんな悲しいことを言ってほしくはなかった。

　友樹は鈴音に向きなおり、その両肩に手を置く。

「君を完璧に絵にすることなんかできない……この部屋が好きなら、いつでも遊びに来なさい。君の好きな時に、いつでも……」

　友樹は最後まで言えなかった。伏し目がちの瞳を潤ませた鈴音に、唇を塞がれたからだ。




　一瞬驚きの目を見張った友樹は、次の瞬間、ぎゅっと目を閉じた。鈴音の肩を強く掴み、熱いキスを返す。

　鈴音への愛しさが、大きな流れとなって友樹の中を駆け抜けていく。しかし、その想いは強引な激しさにはならなかった。鈴音が自ら唇を開き、柔らかな舌先を預けてくれるまで、友樹は角度を変えて辛抱強く彼女の唇を吸い続けた。

「ン……ふ……」

　鼻に抜ける甘い声をあげ、鈴音は友樹の舌に自ら舌を絡める。嬉しいのに泣き出してしまいそうなせつなさで目が潤み、真剣そのものの〝友樹先生〟の顔がかすんでいった。

　鈴音が、新しく、自分のペースで好きになったのは、〝友樹先生〟だった。病気になって以来、病院や家庭以外で、鈴音を自由に、伸び伸びと振る舞わせてくれたのは、〝友樹先生〟だけなのだ。

　初めてのディープキスは、クラクラするほど刺激的だった。が、身体のどこも苦しくはならない。むしろ、うずうずと熱い何かが下腹から競り上がってきて、じっとしていられなくなる。

　鈴音は、友樹の手を掴んで、自分の背中に回させた。友樹が拒むことなくしっかりと抱きしめてくれたのが、震えるほど嬉しかった。

「友樹先生……私ね、私……せんせいの、お嫁さんになりたい……」

　鈴音は、友樹の逞しい身体に腕を絡めながら、すすり泣くような声で訴えた。




　友樹は、壊れ物を扱うように、作業台に横たえた鈴音の全身を、優しく優しく愛撫した。滑らかな肩、細い腕、ささやかな胸の膨らみを飾る桃色の真珠。その全てが、攻めあげて陥落させる対象ではなく、唇と指先で奉仕すべき宝物だった。

「大丈夫か？　苦しくないか？　きつくなったらすぐに言うんだよ」

　鈴音の胸から股間の淡い陰りに向かって、絶え間なくキスを落としながら、友樹は何度もそう言った。

　鈴音は健気な微笑みを浮かべ、

「大丈夫……こんなに気持ちいいの、初めて……きっと最後まで大丈夫だから、約束して、友樹先生……絶対にやめないって」

　途切れ途切れにそう囁く。

「やめられるわけないだろう。僕はもう……君のものだ、鈴音！」

　友樹はたまらなくなって、鈴音の秘唇にもキスをした。

　強引にならないよう、細心の注意を払って、まだ誰の愛撫も知らない真っ赤な突起を刺激していく。鈴音は汚れを知らない真っ白な腿を大きく開き、友樹の髪をかき乱して、快楽の大きさを訴える。

　鈴音の蜜壷に慎重に指先だけ埋めこみ、ゆっくり円を描くと、甘酸っぱく香る蜜があふれだした。ピチピチに張りつめていた入り口が、やがて潤いにほぐれて、友樹の指を奥へ奥へと誘いこむようになる。

「……いいかい？　大丈夫かい？」

　友樹の声に、鈴音は紅潮した顔をコクンと頷かせた。

　友樹にしっかりと抱き抱えられたまま、鈴音は初めての強烈な存在感を受け入れていった。内臓が上へ押し上げられるような刺激に、思わず、

「あぁ……あぁぁッ!?」

　と、鈴音はうろたえたような声をあげる。友樹はそんな鈴音をなだめるように、頬や首筋に舌を這わせ、抱えたヒップを撫でながら、ゆっくりと時間をかけて分身を埋めていった。




　一番きつい部分では思わず目を見開いてしまったけれど、そこを過ぎると、キスの時に感じた疼きを百倍にしたような感覚に、鈴音は包まれていった。

　鈴音は自分がどこにいるかも、今が何時かも忘れ、無我夢中で〝友樹先生〟にすがりついた。

　友樹の力強く優しい律動に揺すられるたび、熱くて甘い、ドロドロのクリームの中に沈んで行くような気がする。

「ふぁ、あ、熱い……あまぁい……せんせい、ともき、せんせい……っ！」

「鈴音、僕の大事なお嫁さん……世界一、可愛いよ……」

　友樹先生の夢のような言葉に、鈴音の薄らと開いた瞳から涙があふれる。同時に、友樹の動きが小刻みになり、頭の中が真っ白になるような快楽に襲われた。

「嬉しい……先生、大好き……ッ、ひうっ、ひうぅン……」

　鈴音は、うれし泣きとよがり泣きがごっちゃになった悲鳴を、いつまでもあげ続けた。




「……それにしても、プロポーズで女の子に先を越されたのは、生まれて初めてだったよ」

　鈴音が大好きなアトリエで、キャンバスを前にした友樹が愉快そうに言った。

「私だって、誰かにプロポーズしたのなんか、あれが初めてだったんだから！」

　そう返して笑い声をあげる鈴音の姓は、今は芦谷だ。

　友樹は鈴音との結婚を決意すると同時に、学校を辞めた。複製画やカレンダーの図版作成を引き受けつつ、友樹の一番の仕事は、鈴音の病状を見守りながら、穏やかな生活を続けることだった。

　結婚式を思い出させる真っ白なドレスに身を包んだ鈴音を、友樹はキャンバスの中のアトリエに描きこんでゆく。他の女との情事にも使った家具類は全て破棄した。鈴音が座っているのは、新調したばかりのバラ色のソファだった。

　友樹はいずれ、鈴音の隣に自画像を描き加えるつもりだ。それが年老いた自分になるか、まだ若い自分になるか、それは誰にもわからない。




　友樹と鈴音はただ、お互いの中に見つけたささやかながら確かな幸せを、できるだけ長く味わうことだけを考えていた。





禁断の保健室―白衣の下のアブない欲望







　国枝紫子は、白い息で眼鏡を曇らせながら、高級住宅街を足早に歩いていた。

　うなじからヒップにかけて、悦楽の名残がジンジンしている。内腿を擦り合わせるようにしていないと、恥知らずな秘唇が今にもよだれを垂らしてしまいそうだ。

　放課後の保健室で、紫子をフェロモンを垂れ流す牝獣に化身させたのは、保健衛生機器メーカーの営業マン・柳やな井いだった。




「体育の授業中なんかに、生徒が突然心臓疾患を起こすことも少なくないでしょう？　仮病か本物の疾患か見分けがつかない時でも、これがあれば心拍数が正常かどうか、ほんの一分でわかるんです」

　柳井はそう言って、やり手の営業マンらしく整った顔をほころばせた。

　学校薬剤師の女性に紹介されて、保健室への出入りを許すようになって、そろそろ三ヶ月。それは、そのまま紫子と柳井の関係が深みにはまっていく過程だった。

　柳井の、メーカーの営業マンより外科医に相応しい長い指が、紫子の人差し指にプラスチックの器具を装着する。第一関節を軽く締め付けられる感覚はむしろ、紫子の心拍数を、危険な領域まで上げてしまうような気がした。




「……一分間に……八十八？　あれ？　ちょっと速いですね。国枝先生、体調不良か何かですか？」

　柳井が、大人の分別や良識を軽々と飛び越え、その本性をあらわにしはじめる。

「……別に、心当たりはありません」

　紫子は、銀縁眼鏡の奥の目を伏せて、なんとか冷静な声を出した。出したつもりだった。

　しかし、柳井は切れ長の目を伏せて小さく笑った。そんな表情をすると、クールな顔立ちが、急に淫靡に崩れる。

「あれえ？　そうですか？　僕は今までずいぶん、同じような『症状』を見てきたつもりなんですけどね……」

　紫子は、それまで押し殺していた淫らな気分を激しく煽られて、思わずゴクリと喉を鳴らした。

（……私、また……ダメ！　保健室は職場なのに…聖域、なのに、こんなこと……っ！）

　紫子の理性的な部分は、そう叫んで柳井を拒もうとする。けれど、

（だから興奮するのよ……わかってるんでしょう？　周囲から、おカタい、キツい女って思われている私が、敢えて養護教諭なんかを目指した理由…高校時代、教室が苦手だった私にとってのかつての聖域を、私自身ごと汚してしまいたい！　そう思ったからなんでしょう？）

　本能に支配されたもう一人の紫子は、抗う理性を強引にねじ伏せた。




　紫子は、かすかに潤んだ瞳を柳井に据えたまま、人差し指にはまったままの器具を口元に持っていった。甘い蜜をたっぷり溜めた舌で、プラスチックの丸い感触をいやらしく舐めまわしながら、

「……私みたいな女を、そんなに何人も見てきたんですか……？」

　熱に浮かされたようにセクシーな声は、まるで別人だった。

　度の強いレンズを通して実際より大きく見える紫子の瞳が、妖しく柳井を見上げた。

　それまでの、保健室の先生よりは物理教師にでも相応しいような冷徹さが一変する。何度も見てきた瞬間なのに、紫子の妖艶さに、柳井は改めて息を飲む。

「誘って……いるんですね？」

　柳井のかすれた声をはぐらかすように目を伏せると、紫子はやるせなげな口調で、

「……そんなこと……ないわ……」

　そう囁いた。

　柳井の衝動が、一気にのっぴきならないほど膨れ上がる。そこが営業先の高校の保健室であることも、柳井の頭から吹っ飛んだ。

　まるで別人のような、二つの顔を持つ女。

　柳井は、紫子の淫らな面をもっと引き出し、貪り、自分のものにしたい、という欲望に呑みこまれていく。




　柳井は来客用のパイプ椅子から身を乗り出すと、ひざまずいて紫子の膝に触れ、なめらかな膝小僧を撫で回した。

　黒いタイトスカートをまくり上げながら、その手がじりじりと腿を這いのぼってくる。

　器具のついた指先をくわえたまま、息を殺して柳井の動きを見つめていた紫子は、指先が腿の付け根に触れた瞬間、ビクリと身をすくませた。

「ダメ……だめ、よ……」

「何故ですか？　国枝先生、僕を入れた後でドアに鍵をかけてましたよね？　最初から、こういうつもりだったんでしょう？」

　柳井は情欲に濡れた目で紫子を見上げ、言葉で追いつめながら、スカートの奥をツンツンと小突く。黒いパンストと下着を通してさえ、そこがすでに熱く湿っているのがよくわかった。

「ちがうの、違、う……ッ！」

　紫子は小突かれるたびにプラスチックに歯を立て、頭を振って、はかない否定を繰り返した。が、柳井は唇だけで薄く笑うと、

「やれやれ。それが違わないことを、また僕が先生のココに教えこんであげなくちゃならないんですか？」

　そう言いながら、紫子の秘裂に顔を近づけていった。




「……ッ、くぅッ、ソコは、ぁああ……」

　紫子は椅子に預けた背を仰け反らせて、熱く喘ぐ。

　柳井が、紫子の股間に顔を埋め、指と舌で蜜壷を攻め続けていた。

　快楽に霞む目の隅に、校庭を向いた窓の端が映る。カーテンを閉めてはいるが、練習に励む運動部員の声とシルエットを閉め出すことはできなかった。

　カキン、とボールの弾かれる音がする。保健室は野球のグラウンドのバックネットのすぐそばだ。打球が窓ガラスを割って飛び込んでくるかもしれない。それを追って、部員達がこの密事のただなかに、駆け込んでくるかもしれない。

（見られちゃう……生徒達に見られちゃうかもしれないのに……私、こんなに……ッ）

　生徒達の視線を想像するだけで、紫子の最奥はキュンキュンと疼き、熱い蜜をきりもなくあふれさせてしまう。

「国枝先生、生徒の声で興奮してるんですか？　濃い蜜が、ほら、こんなに……」

　嗜虐的な口調で囁く柳井が、ジュジュッと音をたてて秘唇を吸い上げると、

「イひぃいっ！」

　言わないで、と言ったつもりの紫子の声が、裏返った悲鳴になる。

「おやおや、そんな高い声をあげたら、グラウンドはともかく、廊下に残ってる生徒に聞かれちゃうかもしれませんよ。ほら、ドアの窓から誰か覗いてる……」

　柳井の言葉に、紫子は閉じていた目を見開いて、廊下の方に顔を向ける。

「いや……そんなのイヤ……」

　誰もいるはずがない。ドアの横には、校内巡回中、の札を下げてあるのだ。いつもの柳井の意地悪だ、とわかっていても、胸が苦しくなるような背徳感が、涙になって紫子の頬を伝った。

「覗いてるコに、先生の本性をもっと見せつけてあげなくちゃね」

　柳井はそう言って、ニヤリと笑った。




　やめて、ゆるして。

　そう懇願する間もなく、紫子の秘裂から突き出した蕾に、チリッと感じるクリームがまぶされる。初めてではないのに、紫子の背中に鳥肌が立ち、自ら浮かせた腰が、ビクンビクンと痙攣した。

　柳井がポケットを探る気配の後で、ヴィーンという音が、二人の荒い呼吸に混ざる。

「……ッ、くぁあっ、ンウウーーッ、ゥああん！」

　柳井が、リップスティック型のミニローターを蕾に押し付けた瞬間、紫子の淫らなよがり声は垂れ流しになった。

　熱い痺れを呼ぶクリームと、人間には不可能な細かい振動。

　二つの刺激が合わさった快感の凄まじさは、紫子から理性も自我も根こそぎ奪い去ってしまうのだ。

　柳井はあっと言う間に最初の絶頂に達した紫子を視線で犯しながら、ヒクヒクと痙攣する秘裂に、改めて指を伸ばした。イッたばかりの過敏な柔肉に、男の長い指先がヌプリ、と食い込む。

「ふあぁッ、やっ、か……ッ掻き回さないでっ、なかの、おニクが……！」

「蕩けちゃうんでしょう、こんなふうに。国枝先生は、連続イキが大好きですもんね。ほら、何回イッてもいいんですよ、我慢しないで……」

　柳井はローターと指を巧みに操りながら、甘い声で紫子をエクスタシーの炎に引きずり込もうとする。

　その誘惑に逆らう理性はもう、紫子の中に残ってはいなかった。

「イイ……のッ!?　く、クるの、またクるのよっ、いっぱいクるの、ぉ、お……ッ！」

　紫子は、眼鏡のずれた蕩けきった表情で、よだれさえ零しながら、恥知らずな絶頂宣言を繰り返した。




　紫子の中に柳井が己の分身を埋めるまでに、何度達したかわからなかった。

　ここ数ヶ月、柳井との密事はいつもそんなパターンなのだ。柳井が、紫子をさんざん焦らしイかせ、疲れ果てさせてからでないと、直接愛してくれないことに、紫子は気づいていた。

（多分、柳井さんは、私の身体を持て余しているんだわ……）

　自宅のドアを開けながら、紫子は自嘲の溜め息をつく。




　実は国枝家は、街で一番大きな病院の理事長を勤める地元の名家だ。自宅より、お屋敷と呼ぶ方がぴったりの、贅沢な洋館の扉を開ければ、長年仕える家政婦が玄関の奥で頭を下げているはずだった。

　真っ白なレースや輝くクリスタルで覆われた、取り澄ましたセレブの生活。

　紫子は、物心ついてからずっと、そんな暮らしがイヤでたまらなかった。

　真面目で大人びたお嬢様。周囲からそんな評価をされるほど、紫子の胸には、淫らで被虐的な妄想が湧き起こった。

　大勢の男達に一晩中犯される紫子。その一部始終を誰かに見られ、脅され、さらなる快楽地獄に突き落とされる紫子。

　想像はエスカレートするのに、現実では家族の干渉のせいで、ボーイフレンド一人、作ることができなかった。普通のＯＬになることも許されず、養護教諭、という体裁のいい資格を取ることで、やっと「家事手伝い」から逃げ出せたのだ。

　そんな紫子にとって保健室はいつしか、幻想と現実、欲望と快楽が混ざり合う迷宮になっていた。

　紫子自身、男を誘惑したことなど一度もない。それなのに、白衣と眼鏡とタイトスカートに隠した淫花の気配に勘付く男が現れると、紫子はたやすく屈してしまうのだ。

（保健室を心のよりどころにしている生徒だって少なくないのに、私は自分の欲求不満であの聖域を汚している……）

　そう思うと、罪の意識は深く、背徳感はさらに強く、紫子の心を妖しく昂らせるのだった。




　そんなある日、紫子は、思いがけない訪問者を迎えた。

　色の抜けた髪と今時の若者らしく着くずした服に当時の面影はないが、その雰囲気を紫子ははっきり覚えていた。

「……冬木、君でしたっけ？　驚いたわ……お久しぶりです」

　紫子は、どんな相手でも学校では敬語で通している。学校カウンセラーからは、もっとフレンドリーに、と指摘されるのだが、偽りの親しみやすさを装うことなど、紫子にはできなかった。

　少年と青年の中間くらいの、どちらかといえば小柄な男は、落ち着かなげに頷いた。

　彼の名は冬ふゆ木き迅じん。三年前、紫子がこの学校に赴任してから最初に立ち会った、深刻なケースの当事者だった。




　まだ保健室に淫らな秘密が生まれる前。

　紫子は手が空くと、カーテンの隙間から、野球部の練習風景をぼんやり眺めることが多かった。

　体力と気力を搾りきるようなキツい練習メニューを見ていると、心に燻る不満のごく一部が、浄化されるような気がしたのだ。

　秋季大会も近い放課後に、それは起こった。

　練習試合の最中、スライディングするランナーとぶつかった三塁手が、アキレス腱断裂という大ケガを負ったのだ。

　瞬きも忘れて見入る紫子の目には、走者に弾かれて浮き上がる白いユニフォーム姿が、飛び立つ鳥のように見えた。けれどそれは、羽ばたくことなく、地面に崩れ落ちて動かなくなる。

　一瞬、胸が締め付けられるような気がした。まだ二十五才の紫子は、思わず窓枠を乗り越え、そこに駆けつけていた。

　ブロンズ色の肌はそのままだが、当時は坊主頭だった冬木迅は、抱き起こす紫子の白を握りしめ、

「やっちまったかな、俺、おわっちゃったのかな……」

　と、震える声で繰り返していた。

　迅を乗せた救急車が走り去った後、気がつくと紫子のスカートは、白衣の下で大きく裂けていた。自分にそんな大胆な行動ができるなんて、信じられなかった。

　紫子はあの時、白い鳥と自分がひとつになって、重い鎖を引きちぎったような錯覚に陥っていたのだ。

　迅の怪我は重く、レギュラーを続けることはできなかった。野球部を辞めた彼は、学校も休みがちになったけれど、ともかく卒業はしたはずだ。




「先生は、変わんないっすね」

　紫子の堅苦しい口調を聞いて、迅は唇の端をかすかに上げた。

　野球部を辞めてから卒業するまでの間、迅は登校しても保健室に入り浸ることが多かった。カウンセリングめいた会話は一切なかったけれど、紫子の淡々とした態度が、かえって迅には居心地がよかったらしい。

　激しく荒れることはないが、重い挫折感を内に潜めた少年は、俺にはもう何も出来ない、と繰り返し語ったものだ。紫子はそのたびに、ふつうの人間は結局のところ何かしらしているものですよ、と答えることしかできなかった。

（そんなことない。私はずいぶん変わってしまったわ……）

　そんな本音を押し殺し、紫子は、

「そうですか？」

　と、平静を装った声を出す。

「……俺、この前まで東京にいたんすけど、やっぱり何もする気になれなくて、戻ってきたんです」

　紫子の無愛想な返事にかえって促されるように、迅がポツポツと自分のことを話しだすのも、在学中と同じだった。

「引っ越しのような面倒なことができるんだから、何も、と言うことはないんじゃないですか」

　紫子の答えに、迅は驚いたように目を見開く。すると、髪に隠れていた意外に大きな黒目がちの瞳が、キラリと光った。

　埃と汗にまみれ、絶望に震えていた高校球児の印象ばかりが強烈だったけれど、紫子は初めて冬木迅という男の子の顔を正面から見たような気がした。




　特に意味のある会話はなかったけれど、迅はそれ以来、時々保健室に来るようになった。

「あいつ、怪我のトラウマが癒えないらしくて、せっかく受かった大学も中退して、ほとんど引きこもり状態らしいんですよ。出歩く時は大概ここに来てるみたいだし、在学中みたいに相談に乗ってやってくれって、お母さんからも頼まれているんで」

　元担任にそう言われ、迅の来訪は学校公認になっている。

　たまたま外出していた紫子が保健室に戻ると、ちょうど三年前の紫子自身のように、カーテンの隙間からぼんやりグラウンドを見る迅と出くわしたりした。

　当然、柳井との逢瀬に割く時間は減ってしまう。柳井は、学校の外で会おう、としきりに誘ってきたけれど、紫子はその気になれないでいた。

　保健室以外で、欲望に忠実な、奔放な自分になれる自信がなかったのだ。そんな自分に、柳井が飽きるのではないか、という不安もかすかにあった。




　迅は、日没後の冷え冷えとした保健室から、出ていこうとしていた。

　研修会に出かけた紫子は、六時を回っても戻らない。職員室に一声かけてから、今日はもう帰るつもりだった。

　ところが迅は、ドアを開けたところに立っていた長身の男に、室内に押し戻されてしまう。男は後ろ手に施錠すると、小動物を嬲る肉食獣の目で迅を見下ろした。

「キミ、冬木君、だっけ？　元高校球児にしては小柄で華奢じゃないか……そんな身体で、あの先生が手に負えるのかな？」

　迅は、ビクッと身を固くした。クールだが意地悪な口調に、聞き覚えがあった。

「……あんたは……」

「何度も観察して、確信したよ。キミはあの時、廊下から僕達を覗いていたコだろう？」

　耳に唇がつきそうな距離で言われ、迅はギッと歯を食いしばった。




　───ほら、ドアの窓から誰か……。

　それはあの日聞いた、情欲に濡れてくぐもった男の声と同じだった。

　───そんなの、イヤ……。

　そして思い出す、もう一人の声。

　破滅への恐怖に怯えながらも、快楽を貪らずにいられない、どこか哀れさを感じるような、不思議に艶のある声。迅がよく知っている、淡々とした、それでいて常に何かを我慢しているような、国枝先生の声とは思えなかった。

　最後まで聞いていられず、迅は闇雲に走ってその場を後にした。

　何も知らないような顔で、再び保健室を訪ねるまで、一週間以上も悶々としていたものだ。

　いやらしいとか、汚らわしい、とは何故か感じなかった。

　ただ、あんな声をあげて悦びに呑み込まれていくひとが、快楽の足枷を引きちぎって飛ぶ鳥のように、自分を助けに来てくれたことを、奇跡だと思った。それだけだ。

　それだけのはずだった。




　それなのに、

「……僕らの弱みでも握ったつもりかもしれないけどね、キミだって最初は母校に忍び込んだんだから、五十歩百歩だ。どうせ、アレの時は別人みたいにセクシーになる国枝先生の声に興奮して……」

　男の囁きに、迅の背筋はゾクゾクと震えた。今すぐここから駆け去りたいのに、迅は気がつくと窓際の紫子の机に押しつけられて、身動きがとれない。

　男は、迅の肩を掴んでいた右手を股間に滑らせ、人差し指と中指の間に、中央の膨らみを挟みこむと、

「ちょうどこんなふうに、ここをカタくしてたんだろう？　よく見ると子ウサギみたいな可愛い顔をしてるくせに、助平な奴だよ。さすが国枝先生の教え子ってところだな」

　せせら笑うように、そう続ける。

　男の言う通り、自分自身の記憶と妄想に刺激され、迅のそこは膨らんでしまっていた。

「く……ッ！」

　迅の頭の中では羞恥心と怒りが荒れ狂い、手足は逆に強ばって、まともに動かせなかった。




　男はニヤリと笑うと、左手も迅の肩から離す。一旦背中に回した手を、再び迅の顔の前にかざしたときには、そこに携帯電話が握られていた。

　同時に、男の器用な指先が、さっきから窮屈に感じていた迅のズボンの前をくつろげていく。

「……母校の保健室で、恥ずかしい格好をしている元高校球児のスペシャルショットを撮ってあげるから、そろそろ保健室通いから卒業しなさい」

　冷たい空気に晒され、ヒクヒク震える迅の分身に、携帯カメラのレンズが近づけられていく。

「……！」

　迅は机に寄りかかり、強ばる背を逸らしながら、絶望的に喘ぎ続けるしかなかった。撮られる、というショックで萎えるどころか、股間がますます熱く脈打ち始めるのが悪夢のようだ。

「……僕らのことを誰かに告げ口しようとでもしたら、この画像が実名入りでネットにばら撒かれるかもしれないから……」

　男は、パニックに陥りかけている迅の耳に、粘り着くような囁きを注ぎ続ける。




　そのとき、鍵を回す音が響いて、ドアが開いた。

　廊下の明かりと一緒に、逆光で顔が影になった紫子が無造作に室内に入ってくる。

　男がギクリと身を強ばらせてから、おそるおそる入り口の方を振り返る。




「……柳井さん……何をなさってるんですか？　…え？　冬木君？　……ちょっと、あなたがた……」

　柳井と呼ばれた男の影に迅の姿を見つけると、紫子は柳眉を逆立て、震える声で問いただした。

　紫子の軽蔑するような視線に、柳井はおどけたように両手を挙げ、

「ちょっと、ふざけてただけですよ。なあ君、そうだろう？」

　迅を振り返って馴れ馴れしい声を出す。

　声をかけられた迅が、一層身体を縮こまらせるのを見て、紫子の怒りが爆発した。それは、紫子にとって誰が一番大切か、気づいた瞬間でもあった。

「人をいたぶるようなことがおふざけと言えるんですか。柳井さん、冬木君から離れて！　今すぐここから出て行ってください！」

　紫子は迅が聞いたこともないような鋭い声を柳井に浴びせた。その声に、柳井はぴくりと頬を引きつらせる。

「……僕が、出て行くんですか？　彼じゃなくて？」

「……そうです。さあ、出ていって！」

　すうっと息を吸い込んでから、紫子は毅然とした声で言い放った。柳井は諦めたような薄笑いを浮かべ、

「僕達の保健室から閉め出されたのが悔しくてね、つい悪戯がすぎました。……貴女のような女性を手放すのは辛いけれど、許してもらえないことをしたのは僕自身ですからね。もう二度とおめにかからないと約束しますよ」

　と、肩をすくめた。何事もなかったようなクールな表情を取り戻した柳井が、紫子の横をすり抜けようとした瞬間、

「私の……です」

　紫子の呟きに、柳井の足が止まった。

「え？」

「僕たちの……ではありません。私の保健室です」

　静かな、だが突き放すような紫子の口調に、柳井は一瞬、惚けたようになる。が、すぐに苦いものでも飲み込んだように顔をしかめると、小さくうなずいて、そのまま保健室を出ていった。




　唇を噛み締めてその後ろ姿を見送っていた紫子が我に返ると、机の前に迅がへたりこんでいた。

「……冬木君、て、適切な表現じゃないかもしれないけれど、大丈夫？　何があったの？」

　紫子は、傍に駆け寄ると、しゃがみこんで声をかけた。その拍子に、下着をずらされ、あらわにされた迅の股間が目に入り、慌てて顔を背ける。

　紫子の硬質な声と、滑稽なほど堅苦しい言葉に、迅のパニックは、すうっと収まっていった。

　冷静に考えてみると、迅は、嫉妬に狂った男に、紫子から離れろと脅されていたのだった。乱暴される少女のような気分に陥りかけていたのは、バカな錯覚にすぎない。

　あんな垢抜けた大人の男の目に、自分が紫子を奪い去るような存在に見えたのかと思うと、なんだかくすぐったい。絶望の底に沈み、何ひとつできずただ時を潰してきたはずの迅が、紫子に再会してから、知らないうちに生まれ変わっていたような気がした。

「……あの時に比べたら、何もなかったようなもんです」

　三年前の怪我のことを、自分でも不思議なほど穏やかに思い浮かべながら、迅は答えた。




「……私が謝って済むことじゃないけれど、本当にごめんなさい。こんなことになるなんて……私がバカだった……本当に、バカだったわ……」

　顔を背けたまま目を閉じて、紫子は自己嫌悪にかすれる声で言い募る。

　保健室が自分だけの迷宮だなんて、ここでは本能に煽られるまま淫奔に振る舞えるなんて、どうして思い込んでいたのだろう。

「冬木君は、知っていたんでしょう……私が、ここで、ずっと……」

　紫子は、血を吐くような想いで口にしかけた告白を、

「やっぱ、先生がずっと言ってた通りっすね。俺、野球だめになって、もう何もできないつもりでいたけど、知らないうちにあんなパリッとしたリーマンが、マジで嫉妬するようなコトしてた……」

　苦笑混じりの迅の言葉に遮られた。

「先生がここにずっといてくれた、それだけで、俺には十分なんです。多分、白い鳥みたいに俺の所に飛んできてくれたあの時、もう、先生は俺を救ってくれてたんですね」




　紫子は、羞恥心も忘れて迅の顔を正面から見た。

　絶望や鬱屈の鎖を引きちぎって羽ばたこうとする白い鳥。

　迅と紫子は、お互いに同じものをイメージしていたのだった。それが空しく地に落ちて、流されるまま虚ろな年月を過ごしてきたことさえ、同じだった。

　紫子は否応無しに惹き付けられるように、視線を下げる。

　迅の股間で、若々しく脈打つものは、少しも勢いを失っていなかった。目を離せない紫子の手を、迅の手が握る。

「……あ！」

　迅の剛直に導かれていることがわかって、紫子は思わず声をあげた。

（無理よ……恥ずかしい……）

　保健室に封じ込められていた幻想と欲情は解き放たれ、紫子にとって、そこはもう汚せない聖域に生まれ変わっていた。

　迅の浅黒い顔の中で、よく見るとハッとするほど爽やかに整った眉目が、わかりますよ、というように微笑んだ。

「これが、最後っすよ」

　紫子は抗えず、促されるまま迅の強ばりに手を添える。

「俺とつがいの鳥になって、もう一回一緒に飛ぶ練習、させてください……紫子先生」

　迅の声を聞いた瞬間、猛々しく脈打つ熱い肉の塊が愛おしくてたまらなくなり、恥じらいも欲求不満も後悔も何もかもが、ひとつに溶けて燃え上がった。




　廊下の明かりもほとんど届かないカーテンの中で、紫子と迅は、本当にひとつに溶け合うようなときを過ごした。

　最初は紫子の指と唇にあやされ、すぐに放ってしまった迅だけれど、回復はあっと言う間だった。

　紫子のリードで蜜壷の愛し方を知った迅は、枯れることを知らないように紫子を穿つ。

　ズブリ、と根元まで突きこまれると、紫子の蕾は迅の下腹に潰され、捏ね回され、目が眩むような快感と充足がそこから沸き起こった。

「んぁあッ、ふゆ、き君……冬木く、んんッ！」

　紫子の頭からは、おねだりも淫らな単語も消え失せ、ただただ迅の名前を呼ぶことしかできない。凄まじいほどの勢いを持つ肉剣に、数えきれないほど繰り返し差し貫かれるのは、それほどの悦びなのだった。

「せんせい……好きです、ホントに、先生だけが、大好きです……っ！」

　迅もまた、他の言葉を忘れたように、子供っぽい告白を繰り返しながら、激しく甘く分身を打ち付け続けた。




　紫子は、性の快楽に以来、最高のエクスタシーを知る。

　それは、子宮の口が開きっぱなしで痙攣だけ繰り返し、全身が蜜壷と化してしまったような、強烈な感覚だった。

　秘所には全く力が入らないのに、蜜壷をズプズプと抜き差しされるだけで、たまらない充実感が爪先から頭の天辺まで駆け抜けていく。

　唇も胸も、指先までが、秘裂の蕾のように過敏になっていた。胸に覆いかぶさった迅の舌が、膨らみの先端でチロチロと動くだけで達してしまうのだ。

「ヒィ……ッ、ひぐ……ゥ、フゥン、ひくっ……」

　紫子は子供のように泣きじゃくり、だらしなく開いた両足を、絶頂の電流にヒクつかせる。

「先生、可愛い……俺だけの、ヒヨコみたい……」

　迅は肩で息をしながらもまだ余力のある睦言を囁きながら、そんな紫子をさらに繰り返し果てさせるのだった。




「……今更難しいかもしんないんすけど、俺、養護教諭を目指そうかと思うんです」

　しんしんと冷える夜の中を、手を繋いで歩きながら、迅がふとそう言った。

「怪我とか病気で部活やめる羽目になって、落ち込む奴はいっぱいいると思うんですよ。俺には先生がいたけど、俺なんかでも、似たような経験してる分、そいつらの役に立てないかなって……」

　紫子は闇の中で目を細め、眩しそうに迅を見る。七才も年下の男の子を、ベッドの中で感じた以上に頼もしく感じて、ドギマギした。

「……男性の養護教諭は、まだポピュラーな存在ではないけれど、冬木君の言う通りの意義があると思います。最善の選択……なんじゃないかしら……」

　迅は、相変わらずの口調の恋人に嬉しそうな笑顔を向けると、その堅苦しい唇を奪うために、身をかがめた。

　長いキスの後で、紫子は潤んだ瞳をあげて迅を見つめ、

「あなたとおつきあいするには、私はかなり面倒な女なんです。でも……」

　離さないで、と囁きながら、今度は自分から迅に口づけていった。





スイーツよりも甘い恋…ご試食は閉店後に







　やや薄い、花びらのように繊細な女の唇が、ニッと笑った。真昼の光が差し込むリビングを、一瞬で淫らで秘密めいた空間に変える笑みだ。

　柳井玲れい司じは、思わずゴクリと喉を鳴らす。知り合って十年近く経つのに、四才年下の椎しい谷や里り津つ子こがこんな表情をすると、猫に魅入られた鼠のような気分になった。

　短く爪を切りそろえた、女にしては節の目立つ指先が、柳井の喉仏を小突く。ごく弱い力なのに、柳井はそのまま仰向けに倒れ、ソファの肘掛けに頭を乗せた。

　長めの前髪がサラリと落ち、形のいい額があらわになる。柳井は、保健衛生機器メーカーの営業マンよりファッション業界が相応しそうな、クールに整った顔に苦笑を浮かべた。




　近づいてくる顔は、顎の位置で切りそろえた青みがかった黒髪に縁取られ、白絹のように艶めいていた。睫毛の濃い切れ長の目が、したたかな肉食獣の欲望を浮かべて、かすかに細められる。

「り、つ……」

　柳井の声は、里津子の唇に飲み込まれた。

　ついさっき、二人で空けたワインの残り香が、柔らかな舌の感触と一緒になって、柳井の口中を犯す。




　同時に、ソムリエールの器用な指が、つうっと喉を滑って柳井の鎖骨に降りた。シャツの前を開かれ、愛撫の手が鎖骨から胸元へと、柳井の肌を火照らせていく。

　里津子は、男が女にするように、右手で柳井の胸のささやかな尖りを撫で、摘み、指先を摺り合わせて刺激した。

「んう……ッ」

　柳井は堪え切れず、合わせた唇の隙間から、低い喘ぎを漏らした。

　音をたてて濡れた唇を離すと、

「遊び上手なイケメンさんの、こんな姿を見たら、今まで泣かされた女の子達がさぞ喜ぶんでしょうね」

　ベルベットのように柔らかな声で、里津子はそう囁いた。キスと軽い愛撫だけで、柳井の股間まで昂らせてしまう、そんな女は里津子だけだ。里津子の愛撫を受けるまで、柳井は自分のそこが快楽に敏感であることを知らなかった。

「……俺をこんなふうに弄りたがる女が……おまえの他に、いるわけないだろ」

　柳井は皮肉を返したつもりだったが、里津子はからかうように片眉を上げる。

「どうかしらね？　案外、私の他にも気づいてるコがいるかもしれないわよ。柳井玲司が実は、胸だけでココをカタくしちゃう淫乱男だってコト……」

　柳井にのしかかった里津子は、露骨な言葉で嬲りながら、はっきりと存在を主張するようになっていた柳井自身を、もう片方の手でズボン越しに握った。それから、張りつめた先端の丸みを掌に包んで、ゆっくりと揉み始める。キツすぎず弱すぎず、絶妙に情欲を煽るテクニックに、柳井の語尾はつい裏返ってしまう。

「くだらないこと、言うなっ……よッ！」

　けれど、吐き捨てる口調とは裏腹に、柳井の股間は勢いを増してうずうずと反り返っていった。







　里津子は、大学の後輩だった。

　一浪一留の柳井は、自身が立ち上げたグルメサークルにリーダーとして君臨していた。

　サークルには金も時間も注ぎ込んだし、食の知識を仕入れる努力も怠らなかった。人並み以上のルックスも相まって、女子部員が自分に憧れの目を向けるのは当然だった。柳井目当てに入部する同窓生も、少なくなかった。女子の好意を無にするのは失礼だろう……柳井がためらいなく何人もの女子部員を〝食った〟のには、そういう理由があった。

　男子部員のほとんどは、柳井のおこぼれを期待する舎弟のようなポジションだったから、柳井は在学中、誰に責められることもなかった。

　恋人関係は重いと感じたが、つまらない男と思われるのはイヤだ。だから柳井は女の子を喜ばせるための努力も、怠らなかった。誠心誠意の〝サービス〟を、どの子も悦んでくれたものだ。

　これら様々なことが功を奏し、里津子が入学した時には、四年生の柳井は学部きっての遊び人に祭り上げられていた。




　入部当初はあまり目立たず、口数も少なかった里津子の不思議な妖艶さに、最初に気づいたのは柳井だ。

　まず惹かれたのは、セクシーなその声。

　そして、サークル活動の一端で訪れる様々なジャンルの飲食店で発揮された、鋭い味覚。里津子は、美味とジャッジした一皿を食べるとき、思わず目を奪われるような官能的な表情をした。肉体的な快楽と見まごうばかりの潤いに瞳を輝かせ、ピンク色の舌で、名残惜しそうに薄い唇を舐め回すクセがたまらなかった。

　里津子にアプローチしたのは、ちょっとしたエスニック料理でも試すようなつもりだった。女の子から告白されることが多かった柳井にとって、〝誘惑〟は久々の体験だった。

　けれど、里津子とのひとときは、単なる刺激以上の確かな刻印となって、柳井の心と身体を貫いたのだ。




　里津子の祖母は、フランス人だという。

　真っ白な肌と、不思議な色調の黒髪はそのせいか、と柳井は感心した。かすかに甘い香りの漂うしなやかな身体が、蜂蜜のように柳井を包み込み、嬲り、焦らし、蕩かした。

　ヴァージンではないだろう、と睨んではいた。だが、柳井を余裕のない少年のような気分にさせた女は、里津子が初めてだった。柳井はプライドもサービス精神も忘れ、総毛立つような快楽に呑み込まれたのだ。

　里津子自身は一切、柳井を求めたり哀願したりすることなく、柳井の最後の一滴まで搾り尽くした。




　やがて、里津子の魅力は学内の注目を集めるようになる。柳井と里津子が、キャンパス一の遊び人カップルと目されるようになるのはすぐのことだった。

　しかし、柳井は里津子に、何か取り返しのつかないモノを奪われたような気がし続けていたものだ。

　里津子に溺れる日々は、柳井の卒業と共に終わった。終わったはずだった。

　柳井は飲食業とは無縁の保健衛生機器メーカーに就職したが、サークルで培ったグルメ知識やサービス精神は、仕事でも女性関係でも面白いように役立った。女が心の底に秘めた被虐心や、お姫様扱いされたいといった願望を、柳井は敏感に察して相手の望む通りに愛してあげるのだ。







　仕事とプライベートのやりくりにも慣れた頃、偵察のつもりで足を運んだ評判のビストロで、柳井は里津子と再会した。

　どんな女を抱いていても、常に心の片隅にあって忘れられなかった、匂い立つような肌は、十年経ってますます白い艶を増していた。しなやかなボディラインを黒の蝶ネクタイとベストに包み、額を出して妖艶さより怜悧さを強調した里津子の胸には、葡萄をかたどった黄金の徽章が輝いていた。

　里津子は、理想の女性、と語っていた祖母の国に繋がる仕事に就いていたのだった。




　そんな彼女はさらに淫らに、奔放に成長していた。柳井はなす術もなく、再び里津子に溺れていった。

　だからその頃、何年振りか思い出せもしない〝フラれる〟という体験をしたばかりだった柳井が、自棄に自虐を重ねるように、里津子のややサディスティックな愛撫に身を投げ出したのは、いたって自然なことだったのだ。

　里津子以外の女を交えて、乱れきった夜を過ごしたこともある。

　華やかな顔立ちの女は里津子に心酔しているらしく、命じられるまま柳井の全身を舐め回し、柳井に跨がって腰をくねらせた。顔に押し付けられた里津子の秘花に、息が詰まりそうになりながら、柳井は初対面の女の中に、繰り返し精を迸らせた。

　頭がおかしくなりそうな快楽を、柳井は文字通り、我を忘れて貪ったものだ。

「いいワインと出会うと、身体が火照ってしょうがなくなるの……祖母の、真っ赤に染められた爪の先できらめいていたワイングラスの輝きが、私の中を蕩かした感覚が甦るのよ……」

　柳井の上で、淫らに腰をくねらせながら、熱っぽく語る里津子は、いつしか彼の全てを支配していた。

　魔性の女の欲望に奉仕するのは、女に性の悦びを教えこむのと同じくらい、いや、それ以上に柳井を昂らせる。




「……たの……む、里津子、もう、焦らさないで……」

　柳井は、相変わらずズボン越しの愛撫を続ける里津子に、かすれた声をかける。

「……焦らしているの？　私が？　何を？」

　色の薄い瞳を濡れ濡れときらめかせ、里津子は歌うように言った。

「わ、かってるんだろ……口で、イカせてくれよ……頼むから……ッ」

　柳井はなりふり構わず、里津子にのしかかられた下半身を上下に揺らしながら、躊躇う余裕もなく懇願する。

「イヤだわ、柳井さん。そういうのは、お互い様じゃなければフェアじゃないでしょ……」

　仕事中に見せるソムリエ協会の教本を形にしたような厳格な表情をかなぐり捨て、里津子は淫蕩そのものの笑みを浮かべる。柳井は女主人に身を投げ出す奴隷のように、ガクガクと頷きながら、

「ああ、何でもする……するから、舐めて……俺のを、その口でしゃぶってくれ……！」

　悲鳴のような声を振り絞った。

　柳井の上から身を起こした里津子が、笑みを深めながらじりじりと身体を回す。

　ワインを飲みながら戯れている間に、柳井自身があらわにした白桃のようなヒップが、柳井の顔に迫る。

　股間に顔を向けた里津子がズボンの前をくつろげ、熱い息を吹きかけた。手など比べ物にならないくらい巧みな、自我もプライドも根こそぎ吸い尽くされるような、その口技を思い出すだけで、柳井は達してしまいそうになる。

「早く……はやくぅッ……！」

　薄い茂みの奥からその唇と同じ、鮮やかなピンク色の花芯を覗かせる秘花に奉仕するため、柳井は犬のように舌を伸ばした。




　土曜日の夕方、自宅に向かう柳井は、酷使されたロバのような気分だった。駅のそばで別れた里津子は、別れのキスもなしに、早足で仕事へと向かって行った。

　里津子の秘花にくわえこまれる快感は麻薬のように強烈なのに、それは心までは満たしてくれない。

　里津子の愛撫には、柳井のサービス精神とは違う、相手の精気を吸い取るような妖しさがあった。今も昔も、里津子と最も相性がいい男は柳井だ。うぬぼれではなくそう感じているけれど、里津子が自分に本当に心を開いてくれてはいない……そんな物足りなさが、冷たい北風のように柳井の心を吹き過ぎるのだった。




　都心部から四十分ほどの住宅街の、小さいけれど活気にあふれた商店街では、総菜の匂いや呼び込みの声が飛び交っている。

　柳井は母親と買い物に行くのが楽しくてたまらなかった、子供の頃を思い出す。

　高校時代に亡くなった母は、料理の好きなひとだった。フレンチやエスニックといったレシピには無縁だったけれど、味噌汁やグラタンやホットケーキなど日常の料理にも一手間を惜しまなかった。

　柳井がグルメサークルにバイト代を注ぎ込んだのは、母の手料理の代わりになる一皿を、心のどこかで求めていたからかもしれない。

　味噌汁は隠し味にきな粉を加えると、格段に香りを増す。チャーハンはお好み焼きのように、最初に材料を全部混ぜ合わせてから炒めると、ふっくらと仕上がる。そんな雑学を仕入れて、母の手料理の秘密が少しずつわかるようになったけれど、自分で再現することはできなかった。




　ズボンのポケットに手を突っ込んで雑踏を縫いながら、自嘲を浮かべた瞬間、柳井はふと懐かしい香りに触れた。

　なんだろう、と辺りを見回す。確かしばらく前にはたこ焼き屋だった、間口一間ほどの小店から、その香りは漂ってくるようだ。

　ホットケーキよりは濃厚だが、クッキーやケーキより軽い、絶妙の香り。思わず近づいた柳井の目に、大きく口を開けた、犬か何かの横顔をかたどった看板が見えた。看板には、〝Mouth of a wolf〟と記されている。

（……狼の、口……？）

　覗き込むと、片開きの木枠のドアの向こうには、小さなショーケース。その向こうには、ふっくらした身体つきの小柄な若い女がいた。長過ぎるエプロンをつけ、柔らかそうな茶髪を緩いアップにした姿が、どこかヒマワリを思わせる。

「あ、いらっしゃいませ！」

　柳井が遠慮がちにドアを開けると、女はうろたえた顔で、ぴょこんと頭を下げる。

「……ええっと、すみません……ここ、何屋さんなんですか？　あの、先週まではたこ焼き屋でしたよね？」

　柳井は無意識の流し目で周囲を見回しながら、低い声で言った。女は、柳井には見慣れた、ポッと舞い上がったような表情になる。

　違ったのは、その後の反応だ。




「……ウチ、たこ焼き屋さんの跡に、今朝オープンしたばっかりの、スコーン専門店なんです。看板の英語、〝狼の口〟って意味なんですけど、ね、ほら。美味しく焼けたスコーンには、こんな風にカパッて割れ目ができるんですよ！」

　大きな目を見張り、ショーケースから身を乗り出して、女は中のスコーンを指し示す。言葉の通り、金色に焼き上がった丸い菓子にはどれも、真ん中に横一文字のざっくりした亀裂があった。

（俺は元グルメサークルのリーダーだぜ、そんなことはとっくに知ってるけどさ……）

　他にお洒落なスイーツショップがあるわけでもない商店街に、こんな専門店を開いたことが不思議だった。もっと不思議なのは、女の態度だった。一度赤くなっただけで、後は柳井にうっとりした目を向けるでもなく、スコーンの説明に夢中になっている。

「……あの……ウチのスコーンはそんなに甘くないですし、実はコーヒーとかワインにもすごく合うんです。明後日までクロテッドクリームをサービスしてますから、お一つだけでもいかがですか？」

　クロテッドクリームは、本格的な英国式のスコーンに欠かせない、濃厚な牛乳を煮詰めたトッピングだ。女がフワフワしたムードの内側で、スコーンと真剣に取り組んでいることがわかって、柳井は少し感心した。

　ひとしきり蘊蓄を語り終えた女は、やりすぎたか、と不安そうな顔つきになる。顎の下にそろえた両手を開いたり握ったりする様子がひどく不憫で、

「じゃあスコーン三個と、クロテッドクリームをお願いします！」

　柳井は急き込むように、そう言っていた。




　気がつくと、買い置きの白ワインとスコーンとクロテッドクリームが、柳井の夕食になっていた。

　母が得意だったホットケーキを思い出すような、甘すぎず、ほっくりと濃厚な黄金色のスコーン。トースターで軽く焼き戻すと、サクリと割れる狼の口から、少年時代のおやつどきの満足感が甦るような香りが立ちのぼる。

　乳白色のトロリとしたクリームをたっぷり乗せると、もう我慢できなかった。

　柳井は、今までのデートの相手には見せたこともない大口を開け、スコーンにかぶりついた。

「……美味い……」

　ミルク本来の柔らかな甘みが、香ばしい焼き菓子と溶け合って、舌の上で踊るようだ。柳井は、妖しくからみつく快楽ではない、ふわりと抱きとめられるような幸福感に包まれる。女店主が言った通り、よく冷やした辛口の白ワインとスコーンの相性も悪くない。それは、妖艶なソムリエールにも教わったことのない、新しいマリアージュだった。

　あっという間に三個のスコーンをたいらげた柳井は、同封されていたショップカードをつまみ上げ、しげしげと眺める。

　看板と同じ狼のシルエットの上に印刷された、店名と住所と、佐さ倉くら美み桜おという名前。

「さくら、みお……」

　甘く懐かしい味を反芻するように、柳井はその名を呟いていた。




　美桜は、商店街を抜けた住宅街生まれの地元っ子だ。美桜にスコーンのレシピを教えたのは、子供の頃隣に住んでいたイギリス人だった。上品な銀髪の老婦人は、手早く生地を馴染ませるため、真冬でも氷水で手を冷やす手間を惜しまなかった。

　週末の朝、美桜の部屋にも漂ってきた甘い香りの思い出が、この街にスコーン専門店を開くという夢のきっかけだった。

「こんなに小さなお菓子だけど、ちゃんと作ってあげるのは簡単じゃないんです。今でも毎日、オーブンに、狼さん出てきてー……って声かけちゃうんですよ」

「そんなに必死な赤ずきんちゃん、俺が狼だったら逆に逃げてるよ」

「ひどい！　じゃあ先週一度失敗したのは柳井さんのせいだったんですか！」

　美桜はそう言って笑い声をあげた。




　開店当日に来た、場違いに垢抜けたイケメンに、最初は戸惑ったものだ。その時彼は、妙に崩れた、退廃的なムードをまとっていた。

　ところが、開店初日の興奮もあって、美桜はすぐ、スコーンの話に夢中になってしまったのだ。失礼だったか、と不安になったけれど、彼はちゃんと買ってくれた。

　しかも次の土曜日、

「すごく美味しかったから……」

　わざわざそう言って、またスコーンを三つと、サービス期間の終了したクロテッドクリームを買って行った。次の土曜日、彼が来店した時にはスコーンは完売していた。本気でがっかりした顔を見せた後、彼は来週のスコーンの予約までしたのだ。

　美桜はそれで、柳井玲司という名前と、彼が案外近所に住んでいることを知った。

　最初の印象が嘘みたいな、紳士的で暖かな笑顔に、美桜の心は少しずつほぐれ、柳井と打ち解けていった。

（こんなカッコイイ人が、私のお店で、楽しそうに私とお喋りしてるなんて、夢みたい……）

　容姿に自信がなくて、内気で、家族しか振る舞う相手のいないお菓子作りを趣味にしていた美桜は、勇気を出してショップを開いただけで、自分の世界が一八〇度変わったような気がしていた。







「……美桜ちゃん、美桜ちゃん!?　お客さんだよ！」

　少しぼんやりしていた美桜は、柳井の声で我に返った。慌てて顔を上げると、柳井と美桜をチラチラ見比べている主婦らしき女がいた。

「このお店、最近できたばっかりなんですかぁ？」

　主婦はしなだれかかるような風情で、美桜ではなく、柳井の顔を見て喋っている。自分より派手で積極的な女客に、美桜は怯えた顔つきになった。

「三、四週間前からですね。ここのスコーンは絶品ですよ。クロテッドクリームも素晴らしいから、ぜひ一緒に買ってみてください」

　柳井はすかさず、流暢な返事で女客のアプローチを受け流す。それから、

「……美桜ちゃん、こちらの方にも、狼の口のヒミツを教えてあげなよ」

　内緒話をするように、美桜の方に身をかがめてそう言った。その瞬間、女が嫉妬するような悔しげな顔つきになる。

　美桜は、自分が突然スポットライトの中に立たされたような、くすぐったくて落ち着かない気分になった。

（……今、柳井さん、私に気を遣ってくれた……？　ううん、偶然よね……）




　美桜が、少しつんけんした女の注文に応えている間に、

「じゃあ、来週の約束、忘れないでね」

　と、柳井は手を振りながら店を出て行く。

（来週の、約束……!?）

　途中から柳井の話をよく聞いていなかった美桜は、ポカンとした顔をドアの方に向けた。早くしてよ、と客に急かされたので、追いかけて聞き直すこともできなかった。

（夕ご飯か何かの話だった気もするけど……まさか……）

　客が去った後の店内で、美桜はしばらくぼんやりとドアを見つめていた。




「ようこそ、柳井さん。お久しぶりね」

　ソムリエール姿の里津子が、柳井にだけわかる、共犯者めいた表情を見せる。平日の遅い時間、ビストロの客はごく少なかった。

　カウンターについた柳井は、今夜の自分が、里津子を前にした時のいつもの怖じ気づくような気分に飲み込まれていないことに気づく。

「いいタイミングだわ。今日は、グロローという少し珍しい赤が入っているの。ちょっと垢抜けないけれど、フレッシュで素朴で、ジビエにもスイーツにも合う面白いお酒なのよ」

　里津子の言葉で咄嗟に思い浮かんだのが、美桜の顔だった。柳井はそのことの方に、動揺する。

　ちょっと垢抜けないけれど、フレッシュで素朴。




　里津子は、目を細めてそんな柳井を観察した。

　表面は自由奔放な遊び人。だが、柳井の内面に寂しがりやの少年が潜んでいることを、里津子は会ってすぐに見抜いていた。

　女に手が早いのも、里津子との戯れに乱れた姿をさらすのも、柳井が目の前の相手に置いて行かれることを恐れているからなのだ。

　刺激のない場所に留まっていると、自分の中がグズグズと腐っていくようで、危うい快楽に踏み込まずにいられない里津子と柳井は、実は正反対の地点に立っていた。

（柳井さん……味の定まらないワインみたいで、そこが面白かったんだけどな……）

　今夜の柳井は、妙に和やかな、いわばフレッシュで素朴な雰囲気を放っている。どんなアブノーマルな行為にも躊躇いをみせなかったかつての柳井とは、別人のようだった。

　柳井は、グラスを捧げ持つと濃いピンク色に透けるワインを眩しそうに見上げ、

「初めて飲むけど、これは、いいな。ノスタルジックで優しい味だ……だけど、里津子が興奮するタイプのワインじゃないだろう？」

「……さすがに、わかるのね。私達、つかず離れずで、もう十年経つものね」




　会計の時、柳井が財布から落とした物を、里津子は素早く拾い上げた。

　名刺大のショップカードには、英語のロゴと、口を開けた獣のシルエット。佐倉美桜、という名前。今までの柳井の趣味には含まれていなかったタイプの店だ。

「これは？」

　返しながら訪ねる里津子に、

「近所に新しくできたスコーン専門店だよ。スイーツ男子のつもりはなかったんだが、ここのは美味くてな。軽いシャルドネとの相性もいいんだ」

　柳井は内面の少年が顔を出したような、照れくさげな笑みを向けて言う。

「……そうなの。貴方は、新しいマリアージュをみつけたのね」

　答える里津子の静かな声は、別れの予感を秘めていた。

（とてもいい顔……でも、もうこの人は、私を興奮させてはくれない……）




　水曜日は商店街の定休日だった。

　六時を回り、商品は半分ほどに減っていたが、客足が伸びないとわかっている日に、追加を焼くべきかどうか。美桜がそんなことを思案している時、ドアが開いた。

「柳井さん……!?」

　恒例の土曜日ではなく、平日の夕方に柳井が来店するのは初めてだ。会社帰りらしいスーツ姿の柳井は、普段着より三割増しで格好よかった。

　柳井は、いつものエプロンをつけた美桜を眺めてたじろいだ顔をすると、

「……約束、忘れちゃった……？」

　柳井らしくもない、おずおずした様子で言う。

「……やくそく……ですか？」

　そういえば先週、柳井はそんなことを言っていた。客への応対に紛れて、聞きそびれていたのだった。

「今日は商店街の定休日だから、早仕舞いできたら飯でも食いに行こうって、約束……したつもりでいたんだけど、俺の早とちりだったかぁ……」

　美桜が初めて見る、寂しげな目を伏せて柳井が呟く。その表情と声に、美桜はギュッと胸を掴まれるような気がした。いかにも世慣れた、女あしらいの上手な柳井より、今の柳井の方がずっと好ましく、大切な人のように思えた。

（大切な……ひと……）

　美桜はその時、自分の中で柳井がどんなに大きな存在になっていたかを、思い知った。

　彼にこんな表情をさせてはいけない。でも、心細げな少年のような目がとても愛しくて……美桜は今までのコンプレックスや内気さを忘れ、カウンターを回って柳井の前に走った。

「柳井さん、ごめんなさい！　あの時、急にお客さんが来たから、はっきり確認できなくて……だって私、まさか、柳井さんみたいな人が、本当に私なんかを誘ってくれるなんて、思えなくて……」

　そこまで言ってから、自分が柳井の両手を握っていることに、美桜は気づく。慌てて離した手で、エプロンの裾をいじりながら、今度は美桜の方が俯いてしまった。

　落胆をこらえてクールに立ち去ろうとした柳井は、初めてカウンターの外に出てきた美桜を、びっくりして見下ろす。

　美桜は、スコーンのこととなると夢中だけど、ふだんは引っ込み思案で、自信なさげな振る舞いが目立った。そんな美桜の、思わぬ大胆さ。柳井を傷つけたくない一心で、美桜が自分の壁を乗り越えてきてくれたのだと思うと、柳井の胸はカッと熱くなった。

「美桜ちゃん……いや、美桜さん」

　柳井は美桜の手を取ると、頭一つ分も小さな美桜の髪に鼻を埋めて、

「……俺にとって、貴女ほど大切な人は、他にいないんだ……」

　狂おしげに囁いた。美桜のフワフワした髪から、バターとミルクの甘い香りが立ち上って、柳井の中から里津子どころか、母の姿さえ押し流していった。自分の言葉が、いつの間にか心の底からの真実になっていたことに、柳井は気づく。

「……ウソ……でしょ？　こんな、私なんか……」

　呆然とした声で呟く美桜の手を放し、空いた両手でその頬を掴んで上向かせると、柳井はゆっくりと口づけた。

「……！」

　驚きに見開かれた美桜の瞳が、キスが深くなり、舌を搦め取られるにつれて、トロトロと潤んでいく。素直で甘い美桜の唇の感触に、柳井も今まで味わったことのない恍惚を感じた。

　片手を滑らせて、エプロン越しに美桜の肩や腕をまさぐると、ゴワついた生地を通して、柔らかな女身の弾力が伝わってくる。

　柳井は堪え切れず、初めて美桜のスコーンを食べた時のように、夢中で彼女の身体を強く抱きしめた。







　ドアにクローズの看板を下げる柳井を、両手で自分の肩を抱きながら見守っていた美桜は、柳井にもう一度抱きしめられた時、激しく首を振りだした。

「ダメ……私、ご、ごめんなさい、な、何も、知らないの……っ！」

「どうして謝るの？」

　柳井はフッと微笑み、美桜の目尻に浮いた涙に舌を這わせてから、熱っぽくかき口説く。

「……すごく嬉しいよ。美桜さん、貴女の全部を見せて……俺に教えさせてほしい……お願いします……」

　美桜の柔らかな身体をショーケースに押しつける。そのまま、唇、頬、喉へとキスの雨を降らせると、美桜は身を震わせながらゆっくりと目を閉じていった。




「……初めてがこんな所で、ゴメンね……お詫びは必ずするよ、約束する……」

　柳井は、どこもかしこも豊かでたおやかな美桜の裸身を見下ろし、目を細めてそう言った。

「……ううん、いいの。嬉しい、の……ここは、私が生まれ変われた場所だから……」

　拳を握った両手で口元を隠した美桜が、目を閉じたまま首を左右に振る。恥ずかしさに絶える美桜の健気さに、柳井の心と身体はさらに熱く猛り立った。

　掌に余るほど豊かな美桜のバストは、まるでマシュマロのようだ。柳井がそこへ指先を埋め、強く強く揉みながら中心にしゃぶりつくと、

「……はァッ、ん……ぁあ」

　しゃくりあげるようだった美桜の呼吸が、甘い喘ぎに変わる。柳井はたまらず、両手で美桜のマシュマロを愛撫しながら、その谷間に頬を擦りつけた。




　ためらいに強張る美桜の内腿を、柳井は何度も優しく撫でさする。すると、言葉にできない幸福感のようなものが湧き上がり、美桜の下半身から力を奪っていった。

　コンプレックスの元である裸体を見られているのが恥ずかしくて瞼を閉じっぱなしだった美桜は、そこに柳井が顔を埋めた瞬間、

「……ひぁんッ!?」

　と鳴いて目を見開いた。

　チュク……という恥ずかしい音と同時に、それまで意識しないようにしてきた部分を、腰が浮くような刺激が襲う。

　引っ張られているような、熱く柔らかなもので撫で回されているような、未知の感覚。それが美桜の蜜泉の中に、さらに甘い蜜を注ぎ込む。お腹の奥で何かが渦巻き始めて、恥ずかしい声が止まらなくなる。

「く、ふゥン、んッあ、あ、私、ど、どうしちゃったの……!?」




「大丈夫だよ、気持ちよくなってるだけだから……素直に気持ちイイって言ってごらん？　もっと気持ちよくなるよ……」

　柳井が少しだけ顔を離し、美桜の秘泉に息を吹き込むようにして促すと、美桜はぎこちなく腰を揺らしながら、

「き……っ、きもち、い……いい!?　イィのぉッ!?」

　自分の身に起こっていることが信じられないかのように、喘ぎ続けた。

　柳井を受け入れる頃には、美桜の全身は温めたクリームのように蕩けている。

「あ……ッ、はいる……!?　はいっちゃうの!?」

「そうだよ、大丈夫……美桜ちゃんのココは世界一ステキだよ……」

「そ、そう？　そうなの……？　ッア、はい、る……柳井さんが、入ってくるぅうッ！」

　言葉が快楽を倍増させることを知った美桜は、素直な声で悦びの大きさを訴えた。

　優しく、だが力強く美桜の秘泉に分身を沈めた柳井は、そのしなやかさと温かさに陶然となった。

　搾り取るような激しさなど少しもない、甘やかな初々しさ。美桜の脚が無意識のうちに、柳井の腰に巻きつくと、柳井の中の少年が熱いクリームに包み込まれる。




「アァ……ッ、美桜ちゃん、たまらないよ、蕩けそうだ……美桜、みお……っ！」

　柳井のかすれた声を聞くと、美桜の体内の渦は、竜巻のように激しくなった。

　お腹の奥を熱くて大きな塊で広げられているような、苦しさともむず痒さとも違う、凄まじいほどの体感。それが、蕩ける、という言葉になって美桜の快感を煽る。その塊に、何度も何度秘泉を掻き回され、

「わ、私もっ、私も蕩けちゃう……柳内さんと、ひと、ひとつに、なっちゃう……なっちゃうぅー……ッ！」

　美桜は必死で柳井にしがみつきながら、初めてのエクスタシーに、高い声をあげた。







　クローズの看板をドアにかけ、振り向いた美桜を、眩しそうに柳井が見つめる。ライトイエローのフワリとしたニットワンピースは、美桜に素晴らしく似合っていた。

　水曜日、店を閉めて二人が出かけるのは、柳井が腕によりをかけてセッティングしたお詫びデートだ。

　愛される喜びに輝いていても、どこか自信なさげな美桜がいじらしくて、柳井は、

（このコを守るためなら、俺はなんでもするだろう……）

　と、静かに決心する。

「どうかした？　……この服、派手すぎるかな……」

　小首を傾げて不安そうな表情になる美桜の肩を抱いて引き寄せると、

「初めて君を見た時、向日葵みたいだと思った……だけど今、君が俺のお日様なんだってわかったよ。すごく似合ってる。最高に可愛いよ」

「……！」

　真っ赤になって俯いてしまう美桜の頬に、柳井はチュッと軽いキスを落とした。





乱戯調教―悪魔が咲かせた邪淫の花







　純白のドレスシャツに、黒いベストとタイトスカートの仕事着に身を包んだ椎谷里津子は、細心の注意を払ってコルクを抜いた。




　十年以上熟成させたヴィンテージワインの、底に溜まった澱を騒がせないように抜栓するのは、ソムリエールにとって最も緊張する瞬間のひとつだ。二十八才までに、国内で取れるワイン関係の資格の全てを取得した里津子にとっては、馴染んだ緊張感だった。

　ほとんど音をさせずにコルクを引き抜いた瞬間、照明を抑えたシックな店内に、ブラックベリーやカシス、さらには麝香を思わせる香りがふわりとたなびく。

　里津子はうっとりと瞼を伏せて、紫色に染まったコルクの香りを利いた。ショートボブに揃えた黒髪が、日本人にしては彫りの深い顔立ちに、艶やかな陰影を添える。




　テーブルについた男女が、その官能的な表情を、目を細めて見守っていた。

　男の名は深水真太郎。里津子がワインを仕入れているショップのオーナーで、このビストロの常連でもあった。頬骨の目立つ皮肉っぽい顔つきが、四十代の大人に不良少年めいた雰囲気を纏わせている。

　その向かいで、里津子ににっこりと微笑みかける女の細い金髪が、オレンジ色の照明を照り返してキラキラと輝いた。細く高い鼻梁と、やはり金色の長い睫毛。ミルクのように白い肌に、うっすらとそばかすを散らしたカミーユは、深水の妻だ。

　今夜のワインは、カミーユの故郷であるブルゴーニュの銘品で、深水が持ち込んだものだった。

　本来、客の持ち込みワインは認めない店だが、深水は別格なのだ。店のシェフも、ふだん滅多に飲む機会のないヴィンテージのお相伴にあずかれることから、深水夫妻の持ち込みは大歓迎だった。




「……素晴らしい成熟度です。セクシーで華やかな果実の風味と、野性的な生命力が、空の高みで調和しているような……」

　一口含んで品質を確かめてから、里津子はカミーユに微笑み返す。

　日本に来て十年以上になるカミーユは、

「リツコにそう言われると、シャンベルタンの空を思い出すわ。懐かしい、あの、肌に染み込むような濃い青……」

　流暢な日本語で言って、遠い目をする。と、深水がおどけたような調子で茶々を入れた。

「おいおい、去年の秋にも行ったばかりじゃないか。僕が何年も里帰りさせてないようなことを言わないでくれよ」

「故郷はどんなときでも懐かしいものよ。貴方だって、好きでフランスに行っているくせに、二日も経つとトウキョウの話ばかりするじゃないの」

　息の合った掛け合いの後で、深ふか水み夫妻は楽しげに笑う。周囲の客が惚れ惚れと見とれるお似合いのカップルに、里津子は共犯者めいた笑い声を合わせた。




　二、三か月に一度、深水夫妻がワインを携えてこの店にやってくるのは、決まって彼らのショップの定休日前。その来訪は里津子にとって、全身が甘く強い酒に浸されるような、特別な夜の始まりだった。




　初めて深水夫妻の誘惑を受けたのは、前任のソムリエから仕入れ先を引き継いで数か月経った頃だった。

　シャッターを下ろした店内で、日本ではほとんど知られていないメゾンの、特級クラスのワインを振る舞われた。品質と生産量が安定しないため、店のワインリストに加えることはできないけれど、里津子はその危ういバランスを保つ風味に魅了されてしまった。

　ほとんど初めての経験だからそうと気づかないまま、里津子は酔っぱらっていた。

　気づいたのは、カミーユの口移しで別のワインを含まされたときだ。セクシャルな冒険心は人一倍強い里津子だったが、正気であれば、仕事関係の夫妻との戯れに付き合うのには二の足を踏んだだろう。

　けれどその夜、里津子はワインの危うさに溺れるように、カミーユの舌に自らの舌を絡めていた。

　同時に、深水が背後から里津子に腕を回し、シャツをまくり上げた背中に舌を這わせながら、期待に張り詰める胸を揉みしだいた。

　里津子はその夜、二人に導かれ、弄ばれるまま、エクスタシーの頂点をさまよい続けた。それ以来、深水夫妻はいわば、里津子にとって性愛の冒険に導く先輩のような存在になっている。

　今晩も味わうはずの、危うく淫らな悦びへの期待に、里津子は密やかに身を震わせた。




　平日の夜だが、狭い店内はほぼ満席だ。

　里津子は店内の様子に目を配り、二杯目のグラスが空きそうな男性客のテーブルに、さりげなく近づく。

　彼は最初、百貨店のバイヤーをしている常連客の連れとして来店した。

　顔を隠すような長い前髪と、黒ずくめの地味な服装。口数も少なかった男は、何が気に入ったのか、以来、予約もなしにふらりとやってくるようになった。注文はいつでも日替わりのグラスワインを一、二杯と、シンプルな前菜を一皿だけ。グラスを摘む爪先は肉体労働者のようにタコだらけで黒ずみ、老人めいた覇気のない雰囲気を纏う奇妙な客だ。




「そろそろ、お代わりは如何ですか？」

　そっと声をかけたつもりなのに、考え事でもしていたのか、男はハッとしたように身を竦ませる。

　その瞬間、垣間見えた男の顔に、今度は里津子がハッと息を呑んだ。

　蒼白の肌に、完璧な弧を描く眉。濃い睫毛に縁取られたアーモンド型の目。引き結んだ唇の、ゾクゾクするほどセクシーな形。

（……この人、美しい……！）

　美形というより麗人と呼びたいような、両性具有的な美貌だった。彼の顔を見るのは初めてではないはずだ。けれど、里津子はそれまで男の風貌を気にしたことなどなかった。つまり、彼は、

（自分の美しさを知っていて、敢えて隠している……）

　そう気づいた里津子の当惑が伝わったように、

「い、いえ、もうけっこうなので、会計してください」

　男は慌てた仕種で椅子から立ち上がりかける。

「……かしこまりました。お席での精算となりますので、少々お待ちください」

　里津子は、心の波立ちを抑えて冷静な声を出した。




　里津子自身は、誰もが振り返るような美女ではない。けれど、ある種の男女を惹き付ける妖しいオーラが自分に備わっていることに、幼い頃から気づいていた。男の美しさには、里津子と同質の、もっと強烈な、危険なまでの引力が潜んでいる。本能の赴くまま、スリリングな快楽を求めてきた里津子には、それがよくわかった。

（それなのに、この人は自分の本質を押し殺している……何故なの？）

　里津子の中で、にわかに男への興味が膨らんでいく。

　常連客は確か、

「こう見えて彼は芸術家でね、シルバークラフトのアクセサリー作家として注目を浴びてるんだよ」

　そんなことを言っていた。

（名前も聞いたはず……確か、えすみ、さんだったかしら……）

　会計を終えた里津子に、深水の声がかかった。




　深水に言われて、里津子がシェフのための一杯を注いだとき、見計らったようにメインディッシュが運ばれてくる。

　銀色の大皿からこんがりと焼けた両脚を突き出した、一羽まるごとのキジのローストだ。カミーユが目を見張って小さく歓声をあげる。ややクセの強い狩猟肉の風味は、男性的でパワフルなシャンベルタンと絶妙の相性なのだった。

　無口なシェフは、マナーなどおかまいなしになみなみと注がれたグラスを嬉しそうに持ち上げ、丁寧に会釈して厨房へと戻っていった。




　深水夫妻は、つがいのジャガーのように猛々しく、それでいて優雅に、肉の塊を解体していく。二人の瞳に、純粋な食欲というより、性愛のバリエーションのような妖しげな輝きを見てとって、里津子はひそかに背筋を震わせた。




　午後十一時近く、店を閉めた里津子は白い息を吐きながら、住居を兼ねた深水のショップを目指していた。一足ごとに、踵から尾てい骨へ、快楽への期待が波のように寄せる。まるで雲の上を歩いているようだ。

（あのキジ肉と同じように、今度は私が彼らに解体されて、貪り食われる……）

　そう思うだけで、被虐的な悦びがこみ上げて、里津子の瞳は濡れ濡れと輝きを増した。

　そんな里津子を迎えたカミーユは、

「……ようこそ、素敵なフェザンちゃん」

　ワインの酔いで上気した顔に、淫らな微笑みを浮かべて里津子を抱きしめた。フェザンは、フランス語で雉のことだ。深水夫妻も、里津子と同じ官能の疼きと共にメインディッシュを味わっていたことを知って、里津子はさらに興奮する。




「……あ、アァ……ッ」

　熱いほど暖房を効かせた店内。中央に置かれた大テーブルにディスプレイされているのは、里津子自身だった。

　その唇には深水が、素裸に剥かれた下半身の秘唇にはカミーユが、それぞれ濃い赤ワインを口移しに注ぎ込んでくる。忍び込むのはワインばかりではない。ワインよりさらに濃く熱い、執拗な舌が里津子の体内を掻き回し、これでもか、というように乱していくのだ。

　里津子の両手は、生け贄よろしくテーブルに縛り付けられていて、上下から激しい刺激に襲われていても、手を開いたり握ったりすることしかできない。

「……あウゥッ、もぉ、やめて……熱いの、身体の奥が熱くて……っ！」

　左右に首を振って深水の唇から逃れた里津子が、かすれた声をあげる。けれど里津子は、快楽の責め苦から本当に逃れられると思っていない。懇願は、深水夫妻の嗜虐心を掻き立てるスパイスだと、里津子の身体が知り尽くしている。

「ふふっ、嘘つきだね、里津子。そうやって僕らを煽ろうとして……」

　案の定、深水はギラつく欲望に唇を歪め、テーブルの上に膝を乗せた。




「本当はもっともっと熱くして欲しいんだろう、里津子……」

　そう言いながら、深水は里津子の顔をまたいで腰を下ろし、掴み出した肉剣を里津子の唇に押し付ける。熱く硬く、脈打つそれは、すでに里津子の喉奥まで届く大きさに育っていた。

「むぅ……苦し……許し、ん、ングッ！」

　男の体重をかけられた胸が苦しくて、やむなく開いた口を、深水の怒張が貫く。ズクズクと脈打つ肉剣が舌根をこすり、喉の奥まで届くたび、息詰まる苦しさと、自分で自分を貶めているようなアブノーマルな悦びが沸き立った。

　眉を寄せ、涙を零しながら肉剣を頬張る里津子を満足そうに見下ろしながら、深水は里津子の顔の両脇に手をついて、激しく腰を振る。

「……んぉおッ、おッ……」

　里津子の瞳を潤ませるのが苦痛ばかりではないことを見て取った深水が、振り向いてカミーユに、

「おやおや、カミーユ、見てごらん、この子はいやらしいオモチャのように扱われているのに、こんなに感じているよ。それどころか、まだ足りないみたいだ」

「まあ、本当……なんて淫蕩な表情なの？　リツコ、たまらないわ……」

　赤ワインで唇を血のように染めたカミーユが、里津子の股間から身を離してその顔を覗き込む。女吸血鬼さながらの妖艶な笑みを浮かべ、里津子の頭上で深水と貪るようなキスを交わした。

（この人達は、私を使って自分達の欲望を高めあっている……）

　里津子の心の中で、かろうじて保たれた自我が、そう呟く。けれど、不思議と寂しさや嫉妬は感じなかった。瞬間の快楽に身を委ね、嬲られる乙女になりきるのは、他の男女には女王様のようにかしずかれることの多かった里津子にとって、痺れるほど新鮮な体験なのだ。




　カミーユはキスの後で、再び里津子の秘所を攻め始める。

　今度は女にしては長い、関節の張った指が里津子の秘唇に埋まり、リズミカルに前後した。舌よりもさらに奥へ突き上げる刺激に、里津子は不自由な身体をくねらせて悶絶する。深水に口を塞がれているため、実際には、ングングと濡れたうめきをあげることしかできない。

（指……ッ、カミーユのゆびが……ああ、増える…二本ッ、さ、さんぼんッ……気持ちイイッ！）

　里津子は頭の中だけであられもないよがり声を振り絞った。

　ところが直後、もう達しかけている里津子の蜜壷は空っぽになってしまう。物足りなさに目をすがめる里津子に、

「大丈夫、そんな顔をしなくてもすぐにイかせてあげるから……」

　深水は猫なで声で言うと、片手を後ろに回し、いじられてもいないのに硬く尖って上を向いた里津子のバストを撫で回した。

　甘い快楽に里津子が蕩けかけたとき、カミーユの濡れそぼった指で、秘唇をグッと開かれる感触がした。ついで、ヒヤッとした硬い何かが、里津子の柔らかな蜜壷に食い込んでくる。

　何をされようとしているか理解した里津子の目が、今度は怯えた少女のように見開かれた。




「はぅううッ！」

　ワインの肉厚な口天部が、繊細な粘膜を押し広げた瞬間、里津子は痛いほど大きく口を開いて悲鳴をあげた。けれど、カミーユの指技でたっぷりと潤い、ふやけきった里津子の秘口は、歓喜の蜜を零しながら異物を受け入れてしまう。

「んぉおッ、おぅッ、んんッ！」

　ズプズプと柔壁を穿って異物が出入りするたびに、子宮がひしゃげるような強烈な刺激が里津子を襲った。刺激はすぐさま快楽の火花となり、目の前でバチバチと爆ぜる。

　里津子は喉奥で深水の分身を絞め上げながら、うつろな目を見開いたまま、神経が焼き切れそうな悦楽に溺れた。

（こわ、壊れる、壊れちゃう、でもいい……いィッ！）

「おぉっ、里津子すごいぞ、奥が締まってアソコみたいだ……カミーユ、カミーユ、里津子をもっと虐めてやってくれ！」

　快楽のあまり、深水は吠えるような声をあげ、ラストスパートをかけるように激しく腰を揺する。夫に応えて、カミーユがさらに激しくボトルをピストンさせた。同時に左手の指先で、紅く脹れあがった里津子の股間の肉芽を嬲る。

　感じやすい粘膜の全てを蹂躙され、里津子の自我は獣じみた性感に呑み込まれてしまう。

（奥ぅ……奥が、ゴリゴリッ、いいッ……イく、イく、イッちゃうー……ッ!!）

　里津子のしなやかな肢体は、陸に打ち上げられた人魚のように激しく痙攣した。

　エクスタシーの頂点で噴出した里津子の愛液が、ボトルの内側に、つうっと滴っていく。ほぼ同時に、里津子の喉奥で、熱く粘つく深水の欲望が爆発した。




　ハアハアと荒い息をついていた三人のシルエットは、やがて位置を変えて、再び妖しく絡まり合った。




　翌日、深水のショップは定休日だが、里津子のビストロはほぼ年中無休だ。明け方まで荒淫に浸っていた身体に活を入れるため、里津子は昼過ぎには出勤した。匂い立つような艶を放つ里津子に、すれ違う男達がギラついた視線を向けたものだ。

　ランチ営業をしない店の開店までは、四時間以上ある。里津子は店中のボトルとグラスを磨きあげるつもりだった。ところが、ワインのボトルを見ていると、昨夜自分を貫いた感触を思い出して、里津子の女芯はやるせなく疼いてしまう。

　がらんとした店内に電話の音が鳴り響いたのは、そんなときだ。

　淫らに騒ぐ胸の内を誰かに覗かれたような気分で、里津子は慌てて受話器を取った。

「……すみません、昨夜お邪魔した者ですが」

　男の声に、里津子は片眉を上げた。自らの美貌をひた隠しにしていた、あの奇妙な客だ。

「……いつもありがとうございます。江え隅すみ様、ですね」

　里津子の返事に、男は驚いたように口をつぐむ。一つ息をついてから、

「ええ、そうです。昨夜、そちらで落とし物をしたようなんですが、見かけませんでしたか？　銀色の小さいイヤーカフスなんですが」

　と、こたえた。

「……申し訳ありません、昨夜は気づきませんでしたが、もう一度お探ししてご連絡いたしますので、お電話番号を頂戴できますか？」




　江隅が落としたというイヤーカフスは、そのつもりで探すとすぐに見つかった。昨夜彼が座った席の後ろに置かれた、観葉植物の鉢籠の中に落ちていたのだ。

　銀の板を成形したらしい、二センチほどのアクセサリーを摘まみ上げた瞬間、里津子は二度目の驚きに息を呑む。

　金属のひんやりとした感触がした後、炎に触れたように指先がチリリと痛んだ。女のボディラインを思わせる流麗な打ち出し模様が全体に施され、耳の縁に当たる部分には、シロツメクサのような小花の連なりが線刻され、金粉で飾られている。目を寄せても細部が見分けられないほど細かいのに、里津子は一瞬、甘く熟した花の香りに包まれたような気がした。

　可愛い、美しい、という言葉では足りない。なまめかしくミステリアスな輝きを放つアクセサリーは、まさに江隅の本質を写したものに思われた。

（これ、あの人の作品なんだわ……）




　里津子は江隅に電話をかける前に、店のパソコンで彼の経歴を調べた。

　フルネームは江隅七緒。数年前に、地方のビエンナーレにシルバークラフト作品を出品し、複数の賞を得るまでの経歴は、一切不明。年齢も工房の場所も明らかにされていない。今時のアーティストとは思えない露出の少なさだ。

（人に知られたくない過去でもあるのかしら……）

　あの美しさを思えば、恋愛絡みのトラブルに巻き込まれていても不思議はない。

　好奇心を抑えきれず、里津子は江隅に電話すると、見つかった落とし物を届けると申し出た。

　押し問答のあげく、半ば強引に江隅の工房を聞き出した里津子は、ソムリエールの格好にコートを引っ掛け、バッグも持たずに店を出る。

　里津子の店は知る人ぞ知る隠れ家的なビストロで、駅から離れた住宅街の中にある。そこから江隅の工房までは徒歩圏内だった。彼が店に来るのは、単に近くて便利だったかららしい。




　江隅の工房は、ガレージのように素っ気ない平屋だった。小洒落た注文住宅が並ぶ界隈で、生い茂る庭木に埋もれたような一角は異彩を放っていた。

　里津子のノックに応じてドアを開けた江隅は、仕事中だったのか長い髪を結んで背中に流していた。その美貌はやはり衝撃的で、里津子は呼吸を乱さないようお腹に力を入れざるを得ない。

「……すみませんね、わざわざ」

　江隅は、相手のそんな反応に倦み疲れた者特有の、けだるい表情でそう言った。

「……いえ、昨夜のうちに見つけてご連絡できなかったのは私どもの不手際ですから……」

　抑えた口調で言って、里津子はポケットからイヤーカフスを取り出した。

　江隅は、おそらく金属の屑や焼き入れの際の煤で汚れたらしい掌を、無造作に里津子に差し出す。そこに銀細工を置こうとして、里津子は躊躇った。江隅が不審そうな表情で里津子の顔を見る。

「……ほんの短い間なのに、この作品に魅入られたようです……指先から離れてくれないわ」

　里津子は諦めたように言うと、イヤーカフスに目を落とした。唇から溢れた言葉は本音だった。さらに言えば、この銀細工は江隅自身だ。

　ほんの短い間なのに、里津子は得体の知れない美貌のアーティストに魅入られてしまっていた。




「……貴女は、興味を引かれた客とは、片っ端から寝てみたくなるひとなの？」

　江隅は端正な顔に疲れたような表情を浮かべ、深水夫妻との仲をほのめかすようなことを言う。けれど、里津子はそんな言葉で動揺するほどウブではない。

「どんな解釈をなさるのも貴方のご自由ですわ」

「僕は……それほど面白い獲物じゃないよ」

「……それは、作品に貴方の全てを移しているから？　江隅さん、貴方は本当は、私と同じ種類の人間なのではありませんか？」

「……どんな解釈も、貴女のご自由ですよ」

「貴方がご自身を隠そうとすればするほど、作品はあでやかに、妖しく、触れた者を虜にする……見るだけじゃダメ。触れなくては真価がわからない。貴方がそれにお気づきになったのは、いつのことなんでしょう」

　二人の会話には、秘密を暴こうとする者同士のような緊張感が張りつめる。里津子のうなじは、言葉の鞭を振るい合うような高揚感に、ザワザワと粟立った。

「貴女は……」

「しいや、です。申し遅れましたが、椎谷里津子と申します」

「……椎谷さんは、僕が思った通りの人だな」




　思いがけない江隅の言葉に、里津子は子供のように小首を傾げた。そんな里津子に、江隅は初めて活き活きとした微笑みを向ける。

　その瞬間、里津子の心に黄金色の花が咲いた。向日葵やチューリップではない。あのイヤーカフスに彫り込まれていたような、小さくて繊細で、それでいて淫微な謎めいた花だ。

　江隅は笑みを収めると、里津子の指先から銀細工を奪い取った。そのままドアの向こうに後ずさる江隅に誘われるように、里津子も一歩室内に踏み込む。

　江隅が空いた手を里津子の背後に回し、ガチャリと鍵をかけたとき、里津子は自分が今までと次元の違う場所に踏み込んでしまったような気がした。




　戸口に立ち尽くす里津子を残したまま、江隅は工房の窓際に接した巨大な作業机に向かう。その上には、大小様々な銀の板や、工具や、未完成らしき細工物が散らばっていた。

　江隅はそこに腰掛けると、蠱惑的な上目遣いで里津子を見る。

「楽しいこと、気持ちいいことにはリスクがつきもの。いや、むしろ、危険と隣り合わせでない快楽なんて、本物じゃない。心か身体のどちらかに火が付いたら、それを打ち消したり躊躇ったりするのは愚かなこと……椎谷さんは、そう思っている」

「……！」

「わかりますよ。僕も、そんな風に思っていたから」

「今は違うんですか？」

　江隅は手にしたイヤーカフスを弄びながら、

「……これを間近に見て、触れたんですよね？　ここに彫ってあるのが、何の花かわかりますか？」

　無言で首を振る里津子に、江隅は今度はモナリザのようにアルカイックな微笑みを向けた。

「これは黄楊。黄楊の花ですよ」

「……ツゲ、ですか、あの、櫛や何かの材料になる？」

「そう。花言葉は、〝禁欲〟……」




　江隅の唇から漏れた言葉は、里津子には、真逆の意味を帯びて聞こえた。あの花は官能の蜜に塗れ、里津子に甘い戦慄を感じさせる香りを纏っていたではないか。靄がかかったように淡く輝く江隅の瞳も、里津子の感覚が間違っていないことを教えてくれる。

「触れずに、堪える……欲しくて、飢えて、狂いそうになったとき、初めて開く花がある。貴女はそれを、見てみたくない？」

　里津子は、ゴクリと喉を鳴らした。江隅の言葉が、具体的にどんなことを指しているのか、里津子にはわからない。けれど、極限まで堪え飢えることの果てに花開くのは、どんな感覚なのか。里津子は、さらに一歩を踏み出しながら、

「……見たいわ……見せてください……」

　震える声で、そう答えている。

「やっぱり貴女は、僕が思った通りのひとだ……」

　江隅の微笑は、里津子がまだ体験したことのない、強烈な刺激と悦楽の渕を覗かせる淫蕩なものに変わっていた。




　里津子は江隅に命じられるまま、着衣を全て脱ぎ捨てた姿で、工房の床に佇んでいた。

　江隅はカモフラージュの地味さを拭い去り、魔性の炎のような麗しさをゆらめかせながら、作りかけらしい大降りの銀板を手にしている。

「……僕が貴女のお店に通うようになったのは、貴女がかつての自分と似ている、と感じたからなんですよ」

　江隅は呟くように言いながら、銀色に輝く表面を指先で撫でさすった。その手つきは、性愛の冒険を重ねてきた里津子ですらおののくような、底の知れない淫らさにあふれている。

「ふ……ッ……」

　得体の知れない昂揚に紅く色づく里津子の唇から、熱い喘ぎが漏れる。江隅は淫らに蕩ける美しい瞳を銀板に据えて、

「僕はもう、女性にも男性にも触れない……触れたいと感じるひとを見つけたら、その欲情を全て、この冷たい銀の塊に注ぎ込む。そう、貴女の言葉は正解でしたよ。僕は僕の本質を、ここに写し取っているんです……こうやって、ね」

　いつの間にか手にしていた同じ銀色の細いタガネを、小さなハンマーで銀板に打ち付けた。

　キンッ！　と高い音が、里津子の身体のどこかをハープのようにかき鳴らす。




　江隅は数度続けてタガネを打ち込んだ。その都度、銀板はしたたかな愛撫を受ける柔肌のように変形し、極小のダイヤの表面のような刻印を穿たれてゆく。

「……はぁ……ハァ……ッ」

　捕食者に魅入られた小動物のようになす術もなく喘ぎながら、里津子は江隅の美貌とその手元から目を離すことができない。

　江隅の手で傷つけられ、変成され、彼自身を昂揚させるための〝禁欲〟の生け贄にされていくのは、里津子自身だった。

　江隅は、ただ人目を避けるためだけに、里津子の店を選んだわけではない。自身の情念を煽り、創作意欲に捧げられる生け贄の子羊として、里津子に目をつけていたのだ。江隅は指一本触れることのないまま、銀細工と同じように、里津子を蹂躙し、思うままに捏ね回していく。

　キンッ！

　ひときわ高い音がたち、より太く、先端が扁平に広がったタガネが打ち付けられた。

「く……ッ」

　里津子は崩れそうになる膝に力を込めて、唇を噛み締めた。里津子ほど性愛の冒険を重ねていなければ、それが残酷なまでに強烈な愛撫だとわからなかったはずだ。

　タガネは江隅の舌先であり、ハンマーはその指だ。

　江隅の表情は今や、獲物を嬲る美しい肉食獣のそれだった。




　全身にタガネとハンマーの愛撫を受け、妖しいプリズム模様と蕩けそうな熱を帯びる銀板に、江隅は目を細めて息を吹きかける。今まで感じたことのない、死にそうにもどかしくて、焼け爛れるように熱い刺激に歪む里津子の顔に目を据えたまま、江隅は鮮やかな桃色の舌を伸ばして、銀板を舐めた。

「ァア……！」

　その瞬間、里津子の蜜壷を、被虐の窮みの快感が突き上げる。淫泉の水源がキュンッと波立ち、腰を振らずにいられないせつなさが背筋を駆け上った。

「……ぁ……触って……お願い！　私、こんな感じ方……ダメ、おかしくなっちゃう……お願い、お願いぃッ！」

　里津子は両手で頭を抱え、豊かに成熟したヒップをなりふり構わず振り立てながら懇願した。駆け引きも何も考えられない、自分でも驚くほど飢えきった声が出る。

「言ったでしょう？　花言葉は、禁欲……僕は触れない。もちろん、僕の前でどんな花を咲かせるかは、貴女の自由ですよ、椎谷さん」

　江隅の声は情欲に濡れているのに、他の男達のような獣性は少しもなかった。蒼白の頬がかすかに上気し、教会の壁画に描かれた天使のようなあどけなさが漂う。けれどその表情と声は、容赦なく里津子を異様な快楽の底に陥れていくのだ。




「ッ、はぁ、はあァ……」

　里津子はプライドをかなぐり捨て、江隅の凝視の中で、立ったまま自分の胸の膨らみに掌を当てた。こんな行為は、初めて性の悦びを教えこまれた十代の頃以来だ。けれど、江隅の視線に磨ぎ澄まされた肌は、今までに受けたどんな愛撫よりも激しく、里津子自身の手に反応した。

「んあッ!?　ど、どうして……ぇッ!?」

　驚いた声をあげながらも、里津子の手は止まらない。硬くしこった胸の尖りを潰すようにきつく擦り、全体を揉み立てるだけで淫泉までも沸き立ち、摺り合わせる腿の奥でクチュクチュと音をたてる。

「どうしようもないほど感じるでしょう？　貴女は今、僕自身でもある……僕が貴女に感じてほしいことが、これを通して……」

　江隅がチロリと唇を舐めると、その美貌に悪魔めいた陰影が加わる。江隅は銀板を机に戻すと、さらに太いタガネを、カツッ、と打ち込んだ。

「ひぃンッ！」

　里津子は高く鳴いて身を反らせた。その一撃が、江隅の分身となって里津子の蜜壷を貫いたのだ。

「貴女の中に入っていく……」




　カッ、カカッ、カン！

　江隅がハンマーを打ち降ろすたび、里津子の淫泉は、実際に太いタガネで掻き回されているように激しく波立った。

　江隅の声とまなざし、そして硬い金属を加工する仕種だけで、里津子はイかされようとしている。最も過敏な蜜壷に指を埋めれば、絶頂はすぐにもやってくるはずだった。けれど、それでは江隅の強いる〝禁欲〟の果ての花は開かないのだ。

　欲しくて、飢えて、狂いそうになったとき、初めて開く花。

　里津子は初めてその香りに包まれ、絡み付く花弁に感覚の全てを支配されようとしていた。

　里津子は、飢餓感の果ての奇妙な充実を味わいながら、泣き笑いの顔で江隅と目を合わせる。

　江隅の瞳にもエクスタシーの予感が漲り、里津子を賞賛するように濡れ輝いているのが嬉しかった。

「ひ……っ、ひら、く……私、開くぅ……ひらいて、あなたと……あハアッ、ハアッ、はぁぁあああん……ッ！」

　開いていくのは、身体だけじゃなくて、心もだ。

　里津子は魂そのものが江隅と溶け合うような充実感を貪りながら、立ったまま初めて味わう不思議な絶頂の炎に包まれていった。




「……今、ひとつになれたのが、わかった……？　貴女はやっと見つけた、僕と〝禁欲〟を共有してくれる共犯者だ。もう離さないよ、決して……」

　精根尽き果てて床に倒れ込む里津子を、素早く抱きとめた江隅の声が、遠く響いた。




　江隅はそれから、少しずつ里津子に触れるようになっていった。

　それでも二人の愛の交歓は、世間的にはかなりアブノーマルな〝禁欲的〟なプレイだろう。しかし、里津子はそんな日々に、自分でも驚くほどの昂揚と充足を感じている。

　江隅と里津子は、お互いを通じて自分の感性を研ぎすまし、乾いた土地に未知の花を咲かせるように、悦びを育て合っているのだった。それは、深水夫妻との行為と似ているようで異なる、二人きりの儀式だった。

　江隅との絆が深まるにつれて、ワインへの感性も鋭くなってきたような気がする。危うさと隣り合わせの美味は、もう必要なかった。危うさとは、しょせん未熟さなのだ。里津子は、焦りを抑えて成熟を待つ〝禁欲〟の価値を知るようになっていた。




「お二人の仲に、私が入り込む隙間なんて、本当はなかったんです」

　そんな言葉でこれまでの関係を清算する里津子を、深水夫妻は眩しそうな目で見つめたものだ。カミーユの瞳には、失って初めてその真価を知ったような、やや呆然とした色があった。

　けれど、里津子はもう彼らを振り返らない。

　仕事を終えた里津子が向かうのは、洒落たワインショップではない。今の里津子にとって最も大切な場所は、どんな性戯より逞しい肉剣より里津子を狂おしく酔わせる、歪んだ禁欲主義者の麗人のいる所だった。





アブない店長―純情天使に魅せられて







　駅から離れた住宅街の一角に、お洒落な温室のようなガラス張りの一軒家があった。エントランスのドアはシックな木枠で仕切られたガラス製で、上部の半円形部分には凝った書体で「ｃｕｖｅ」と記されている。

　そのドアの前には観葉植物の鉢と、ワインボトルが一杯入った大きな籠。籠の後ろには、商品名と思われるアルファベットと値段らしき数字が書かれた黒板。洋酒か輸入食材のショップかもしれない。




　仁に井いさつきは、俯きがちだった顔を上げ、思わずその店に歩み寄る。いつもは俳優養成所から居酒屋のアルバイトに直行し、終電ギリギリで帰るので、平日の日暮れ前にこの辺りを歩くことなど滅多になかったのだ。

「……そのバイトも、クビになっちゃったけどね……ああ、これからどうしよう!?」

　不景気だから……と、店主は口を濁していたが、解雇を告げられたのは、地味で無愛想で接客が苦手なさつきだけだった。

　二十歳で田舎を飛び出してから、もう四年。舞台でもテレビでも、エキストラに毛がはえたような役しか回ってこないけれど、それでも夢を諦めることだけはできない。

　さつきは唇を噛んで溜め息をこらえる。

　そのとき、さつきの目に、黒板の隅に書かれた「アルバイトスタッフ募集中」の文字が飛び込んできた。

「居酒屋より閉店時間は早そうだけど、アパートに近い分、朝の開店準備のスタッフとして働けるかもしれない……」

　いつものさつきなら、こんな気取ったムードの店には気後れするばかりだったろう。けれど、クビのショックと将来への不安が、さつきをちょっとやけっぱちな気持ちにさせていた。




　カランとドアベルが響くと、店の中央に据えられた大きなテーブルに屈みこんでいた人影が、腰を伸ばしてさつきを振り向いた。

　一八〇センチはありそうな長身に、頬骨の高い彫りの深い顔立ち。オールバックの髪は茶色に染められている。四十代だろうか、目元の笑い皺がいかにも〝大人の男〟のムードを醸し出していて、さつきは一瞬、逃げ出したくなった。

「……いらっしゃいませ？」

　男は低めのソフトな声で、少しいぶかしむように言う。

「……あっ、あの私、アルバイト募集って、外の黒板で見て、ですね、ええっと、ダメ元みたいな……勢いで、つい……」

　すっかり舞い上がったさつきは、しどろもどろになって余計なことまで口走ってしまう。

　男は、一瞬困ったように寄せた眉をゆるめ、さつきの言葉が終わる前に、愉快そうに笑い出した。笑い皺がクシャッとなると、やや不良っぽかった印象が、悪戯坊主のように和らいだ。

「……し、失礼、ダメ元は傑作だったな。そんなことありませんよ、ウチは『キュヴェ』というワインショップですが、ワインに興味が？」




　深水真しん太た郎ろうは、両手でバッグを抱え込み、小走りで去っていく新しいアルバイトの後ろ姿を眺めた。

　お世辞にも美女とはいえない、平凡なセミロングに、野暮ったいジーパン姿。俳優養成所に通うタイプには見えなかった。が、すでに一人決まっていたアルバイトを、咄嗟にもう一人増やそうと思ったのは、彼女のアパートが店から徒歩数分の近所だったからだ。駅から遠い立地では、開店作業ができる人材を見つけるのは案外難しい。交通費不要も魅力だった。

　いや、本音を言えば、さつきの切羽詰まったような表情を見過ごせなかったのかもしれない。

　いつも深水の周囲に絶えなかった、お洒落でセクシーで退屈嫌いの女たちとは別の生き物ののように、垢抜けなくて不器用で、寂しそうな娘だった。そしてその雰囲気は、人生で初めてといっていいほどの孤独の中にいる深水に、妙な親近感を与えたのだ。




「深水さんご夫妻の間に、私の入り込む隙間なんて、なかったんです」

　妻と二人で、小悪魔的なペットを手懐けるように可愛がってきた若いセフレは、そんなことを言って深水の前から去っていった。皮肉なことに、

「……貴方との結婚生活は、スリリングでセクシャルで素晴らしかったけれど、全てがプレイにすぎなかった。私が本当に求めていたのは、故郷の大地に根を下ろす生活……あの娘が、それに気付かせてくれたの」

　フランスから連れ帰った金髪の妻が、そう言って故郷に帰って行ったのはその直後だった。

　深水は一気にひとりぼっちになってしまったのだ。数年前には複数いた女友達とも疎遠になっていた。妻に逃げられたから、と連絡を取る気にはとてもなれない。妻と二人きりで経営していたショップに人手が足りなくなったのは事実だが、深水は心のどこかで、まだまだ若い娘にとって自分が魅力的であることを、証明したかったのかもしれない。




「……ちょ、ちょっと肌寒いですね！」

　ボディラインをあらわにする薄手のカットソーの肩を抱いて、小お鹿しか珠じゅ里りが鼻白むような声を出した。

　深水は、店の地下に造った二畳ほどのワインカーブに、珠里を案内したところだ。




　明るい茶髪に派手目のメイク。名前の通り子鹿のようなクリッとした瞳。ミニスカートから伸びるすんなりした脚に、ピンヒールのパンプスがよく似合う。これまで深水の周囲を彩ってきた女達と同レベルの珠里は、意外なことに元社長秘書だった。

　珠里は勤め先が急に倒産したため、次の仕事を探しながらできるアルバイトはないかと思っていたという。

「だから長期バイトは無理かもしれないんですけど、こんな素敵なお店で仕事できたら、毎日の張り合いになると思うんですよね」

　甘えるような上目遣いでそう言う珠里からは、深水へのただの興味を超えた関心が感じられた。深水がフランスで培った優雅さで彼女の手を握ると、珠里は頬を染めて強く握り返してきたものだ。




「そう、ここは常に十六から十七度に保たれているからね。小鹿さんは物覚えがいいから、時々ここにお客を案内してもらうかもしれない。何か羽織るものを持ってきた方がいいね」

　周囲の棚には、手頃な値段のワインはもちろん、産地や年代ごとに仕分けられた数万円単位のヴィンテージものが眠っている。実際、元秘書だけに珠里はその分類法や特徴をすぐに覚えた。

「そんなぁ、私、ワインの味とかは全然わからなくて……」

　嬉しそうな気持ちを隠しもせず、口先だけで謙遜する珠里が可愛らしくて、深水は口許をほころばせる。

「あ、今、馬鹿にしましたね！」

　珠里はふざけて拳を振り上げた。と、その手が棚に当たり、ガチャッと音をたてて数本のワインボトルが揺れた。

「すみません！　私ったら……良いワインって、揺らしちゃいけないんですよね、ごめんなさい、どうしよう……」

　おろおろする珠里の、宙に浮いたままの拳を掴み、

「そうだよ、よく勉強してるんだね……だから、慌てん坊の子鹿ちゃんにはお仕置きをしなくちゃね」

「こ、こじかじゃなくて、おしかですぅ……」

　眉を寄せ、泣きそうな顔をする珠里の耳朶を、深水は軽く噛んだ。

「……っ！　」

　ビクン、と肩を強張らせて、珠里がきつく瞼を閉じた。だが、その頬はすでに仄かな桃色に染まり、彼女が〝お仕置き〟への期待に胸を高まらせているのが、深水には手に取るようによくわかった。




「いや……寒い……」

「大丈夫、すぐに暑いくらいになるよ」

　深水は、ワインカーブの頑丈な扉に押し付けた珠里の腿に、掌を這わせる。

　深水が腕によりをかけたディープキスにあっけなく陥落した珠里は、身をくねらせるだけで抵抗らしい抵抗をしない。その、熱く柔らかな秘唇に、深水の指先はたやすく届いた。ストッキング越しに、柔らかな狭間に指を潜り込ませてグルグルと円を描く。

「やん、そん、な……んっんっ！」

　珠里は顎を上げ、困ったような表情で、深水の肩にすがりついた。




「初めて会った時からステキなおじさまと思ってたけど……まだバイト始めて一ヶ月なのに……あぁん、どうしよう、今日、下着がバラバラ……！」

　手慣れた舌と指の愛撫にトロトロになりながらも、珠里はちゃっかりそんなことを考えている。

　深水はルックスも性格も、元の職場の小太り社長とは比べ物にならなかった。若い頃から相当遊んできた雰囲気だったが、自分も似たようなものだった珠里には問題ない。むしろ、格好よくてＨが上手なおじさまなんて、現実では宝くじの一等くらい貴重な存在だと思った。惚れっぽい珠里は、仕事中に深水と二人きりになるたびに、勝手にデート気分を楽しんでいたのだ。

「こんな場面、ホントは何度も想像したけど、現実になっちゃうなんて……」




　その時、冷たい指が、パンティの裾から忍び入って、珠里の秘唇に直接触れた。深水が指先だけで、器用にストッキングを引き裂いたのだ。

「ひんっ！　つめた……ぁ、ひどぉい、破かないでぇ……」

　珠里は一気に膝下まで伝染したストッキングと、体内に埋め込まれた氷の棒のような存在感の両方に、恨みがましい声をあげる。

「ごめんよ…子鹿ちゃんのココがあんまり可愛かったから……ガマンのきかないおじさんは、嫌いかな？」

　深水は囁くと、珠里をからかうように耳の中に舌先を入れたり出したりした。舌の動きと連動して、深水の指が珠里の秘口を出入りする。

「ふぁっ、あっ、ず、ずるいぃ……そんなこと、ぉんッ！」

　クチュリ、クチュリと指ピストンが続くと、珠里は甘く尾を引くよがり声しか出せなくなった。二人の間に熱気が篭もり、ガラス戸が白く曇っていく。

「ダメ……ホントにトロけちゃう、さすがに上手だわ、おじさま……っ！」




　いつの間にか、すっかり火照って湿った深水の両手が、珠里のヒップに回る。今度はウエストから差し入れた手で素肌に触れ、小ぶりな双球を揉みしだいた。

「……嫌いじゃないなら、おじさんのを子鹿ちゃんの中に入れても、いい？」

　快楽のあまり、上がりっぱなしの珠里の顎先を甘噛みしながら、深水が悪魔の誘惑のような声で囁く。

「こんな寒い所で……立ったまま、なんて……」

　そんな気持ちとは裏腹に、珠里はガクガクと頷いていた。

「いい子だ……じゃあ、おじさんのを出して……わかるね？」

　快楽の悪魔は、キスの間に露出させられていた珠里の胸の谷間に顔を埋めて言うと、寒さと快楽で硬く立ちあがった蕾をカリッと噛んだ。

「あィッ……はぁ、はぁああ……」

　珠里は魅入られたように瞳を潤ませ、喘ぎ続けることしかできない。深水の言う通り、珠里の全身は熱いくらいに火照り、胸の膨らみの下にはうっすら汗をかいていた。

　ともすれば仰向いてしまう顔を必死で下に向け、珠里は思い通りに動かない手で深水のズボンに手をかける。その股間で、深水の分身はまだ育ちきっていない。それなのに、なんとか掴み出した肉棒は、珠里の掌よりずっと大きかった。

「……あぁ……おっきぃ……！」

　期待に濡れた、溜め息のような声と一緒に、珠里はおずおずと深水の分身を撫でさする。




　舌なめずりするような、珠里の淫らな声に、深水の興奮はいやまさった。若くしなやかな指の感触に、深水の股間は急激に育っていく。

　深水はグッと腰を進め、分身を珠里の秘口に挟んでヌルヌルと擦った。

「あん、あつぅ、熱い……っ！」

　驚いて手を離した珠里が、再び深水の腕にすがりついて、高い声をあげた。むっちりと熱く、たっぷり潤った牝花が、深水の肉剣をねだるように絡み付く。深水は喉を鳴らし、その熱さと弾力を楽しんだ。

「……やぁ……っ、ふかみ、さん……エッチな顔ぉ……」

　珠里の言葉にもひるまず、

「エッチなおじさんが好きなんだろう……それに、僕にこんな顔をさせるのは、子鹿ちゃんの……」

　ココだよ、と言いざま、深水は一度腰を落とし、両手に鷲掴んだ珠里のヒップを持ち上げるようにして、立ったまま分身を埋めこんだ。すっかりトロけきった珠里の秘口が、チュブッ、と歓喜の音を漏らして深水を受け入れていく。

「ふぁあああんッ！」

　赤ちゃんのような鳴き声と同時に、珠里の腕に力がこもった。




　片足を抱え上げられた不安定な姿勢で、珠里は深水の巧みな腰遣いに翻弄されている。

「あっ……あぁん、すごい……っ、ふぁっ、ふぁッ！」

　深水さん、と言いたいのに、灼けるような熱さで淫泉を掻き回す肉剣に揺さぶられ、まともな言葉にならない。

　深水の首にかじりつき、震える片足と、ヒップを支える深水の手だけを頼りに、その攻撃を受け入れるしかない。その手さえ、お尻の膨らみを左右に引き分けたり、果ては中心の禁花をつついて悪戯するのだから、珠里はもう快楽の悪魔の虜だった。

　浅く速いリズムで淫泉の水際を嬲られる。そのもどかしさに腰をくねらせかけた瞬間、珠里のヒップにかかった深水の手に力が入り、その分身が淫泉の底を激しく突いた。

「くんんッ！　やぁ……っ、いじめ、ないでぇ……」

　珠里の悲鳴に、

「いじめてなんかいないさ、可愛がってるんだよ、子鹿ちゃんのココも、嬉しいって、からみついてくるじゃないか……」

　深水は、背筋がゾクゾクするような声を被せ、さらに甘く激しく珠里の淫泉を波立たせる。

　珠里の下腹と首の付け根辺りで、むず痒いようなざわめきが生まれた。もうエクスタシーが間近に迫っているのだ。

「あぁ、もぉ……アアアアッ……！」

　ひときわ強くヒップを掴まれ、根元近くまでズン、と突き入れられた瞬間、珠里の目の裏に激しい火花が散った。




　男のものを離すまいと痙攣する珠里の秘口から、深水が思い切って分身を引き抜く。

　絡み合う三本の脚の下、フローリングの床に、二人の絶頂の証がポタポタと落ちた。




「……これ、離婚したっていう奥さんのものかしら…すごい高級品！」

　珠里は、未開封の箱のゴージャスさに溜め息をつく。お詫びとプレゼントを兼ねて、と深水が渡してくれたのは、フランス製の下着セットとストッキングだ。

　シャワーを借りて、お別れのキスをすると、珠里には深水が何年もつきあっている恋人のように感じられた。

「……深水さん……素敵だった……とっても」

「子鹿ちゃんも最高だったよ……これから、二人きりの時には、子鹿ちゃんって呼んでもいいよね？」

　共犯者めいた深水の微笑みに、珠里は同じような笑みを浮かべて頷いた。




　さつきのアルバイトのシフトは、朝の八時から十一時までの開店作業と、七時から十二時の閉店までだ。

　その日も、定時少し前にショップに入ると、スタイルのいいお洒落な女の子とぶつかりそうになった。

「……あっ、えーっと仁井さん、だっけ？　お疲れ様ー、頑張ってね！」

　女の子は、昼間のシフトで入っているバイト仲間だ。名前は、確か……。

「……小鹿、さん……ですよ、ね。お、お疲れ様でした」

　晴れやかな雰囲気に気後れして、さつきは口の中でもごもごと言う。まるで二人を比べるような、深水の苦笑混じりの視線が辛かった。

「こんなコを先に雇ってるなら、私なんか要らないはずなのに……」

　粘り強さには自信があるけれど、スロースターターのさつきは、まだセール品とヴィンテージの区別もつかない。客に味の特徴などを聞かれても、重めです、とか、軽めです、くらいしか答えられないのだ。

　幸か不幸か、その日は客足が多く、さつきは落ち込む暇もなかった。




　深水とさつきがやっと一息ついた時には、九時を回っていた。

「……あのう、今更ですけど、どうして私なんかを、その、使ってくれるんですか？」

　さつきが思い切って言うと、レシートを整理していた深水は、驚いたように顔をあげた。さつきが働きだして、すでに一ヶ月近く経っていた。

「……ホントに今更だね。どうしたの、辞めたくなったの？」

「違いますよ！　そうじゃなくて、私なんか、こういうお洒落なお店には合わないっていうか、かえって迷惑、みたいな……」

「その口癖、やめた方がいいよ」

「……くちぐせ？」

「私〝なんか〟ってヤツ。仁井さんは真面目だし、掃除も絶対手抜きしないから、すごく助かってます。それに、夢をかなえるためには仕事が必要なんだろう？　たいした給料でもないけど、僕の店なら残業もパワハラもないから、ちょっとは助けになれてるんじゃないかな……ま、それは、僕のうぬぼれだけど」

　何の気負いもない深水の声が、さつきの心に染み通った。自分を貶めるようなことを考えるな、とは養成所でも再三言われたことだ。

　夢にしがみつくくせに、自分に自信が持てない……そんな矛盾は、さつきの抱える最大のコンプレックスだった。

「ど、どうしたの、いきなり!?　僕、何か変なこと言っちゃったかな!?」

　深水に慌てた声をかけられるまで、さつきは自分が泣いていたことに気付かなかった。




「……す、すみません！　何でもないんです……私ってバカだなあ、って……」

「ある意味、バカじゃないと真剣に夢なんか追えないんじゃないかな。僕なんて、バブルの頃からその場しのぎで上手く立ち回ることしか考えてなかった……それでもこの店の前に何件か潰してるんだから、バカ以下さ」

　うろたえたように眼鏡をはずし、エプロンで目を拭くさつきに、深水は本心から言った。さつきが顔を上げ、まだ涙をためた瞳で、眩しそうに深水を見る。

　さつきの瞳に、意外に強い輝きを認めて、深水はちょっと驚いた。〝本当の自分〟になりたくて、派手な芸能界に憧れる、よくいる女の子とは少し違う、と深水は感じた。

「……俳優志望って、仁井さんは芸能界に入りたいの？　昔、モデル関係の仕事をしていたから、今でもちょっとは力になれるかもしれないけど……」

　思わずそう言う深水に、さつきはきっぱりと首を振り、

「私、役者になって声の仕事をしたいんです」

　さつきは見違えるように活き活きした表情になった。

「養成所で教わったんですけど、日本初の長編アニメ映画って、たった二人の役者だけで演じたそうなんです。それが、森繁久彌と宮城まり子。ね、大俳優でしょう？　私なんか……じゃなくて、私にはまだまだ遠い夢だけど、身体全部できちんと演技ができる役者として、声だけで人を感動させられるようになりたい……そう決心したんです」

　熱っぽく話すさつきは、ふだん猫背の背中をスッと伸ばし、少し大きく見えた。よく見ると、発声やストレッチにも真面目に取り組んでいるらしい身体つきは、最近の若い娘には珍しく健康的で伸びやかだ。その声には、確かにプロだけが持つ、クリアで快い響きがあった。

「……そうか……しっかり考えてるんだね。でも、役者の世界だって芸能界、つまり水商売みたいなもんだ。その純粋さは、いつか濁った水にさらされてしまうかもしれない」

　気圧された深水は、思わず冷や水を浴びせるようなことを言ってしまう。

　しかしさつきは、静かな覚悟を漂わせたまま、

「だからって、何もしないでいるのは、純粋さを守ることにならない……臆病なだけだと思うんです」

　呟くような声なのに、深水には、スポットライトを浴びるヒロインの決めセリフのように聞こえた。




　そんなある日、開店作業に来たさつきの様子がいつもと違うことに、深水は気付く。

　仕事に慣れ、最近ではちゃっかり者の珠里より頼もしい戦力になった彼女にしては、うっかりミスが目立つ。さつきが黒板を出そうとして、ボトルの詰まった籠をひっくり返したところで、深水は店内を飛び出した。

「……仁井さん、今日はどうしたの？」

　転がるボトルを拾いながら深水が聞くと、

「すみません……私、今日、ちょっと大きなオーディションがあって……」

　唇を噛むさつきの顔は青白い。よほど緊張しているのだ。深水は、自分のみぞおちまで痛くなるような気がした。

　さっさとボトルを籠に戻すと、深水はまだ最初の一本を握ったまましゃがみ込んでいるさつきの腕を引っ張って立たせた。すぐ横を通り過ぎて行く、通勤や通学者の群れも気にならなかった。

「顔を上げなきゃ！　仁井さんの声には本物の力があるんだ……身体全部で、その声に相応しい舞台を与えてあげられるのは、仁井さんだけなんだぞ！」

　無意識にさつきの両肩を掴んで、深水は自分でも驚くほど熱っぽい声を出していた。

　さつきが、おずおずと顔を上げる。その瞳は、崖っぷちにぶら下がって、手がかりを求める者のように必死だった。

　二人きりの店内だったら、口づけていたかもしれない。

　深水は、自分の想像に愕然とする。この垢抜けない、愚直なまでに夢を追う女の子が、いつの間にか深水にとって最高のヒロインになっていたのだった。

　年甲斐もなく抱き締めてしまいそうになる自分の腕を、意志力で押さえつけながら、

「……もっとも、僕〝なんか〟の言うことに、それほど説得力はないかもしれないけどね」

　なんとか苦笑してみせる。

　すると、それまで緊張と不安に凍えていたさつきに、眩しいほどの生命力が蘇った。さつきは眩しく輝く瞳で真っ直ぐに深水を見つめ、

「……ありがとうございます。頑張ってきます！」

　力強く美しい声で、深水の心を震わせた。




　その日、深水は心ここにあらずだった。

　次の仕事が見つかりそうだから、辞めるかもしれない。珠里にそうほのめかされても、身体で引き止める気にもなれなかった。さつきが苦手な自己アピールと取り組んでいる時に、不誠実な真似などできるはずがなかった。

「今まで、何人の女の子と並行してつきあっていても、その都度うまく切り替えて付き合ってきたのに……」

　珠里が不満気な顔で、いつもより早く出ていった店内で、深水は自嘲気味にそう思う。

　レジカウンターの中に座り込み、どのくらいぼんやりしていたのか。深水はガランガランと盛大に鳴るドアベルの音で我に返った。

　もう野暮にも地味にも見えない、堂々とさえ見える自然体のさつきが、頬を紅潮させ、息を切らしてすぐそばに立っていた。

「……！」

　深水も息を飲んで立ちあがる。思わず握ったさつきの手は、ほっこりと温かかった。

「深水さん、深水さんのおかげで、わ、私……！」

　その先は、ぼろぼろと溢れる涙に溶けて声にならない。が、深水には、自己卑下の鎖を断ち切り、鮮やかな演技に乗せた声でオーディション会場全体を支配するさつきの姿がはっきりと思い浮かんだ。

　深水は、思わずさつきの身体を抱え上げ、レジカウンターの上に載せていた。

「え!?　ちょっ……深水さ……」

「君を待ってる間、生きた心地がしなかった……愛してる、君の夢ごと、君を愛してるんだ、仁井さん！」

　おろおろした涙声で訴えるさつきをしっかりと抱き締め、深水はやっと、実際にさつきに口づけることができた。




　ドアにクローズの札を掛け、深水はさつきを抱き上げて奥の居住スペースに向かう。

　さつきとだけは、今までの女のように、店内で慌ただしく戯れることなどできなかった。妻と別れて以来、ベッド代わりにしていたソファに、そっとさつきを降ろす。

「……ここに誘うのは、仁井さんが初めて、なんだ……」

　深水の声は、少年のようにうわずった。さつきは潤んだ瞳のまま、悪戯小僧を叱るような目で微笑んだ。心が震えるまま、深水は組み敷いたさつきに、深いキスを繰り返す。さつきは息が苦しそうに、何度も身じろぎした。

　初対面から、さつきが性愛の悦びにまだ目覚めていないことを、深水は見抜いていた。それでも、初めて意識した純粋な愛を、押し殺しておくことはできなかった。

「せっかくのおめでたい日に、仁井さんの前にいるのが、こんな我慢のきかないおじさんで、すまない……」

　珠里の時には淫らにからかう気分だった言葉を、さつきの前に額をついて慈悲を請うように、深水は言う。

「そんなこと……」

　さつきは、やっと離れた唇を両手で覆い、新たな涙で瞳を潤ませながら首を振った。




　さつきの中では、嬉しさと感激と、改めて自覚した深水への想いがごっちゃになって、渦を巻いていた。

　思えば、最初に〝駄目元なんかじゃない〟と笑われた時から、さつきは深水に惹かれていた。けれど、深水のように洗練された大人の男が、さつきの夢を本当に価値あるものと認めてくれるとは、考えもしなかったのだ。

　男性に抱き締められる心地よさなんて、もう何年も忘れていた。けれど、抱き締められる以上のことに、快感をおぼえたことはない。さつきを抱き締めてくれた人は皆、地味で無愛想な声優志願者を〝オタク〟と蔑んで、一、二度抱いただけで放り出していった。

「そんな私を……私の夢ごと、愛してる……なんて……」

　深水の熱い告白が、さつきの心の奥の氷を融かしていく。

「……ッ、はぁ……はぁッ」

　今までになく火照った肌に、深水の唇はひんやりとさえ感じられた。自分では意識して触ったこともない、首筋や鎖骨や脇の下にまで、深水の唇は届いた。素肌をさらけ出す恥ずかしさと、ねっとりした感触に、さつきの息は次第に速くなっていく。




　深水はさつきの張りのある肢体に、くまなく唇を這わせる。さつきが息を荒げ、ビクンと身体を震わせるポイントには、吸い付き、歯と舌先でくすぐって、その感じやすさを不慣れな身体に刻み付けてやった。

　さつきの若い身体はすぐに快楽にめざめ、お臍に舌先をこじ入れただけで、

「……ぁああッ！」

　張りのある声に、背筋がゾクゾクするような官能の響きが混ざった。

　深水は、もっと声が聞きたくて、さつきの秘処に顔を寄せる。恥ずかしがって閉じようとする内腿に吸い付き、そこかしこに赤い跡を散らしながら、女芯に指を這わせた。

「や……いや……」

　声とは裏腹に、蕩けきったさつきの脚から力が抜けていった。

　内腿と同時に、秘処の奥でキュンとする刺激が弾けて、さつきを仰け反らせる。

　深水が指先で女芯の先をバイブレートさせながら、まるでディープキスのように、さつきの秘唇を舌で嬲った。生まれて初めて感じる、深く疼くような悦びが、さつきの身体の奥で小さな爆発を繰り返す。

「あっ、あんっ、あゥッ！　はぁ、ヤ……ああ、そこ……んァアア……ッ」

　剥き出しになった神経を直接突かれているようなせつなさが、声に変わってさつきの喉を震わせ続けた。

　やがて、顔を上げた深水が、今度は触れるだけのキスを落とし、

「……いいかい？」

　と聞いた時には、自覚もないまま何度か軽く達していたさつきの声はかすれかけていた。




　せつなく喘ぎながら、ただ頷くしかできないさつきを抱き締め、深水は優しく腰を使う。

　さつきの声と飾りのない痴態が、深水自身も驚くほど肉剣に力を与えていた。熱く脈打つものが、繊細なタッチでさつきの秘口を開き、泉の奥に秘められた悦びを掘り起こしていく。

「ぁあー……ぁはアア……」

　柔らかく擦られるのがたまらないのか、さつきの喘ぎはしっとりと濡れ、深水の全身を蕩かすほどにセクシーだった。眉を寄せ、きつく閉じた瞼から悦びの涙を流して深水にしがみつくさつきが、瞬きも忘れるほど可愛くて愛しかった。

　深水は、今まで培ったテクニックに愛情の限りを込め、荒々しくならないように、さつきの淫泉を絶頂に導いていく。

　ゆっくりしたリズムで、ニュプッ、ニュプッと愛音が続くにつれて、さつきの秘唇は深水を奥へ奥へと誘うように蠢いた。さつき自身も絶頂の予感に突き動かされているのか、うっすらと目を開いて、深水を見上げる。

「あぁ……私、感じてる……深水さんを、こんなに、感じて……」

「ああ、僕もだ……君を感じてる……」

　感じている、という言葉を、愛している、と言うように、お互いが口にしていた。それは、深水自身にとっても初めて感じる、瑞々しいエクスタシーだった。

「……実は僕にも夢があるって言ったら、さつきは笑うかい？」

　朝陽の中で、店前を掃いているさつきに、ドアから半身を出した深水が言う。

　洋画の吹き替えで好評を得たさつきは、最近仕事が増えてきていた。今日は遅番のバイトに入れないが、すでに一緒に暮らしている深水にとっては、何の問題もなかった。元々それほど忙しい店でもないのだ。

　さつきが振り向いて、とんでもない、というように目を見開きながら、にっこり笑った。さつきの表情や物腰、何よりその声に、少しずつプロの風格といったものが現れ始めている。深水はさつきの眩しさにしばらく見蕩れてから、

「それはね……」

　バツイチの中年男が二十才も下の女優にプロポーズする夢を、語り始めた。





熱血年下彼氏と本気の恋愛はじめます！







　午後の社長室。ブラインド越しに注ぐ光が、形よく盛り上がった小鹿珠里のバストにボーダー模様を描く。

　その、セクシーな凹凸をジッと見ながら、

「……小鹿君が、シマウマ君になっちゃってるなあ」

　小太りの社長が、舌なめずりするような声を出した。




　珠里は、社長に解説していた会議用資料の束で胸を覆って、

「もう、そういうこと言うの、やめてください！」

　意識的にキツい声を出すけれど、いかにも好き者そうな社長は、珠里の口調に潜む甘えを敏感に悟っている。社長は珠里の正面に椅子を回し、片手で資料の束を奪い取った。

「だって、本当にシマシマ模様がさ、ほら、こんなふうに……」

　そう言いながら、ずんぐりした指を伸ばし、珠里のバストの頂点にできた影を、すうっとなぞる。

「アッ……や……！」

　本当は、珠里自身も陽射しの温かさに愛撫されているように感じていた部分に、チリチリする刺激が走った。

　社長は、ニヤニヤと指を往復させる。指はボーダーの影を辿りながら、じりじりと珠里の下半身に降りていく。

「やめ、て、ください……仕事中、なんですよ……」

　珠里は、どうしようもなく身をモジモジさせながら、途切れ途切れに言葉を絞り出す。小太りのオジサンは全然好みのタイプじゃないけれど、社長の類いまれなテクニックはすぐに珠里を蕩けさせてしまうのだ。すぐにはがれてしまう秘書の仮面を、どうにか保とうとする珠里を陥落させるのが面白いのか、社長は仕事中にこんなイタズラをしかけてくることが多かった。

　惚れっぽい珠里は、いつの間にかそんな社長を憎からず思うようになっている。




「ん……ッ！」

　スカートの裾を引っ張るだけの、頼りないガードは、簡単に破られた。社長の指先が、ついに珠里の中心に届き、そこにグッと食い込んだのだ。

　指は、フワリとしているがスクエアなイメージの黒いシフォンスカートの奥へ潜り、クックッ、と珠里の秘芽を小突く。

「ダメ、ダメです社長ぉ……」

　せつなげに眉を寄せ、唇を噛んで首を振る珠里に、社長はいっそうギラついた目を据える。

「小鹿君は可愛いなあ。その表情、たまらないよ。もう濡れちゃってるかい？　君はすぐにグチョグチョになっちゃうんだから……」

「ヤ、そんなこと……言わないで、くだ、さ……ぁああん！」

　珠里の色香に我慢できなくなった社長が、椅子から滑り降りて珠里のスカートの中に頭を突っ込んだのだ。

　珠里は咄嗟に、カサカサした布越しに、社長の頭を押さえつけた。けれど、そんな抵抗が通じるはずがない。




　社長はスカートの中で、器用に珠里のパンストとパンティを引き下ろす。彼が見抜いた通り、早くも潤い始めていたピンクの花びらを舌で嬲った。

「いや、ア、誰か来たら……あんっ、あふぅッ！」

　しっとりした内腿に頬を挟まれ、いっそう興奮した社長は、花びらの先端からツンと飛び出した秘芽にしゃぶりついた。

「ひッ……ソコ、は、ダメですぅ……」

　悲鳴と同時に、社長の頭に珠里の体重がかかる。言葉とは裏腹に、珠里の花びらは歓喜の蜜を零し、口に含んだ秘芽はヒクヒクと震えた。

「秘書ともあろう者が、嘘をついちゃいかんなあ、ダメじゃなくて、イイんだろ？」

「くっ、アッ、くわえたまま喋らないでぇッ！」




　珠里は無意識に腰を落とし、社長の顔に恥ずかしい部分を押し付けていた。秘芽をしゃぶられながら、太い指を蜜壷にねじ込まれると、どうしてもそうなってしまうのだ。

「やアァ、そこは、ホントに……」

　太い口紅ほどもある存在感が、快楽に目覚めきった蜜壷を、クポクポと掻き回す。指でされているだけなのに、目の奥に火花が散るような悦びが、珠里の理性を蕩かしていく。珠里の唇の端から、蜜のような涎が一筋、つうっと顎に伝っていった。

（イ、イかされちゃう……仕事中なのに、オジサンの、ゆ、指だけで、イカされちゃうッ……！）

　社長の指は、珠里の一番の快感ポイントを捉え、そこを執拗に擦った。ヒートアップする悦びが、蜜壷から湧き立って首の後ろがザワザワする。

「しゃ、ァ、しゃちょぉ……ッく、イく、イッちゃ……！」




「……ァアっ!?」

　ガバッと身を起こした場所は、見慣れた自分の部屋。ブラインドではなく遮光カーテンがかかったワンルームは、真っ暗だ。

「……夢ぇ!?　やだもう！　なんだって、あんなオジサン社長の夢を見るのよ！」

　珠里はぼやきながら、のろのろと身を起こす。夢の中で達したエクスタシーの余韻が、まだ腰の奥で疼いていたからだ。動くと、クチュッと淫らな音がした。幻の快感がどれほど大きかったかを、思い知らされる。




　社長との関係は一年ほどで終わった。ワンマン経営だった貿易会社の、業績悪化の建て直しをはかることもなく、社長はある日突然夜逃げしてしまったのだ。

　珠里を含めて十人ばかりの社員は、なす術もなく一瞬で無職になった。

　ゆるふわ系のルックスに、秘書検定準一級を持つ珠里は、次の勤め先などすぐに見つかると楽観していた。が、この不景気、中小企業はそもそも専任の秘書など募集しない。いわゆる一流企業は競争が激しく、デキる女には見えない珠里の外見が、弱点になってしまうのだ。

　就活が二ヶ月に及ぶ頃、珠里は秘書にこだわるのをやめた。店員やデモンストレーターの短期バイトをこなしながら、今度は地に足を着けて、地味でも安定した職場を探し始めたところだ。

「……今日の面接はうまくいくといいな……あ、その前にシャワー浴びなくちゃ。あーあ、昨夜もお風呂入ったのに！」

　恋人いない暦が数ヶ月続いているけれど、欲求不満のつもりはなかった。

（……バイト先で、素敵なオジサマに出会ったりもしてるのに、やっぱり就活のストレスがたまってるのかな……）

　顔をしかめて考え込みながら、珠里はバスルームに向かった。




「……ですから、秘書の資格にこだわらず、社内業務全般について虚心に学び、スキルアップに務めたいと思います」

　面接のたびに繰り返しているセリフを言い終えて、珠里はこっそりため息をつく。

「わかりました。それでは次の方」

　オフィスビルのワンフロア。農機メーカーの会議室で、珠里は三名の応募者と共に面接を受けていた。何の興味もない業界だが、今は贅沢を言っていられない。

「鳥とり飼かい大ひろ夢む、二十五才です。今春帰国するまで、海外でいわゆるバックパッカーをしていました」

　珠里の横で、浅黒く焼けた肌にクルーカットの青年が、目をキラキラさせながら、身振り手振りを交えて話し始めた。

「……アメリカで最先端の大規模農場、水牛が頼りのベトナムの水田などを目にし、農業の素晴らしさと将来性に目覚めたんです。御社を足がかりに、これからの日本の農業の諸問題に取り組み、いずれは消費者と密接に結びついた生産流通経路を確立したい！　その暁にはぜひ、御社とのお取引もお願いしたいと考えております！」

「……」

　その場の全員が、一瞬絶句した。

（なんなの、この人!?　途中採用の事務職の集団面接会場で、そんな夢語っちゃって！）

　作業着姿の人事担当者も、リクルートスタイルの応募者も、珠里と同じことを考えているに違いない。青年は、周囲の呆れ返った視線に気づかないのか、上手に〝取ってこい〟ができた柴犬のように胸を反らしている。

「……プッ！」

　こらえきれず、珠里は噴き出してしまった。




　大夢の大言壮語のせいか、珠里が笑い転げてしまったせいか、何となくしらけた雰囲気の中、面接は早々に終了した。

　他人の発言に爆笑してしまった自分が、採用されるはずがない。そう諦めて気持ちを切り替えようとした珠里は、駅の手前で大夢に声をかけられた。

「……俺、そんなおかしなこと言いました？」

「……さっきも謝ったじゃないですか……笑ってごめんなさい。だって、まだ就職もしてないのに取引って……」

　大夢の誇らしげな表情を思い出すと、珠里はまた笑い出しそうになる。慌てて口を押さえた珠里を見下ろし、

「いや、怒ってるわけじゃないんだ。外国では、自分が本当にやりたいことは思い切って言わないと、道が開けなかったことが多くてさ。でも、それが日本で受け入れられないなら、考え直さなくちゃいけないと思って……」

　大夢はバツが悪そうに頭を掻いている。

　どんな未知の国でも一息で相手の懐に飛び込み、警戒心を解いてしまいそうな、ナチュラルな表情に、珠里は一瞬見蕩れてしまった。




「……ヘンな人……。でも、話はすごく面白かったし、バイト先も紹介してもらえたんだから、ラッキーよね」

　ベッドに転がって、珠里はそう呟く。

　あの後、珠里は初めて訪れた街の喫茶店で、大夢の旅行中のエピソードを二時間近くも聞かされたのだ。体育会系でややドジなところのある大夢は、ジャングルの村で虫を食べさせられそうになったり、一宿一飯の恩返しにリヤカータクシーを引いたり、珠里には想像もつかない体験の持ち主だった。

「しょうがないから、持ち歩いてた醤油をいっぱいかけて、目をつぶって食ったんだ。そしたらそのソースは何だ、って村の人に大ウケで、全部あげる羽目になっちゃって……」

　面接の時と同じように、全身を使って活き活きと語る大夢の言葉を思い出すと、また噴き出しそうになる。

　そんな大夢は、珠里の就活難航の話を聞くと、初対面とは思えないほど親身になってくれた。知人が勤める大学の図書館が、外部スタッフを募集していると教えてくれたのだ。

　司書などの資格がなくてもできる、蔵書のデータベースの更新作業だという。

「常勤の碓うす井い准教授に、鳥飼の紹介です、と言えば、多分すぐ採用になると思うよ」

　大夢の言葉に、珠里は心から感謝した。

　珠里の好みは、スマートで女性の扱いが上手なタイプか、懐に余裕のあるオトナの男だ。楽しい話題と夢しか財産のない柴犬系男子は、恋愛対象にはならない。むしろだからこそ、大夢の純粋な親切心が嬉しかった。

「空気読む、だっけ？　俺もそのスキルを身につけて、一から就活がんばってみるよ」

　別れ際、ニッコリ笑った大夢に、珠里も笑顔で手を振った。

「頑張ってね！」




　大学の図書館は、珠里が卒業した専門学校が、すっぽり入ってしまいそうな威容を誇っていた。パソコン完備の閲覧コーナーでは、真面目そうな学生たちが、分厚い専門書と格闘している。

　事務室の隣の狭い教授室で珠里を迎えた碓井は、ノーフレームの眼鏡が似合う顔立ちに長めの前髪を垂らした、少し退廃的な雰囲気の男だった。

「鳥飼君、帰国してたのか……しかし、どうなんだろうね、ああいうタイプ、日本の一般企業は受け付けないんじゃないか」

　いかにも皮肉なインテリめいた口調は、大夢とは正反対だ。珠里は女心の疼きと反発を、同時に感じる。

（大夢君は、恩師と言わず、知人と言ってた……この先生とは、どういう関係なのかしら……）

　好奇心が湧いたが、珠里は踏み込んだ質問を我慢して、曖昧に首を傾げてみせた。

　碓井はニヤリと笑い、

「……小鹿さん、でしたっけ？　いいでしょう。見かけの割に、うちの学生共よりは戦力になりそうだ。じゃあ、仕事の説明をするからこちらにどうぞ」

　けだる気な動作で椅子から立つと、珠里を地下の管理ルームへと連れていった。




　その大学では、蔵書の八割を閉架式で管理するため、データベースの整備が求められていた。碓井は三十才そこそこの経済学部准教授でありながら、学会賞をいくつも得るマネジメント研究の英才として、プロジェクトリーダーを任されているのだ。

（……先生は、女の子にちょっかいを出すために立場を利用してるみたいだけど……）

　珠里は、勤め始めて一、二週間で、碓井の周囲に女性の影が絶えないことに気づいていた。




　身長は低めだが、碓井のクレバーで少し冷酷そうなムードに引きつけられる女学生は、少なくないのだろう。珠里自身も、用もないのに事務所を訪れる学生を、嗜虐的な目で見る碓井に、ゾクゾクしてしまう一人だった。

（だけど、隙をみせたら、絶対いいように遊ばれちゃう！　毅然とした、冷静な態度に徹さなくちゃ！）

　ファイル管理や表計算ソフトの扱いはお手の物だ。珠里は、失礼なことを言う碓井の鼻をあかしてやるつもりで、孤独なパソコン作業に没頭した。




「聞いてよ珠里ちゃん、俺の夢に出資してくれそうな人がいるんだ！」

　珠里と大夢は、いつの間にか毎日メールや電話を交わし合う親友のようになっていた。仕事や就活の愚痴や、美味しいと評判の飲食店についての他愛ない会話が、一日の疲れを癒してくれるのだ。しかしまだ、珠里は碓井と大夢の関係について、尋ねることができないでいた。

　大夢が、碓井の女性関係について何も知らない様子だったからだ。聞けない理由はもう一つあった。最初の決心にも関わらず、珠里はじりじりと距離を詰めてくる碓井に抵抗できずにいたのだ。

　碓井は、優しい言葉なんか少しもくれないくせに、巧みに珠里の心を揺るがせる。

　きついノルマをこなしてみせると、

「よほどご褒美が欲しいとみえる」

　などと意地悪いことを言いながら、珠里の手に、眼精疲労に効くと評判のサプリを握らせたりするのだ。

　手の次は、肩を揉まれた。

　仕事柄、自身も肩こりに悩まされているという碓井の長い指に、珠里はうっとりした。肩から滑った指先が、一瞬バストを狙うように妖しく動いても、抗うこともできない。

　大夢と話すようになってから見なくなっていた恥ずかしい夢が、相手を碓井に変えて珠里を再び訪れるようになっていた。

　すると期待と情熱にはち切れそうな大夢の声も、熱に浮かされたような珠里の耳を素通りしていく。

「俺、面接も落ちてばっかりだし、うまく空気を読むサラリーマンは無理でも、体当たりで何か始めることはできると思うんだよ！」




「すごいじゃない、やったね。頑張ってね」

　珠里は、我ながら上の空で、常套句を返すことしかできなかった。




　そんなある日、珠里は午前中に出力しておくよう命じられた書類を抱えて、教授室のドアの前にいた。

「失礼します、小鹿です」

　窓を背にした机についていた碓井が、ノートパソコンから顔をあげ、珠里の心をかき乱すのに十分な皮肉な笑みを浮かべた。

「……十一時五十四分。ギリギリ、だ」

「午前中は、午前中です」

　人の神経を逆なでするような言い方にも慣れた珠里は、強気な言葉を返す。碓井は面白そうに片眉を上げた。

「いいでしょう、書類をこちらに」

　碓井が右手を横に差し出したので、珠里は机を回り込んで碓井の横に立つ。

（……なんだか、いつか見た夢みたい……）

　デジャブに似た感覚に、珠里は顔を赤くした。次の瞬間、淫夢が現実になったように、珠里は手首を引かれて椅子に座った碓井の膝に乗せられていた。書類が落ちて、バサバサと床に散乱する。

「せ、先生……!?」




「物欲しそうな顔をして……今度はどんなご褒美が欲しいのかね？」

　碓井が耳元で囁くと、眼鏡のレンズが額に当たってヒヤリとする。珠里のうなじに鳥肌が立つが、悪寒はすぐに火照りに変わった。

「や……、私、そんなつもりは……！」

　珠里は片膝を碓井の膝に置いた格好で、彼の手から逃れようと身をよじる。

「なら、言葉で明確に私を拒絶すればいい……さあ」

「……ひっ」

　囁きながら、碓井は舌先で珠里の耳をチロリと舐める。火照りが珠里の背中から腰に及び、震えが止まらなくなった。




　碓井は悪魔めいた微笑みを深めて、さらに珠里の耳を弄んだ。

「……あ……ぁ……」

　悔しげに震えながらも愛撫に蕩け、首を反らせる珠里の、白い喉が美しい。か弱い子鹿を嬲る狼のように、碓井の獣欲が高まっていく。

　珠里の喉に歯を立てて甘噛みしながら、碓井は左手をポケットに伸ばした。取り出した物のスイッチを入れると、シンとした室内に低いモーター音が響く。

「なに……!?　んぁッ!?」

　細かく振動する先端を珠里のくびれたウエストに押しつけると、しなやかな身体がビクリと跳ねた。

「肩こりがひどいと言ったろう？　ちゃちなマッサージ機だが、役に立つこともなくはない。たとえば、こんなふうにね……」

　碓井は言葉と同時に、マジックペンほどの大きさのマッサージ機を、珠里のヒップへと滑らせる。その先端では、小さな鉄球が三つ、三角形に並んで細かく振動していた。

「……ッ！　や、やめ……」

　ヒップの割れ目に差し込むように強く押し当てられ、珠里は思わず捕まれた手で碓井のシャツにしがみつく。ブゥーン、という音と共に、やるせない刺激がヒップから前に伝わる。密壺の底を後ろから小突かれるようで、たまらなかった。

「はっきり言いなさい。そうすれば、やめてあげるから」

　熱い欲情と冷徹な観察者の目がない交ぜになった碓井の声が、一層珠里の快感を煽る。碓井の手が、獲物を解体する牙のように動き、珠里のスカートを捲ってその奥をまさぐった。

「やぁああ……ッ！」

　振動する先端で花びらを押し分けられ、珠里は濡れた悲鳴をあげる。ストッキング越しでも、機械的な刺激はあまりに強い。痺れを伴う悦びの凄まじさに、珠里の瞳に涙が滲んだ。




　碓井の右手がいつ離れたのかもわからなかった。気がつくとシャツを乱され、ブラの隙間から忍び込んだ手に、胸の蕾を嬲られている。肩を揉むのも上手かった器用な爪先が、過敏な蕾の先端をコリコリと引っ掻いた。マッサージ機の刺激にも似た尖った感触が、珠里を苛む。

「ひぁ、ア、ァア、ゆるして、もぉ……」

「……許して、じゃない。やめて、だろう？　たった一言だ、何故言えない？　まるで、こうされて……」

　鉄球の先端がさらに前へ滑り、秘芽を捉えた。心のどこかで期待していた、期待以上の強烈な刺激に、珠里はついに両膝を碓井の膝に乗せて、その肩にしがみついた。

「ンンーッ!!」

「悦んでいるみたいじゃないか」

　棒状のマッサージ機全体を珠里の花びらに埋め込むようにしながら、碓井は執拗に秘芽を攻める。

　碓井の手に躍らされて、珠里の腰は円を描くように淫らに揺れた。碓井の肩を涙で濡らし、首を左右に振りながら、喘ぎ続けることしかできない。

　疲れを知らない機械の刺激が、そんな珠里をエクスタシーに追い上げていった。

　ブゥーン、ブゥーン、と、淫らな振動が珠里の密壺全体に響き、震わせる。身体はもう、イきたくてイきたくてたまらない。けれど、珠里の心は必死で絶頂に抵抗していた。

（イヤなのに……先生、私のこと、獲物をいたぶるような目でしか見ないのに、感じちゃう……こんなの……）

「言えないのなら、落ちたまえ……」

　再び珠里のうなじに歯を立てながら、碓井がくぐもった声で宣告した。その直後、碓井は、スカートの中から音が漏れるほど激しくマッサージ機を動かした。容赦なく秘芽を小突かれ、花びらを擦られて、珠里の悦楽は頂点へ駆け上る。

「ヤ、ヤなのにッ、んくッ、やぁああ……お、落ちる……落ちちゃうぅ……ッ！」

　珠里は、同時に自分のプライドが地に落ちていくのを感じながら、爆発する快感に全てを委ねるしかなかった。




　絶頂の余韻に呑まれた珠里は、ぐったりと碓井の胸にもたれていた。

　涙と涎にまみれた、幼女のようにあどけない表情を、碓井は飢えにギラつく目で見おろす。最初はからかって、弄んで、フワフワしたルックスの割に、能力もプライドも高い女を落とすだけのつもりだった。が、悔し涙をこぼしながらも、乱れきった痴態を晒す珠里に、今では強い執着を感じていたのだ。

　碓井は無意識のうちに、壊れ物に触れるような優しい手つきで珠里の頭を撫でながら、

「……私のものになって、くれないか……？」

　そう、低く呟いていた。

「……」

　無言のまま肩を強ばらせる珠里の髪に鼻先を埋め、

「私と鳥飼君を比べているかね？　……彼は、私の元教え子だ。今は別れた妻と私を引き合わせた男で……型破りで馬鹿な奴だが、奇妙な触媒能力を持っていることは認めざるを得ないらしい……今の私が、こんな気持ちになるとはね……」

　言うつもりのなかった鳥飼との関係まで口にしてしまい、うろたえたような碓井は、珠里の顔を両手に挟んで自分の正面に向かせた。

　そのまま、ゆっくりと口づける。

「……いやっ！」

　ところが、惚けきっていたはずの珠里が、唇の触れあう直前、意外なほど鋭い声と共に碓井を突き飛ばした。




「……イヤです。やめてください……」

　珠里は、首を振って碓井の手から逃れると、ふらつく脚をなんとか床に降ろした。

　思いがけない碓井の弱さを目の当たりにして、珠里はやっと自分の本当の気持ちに気づいたのだ。

　珠里の胸に、明るく前向きな大夢の笑顔が、太陽のように輝いていた。

（碓井先生は、寂しい人だったんだ……皮肉な態度も意地悪な言葉も、全部それを隠す鎧…だけど、私は、寂しい人の隙間を埋めるだけの、都合のいい女になるのはイヤ……！　浮ついた恋心より、本当に信頼できる男友達の方が大切……そんなふうに、思ってもいいんだ！）

　珠里は、胸の中の大夢に微笑みかけながら、

「私、この仕事はやり甲斐があるから続けたいけど、先生のものにされるのは、イヤです。馬鹿でも、上手に空気を読めなくてもいい……私はもっと明るくて、風通しのいい場所で生きたいんです！」

　そう言い切ると、呆然となった碓井を一人残し、よろめく足を踏みしめて教授室を後にした。

　クビになっても構わない。大夢が夢に向かって一歩を踏み出したのなら、珠里は自分にできる限り、そのサポートをしよう。初めて大夢に出会ったときから、どこかでそう思っていたことに、珠里は気づいていた。




　逃げ出したい気持ちにムチ打って、定時まで働いた珠里は、最寄り駅の改札に見慣れた長身を見つけてハッとなった。

　就活中で懐が寂しい大夢とは、お互いの最寄り駅のファーストフードで、たまに一服することがあった。が、大夢がメールも寄越さず、待ち伏せのようなことをするのは初めてだ。

「……大夢君……どうしたの!?」

　走り寄る珠里に向けられた大夢の顔は、雨の中に捨てられた子犬のようだった。

「……珠里ちゃん……俺……騙された……！　危ないって評判の国でもそんなことなかったのに……」

「……ウソでしょ……!?」

「コピー取るからって、パスポート預けさせられた間に、しゃ、借金……ひ、百万……」

　そこまで言うと、耐えきれなくなったように、大夢は珠里にすがりついて地面に膝をつく。

「……もう……バカなんだから……」

　珠里はため息をつくと、通行人の目も気にせず、膝をついて大夢と目を合わせた。

　バカで、夢見がちで、空気が読めない。けれど、大夢はいつも真正直で、本当の自分をさらけ出し、自然体で生きることに躊躇しない。

　恋とは、少し違うのかもしれない。けれど今の珠里には、少しお姉さんぶった気持ちを、大夢の純粋な心に添わせることが、一番の幸せだった。碓井との、悪夢のような快楽のひとときが、それを確信させてくれたのだ。




「会社員にこだわらなくたって、農園探して住み込むとか、大夢君に合った仕事は、きっと一杯あるよ」

　珠里は鮮やかに微笑むと、大夢の顔を両手で挟んで仰向かせた。

「有能秘書の珠里ちゃんが、きちっとマネジメントしてあげるから、そんなに落ち込まないで！」

　そう言って、大夢の額にチュッと口づける。

「じゅ、りちゃ……」

　潤んだ目を見開き、暗闇で一筋の光を見つけたような大夢の顔を、珠里は愛しさに溢れる目で見つめた。

　図体ばかり大きな弟を守るような気持ちが珠里の中に湧き起こり、今まで感じたことのない充実感に繋がっていく。

（大夢君と同じ夢を……みてみたい！）




　珠里は大夢を、自分のワンルームに連れ帰った。

　寒さより、ショックと心細さで震える青年を、抱えるようにして熱いお風呂に入れてあげる。気の置けない男友達と思っていた大夢と、狭いバスタブで身を寄せ合っていると、自分の分身と肌を接しているような不思議な安らぎを感じた。

「……あったかい……」

　大夢が、子供のように珠里の胸に頬を埋める。

「私も……」

　珠里は、ツンツンと尖った大夢の頭を抱え込み、ため息をつくようにそう言った。バストに当たる毛先のくすぐったさまでが、たまらなく愛おしくなる。

「……俺、大丈夫かなあ……」

　バスルームに反響する大夢の声に、珠里はニッコリと微笑んだ。

「私に素敵なキスをしてくれたら、きっと全部、大丈夫になるよ！」

　珠里の悪戯っぽい言葉に、大夢は弾かれたように顔を上げた。ゴクッと喉を鳴らしてから、初対面の印象そのままの、活き活きした微笑みを浮かべる。

「俺、珠里ちゃんに出会うために日本に帰ってきたんだね……」

　力なく垂れていた大夢の腕が上がり、珠里を強く抱きしめた。

　碓井とは一度も交わさなかった、心のこもった熱いキスを、珠里は涙が出そうな感動と共に受け入れていた。

　ユニットバスから出て、ベッドで交わすキスは、いっそう素敵だった。

　温かくて大きな大夢のてのひらが、珠里の火照った素肌を撫でる。駆り立てるようだった碓井の愛撫とは違う、心まで包み込まれるような快さに、珠里は目を閉じたまま、うっとりと微笑した。

「珠里ちゃん、可愛い……最初に会ったときから、すごく可愛いと思ってたんだ」

　大夢は熱っぽく囁きながら、胸から腰へ、そして脚へとてのひらを滑らせる。

「ただの友達でも構わない、珠里ちゃんのそばにいたいって、ずっと思ってた……」

　大夢の純情な想いそのままに、遠慮がちな手は珠里の腿の奥へ進むことを躊躇っていた。

　珠里はうっすらと目を開き、思い詰めたような表情を浮かべた大夢の顔へ、両手を差し伸べる。

「……もうただの友達じゃないよ。私達、これからはパートナーになるんだから……」

（もっと触れて。私の全部を知って）

　珠里の気持ちが伝わったのか、

「珠里ちゃん……ありがとう！」

　大夢は泣き出しそうな大声で言うと、改めて珠里を抱き締めた。




　大夢の熱い指が、珠里の秘唇をおずおずと探る。焦れったいような優しさが、珠里の全身を疼かせた。

「ん……ッ！」

　潜り込んできた指先が、一番敏感な部分をかすめた瞬間、珠里は小さく呻いて唇を噛んだ。

「……ココ……？」

　気遣うような声と一緒に、最高に感じるポイントを、円を描くように刺激された。

　穏やかだった快感が、一気に渦巻く炎に変わる。目を閉じていても、身体を貫くような大夢の視線を感じた。

「うんっ……そこ、そこぉッ！」

　眉を寄せ、せつなげな声をあげる珠里はこのうえなくセクシーだった。大夢は愛しさと高揚感に呑み込まれ、いつもの大胆さを取り戻す。

　大夢は珠里の望む通りに指を動かしながら、片手で珠里の手を掴んだ。すでにいきり立っていた自分の股間へと、珠里の華奢な手を導いていく。

「珠里ちゃん、わかる？　俺、珠里ちゃんが欲しくて、もう……こんなに……」

　珠里はびっくりしたように目を見開き、仄かに紅潮していた頬をさらに赤くした。

「……きゃ！」

　反射的に離そうとした手を、グッと押さえられる。その力が、大夢の愛と欲望の証だった。握らされたモノは、ゾクゾクするほど熱く、頼もしく脈打っている。つられたように、珠里の全身で、悦びの塊がドクドクと脈動した。

「……大夢君、来て……」

　大夢の分身を、改めて優しく握り込みながら、珠里は小さく頷いた。




「大夢く、ん……いいっ……すっごい、クる……すごいぃぃッ！」

　大夢の逞しい身体に組み敷かれ、珠里は何憚ることもなく、歓喜の声を張りあげる。冷たい機械からは全く感じられなかった、痺れるような充実感が、開かれ、貫かれる部分から湧き上がった。

　心も身体もぴったり寄り添っていることを、こんなにも実感するのは初めてかもしれなかった。

　大夢は、雄々しくたてがみを振り立てる若いライオンのように力強く、珠里の蜜壷を突き上げる。

「俺も、俺も……すごいよ、珠里ちゃん、すごい……ッ」

　うわごとのような囁きと同時に、珠里の最奥に、大夢の剛剣が届いた。ズンッと沈み込むような重い快楽が、立て続けに珠里を貫く。目の奥で火花が散るような悦びに、珠里は背を反らして喘ぎ続けた。

「ひうぅッ！　ん、く、くぁア……ッ！」

　サディスティックでも回りくどくもない、純粋な愛の力は、珠里の密壺を溶岩のように煮えたぎらせる。心が求めるまま、珠里は妖艶に身をくねらせながら、絶頂へ近づいていった。

「珠里ちゃん、大好き……最初に笑われたときから、大好きだよぉ……っ！」

　魂を捧げ尽くすような声と一緒に、大夢はひときわ激しく珠里に腰をぶつけた。

「アアッ、わ、私も……私も……ひ、ひろむ……くんんーッ！」

　珠里は大夢のツンツンする頭をかき抱き、そこに顔を埋めて、心を解き放つ。

　幸福感と充実感に溶けていくようなエクスタシーの中で、珠里は大夢の理想が実現する未来を、確かに垣間見たような気がした。




　インターネットを通して、日本のどの場所からでも一番近い産地から、朝採りの野菜を注文できるサイトが注目を集めるのは、それから三年ほど後のことだった。





時をかける愛…彼と彼女の秘密の花園







　───風のようなひとだ。




　碓井一かず志しは、初めて藤ふじ巻まき香か耶やに出会ったとき、そう思った。

　化粧っ気のない、日に灼けた顔に、薄いそばかすが散っている。何の飾りもない黒いゴムで、軽そうな茶色がかったロングヘアを、大雑把に束ねていた。グレーのＴシャツとジーンズの上に羽織った、しわだらけの白衣。

　それでも香耶は、白樺の若枝をそよがせる風のようにさわやかだった。




　碓井は大学院を卒業し、准教授の待遇を得るべく、論文の準備を進めている最中だった。師事している教授に任されたゼミを、一人で切り盛りするのはかなりのオーバーワークだ。そんなとき、助手の心当たりがあると学生から紹介されたのが、国際情報学科四年生の藤巻香耶だった。

「既存のインターフェースなんかを使いやすくプログラミングしたり、データを整理する能力は学部一じゃないでしょうか。本人もナチュラル系っていうか、無駄がない感じのカッコイイ人ですよ」

　そんな言葉を聞いて、密かに興味を抱いていた碓井の前に現れた香耶は、ナチュラル系というより、身なりに構わない隙だらけのタイプに近い。学者肌の才媛を想像していた碓井は、

「……情報処理の心得があるにしては、ご自身の情報について高度に管理しているとは言い難いようですね」

　初対面なのに、つい皮肉な口をきいてしまい、碓井は内心でホゾを噛んだ。

　何でも斜めから見て、辛辣な意見をそのまま言葉にしてしまうのは、碓井の悪いクセだった。

　幼い頃から学業に秀で、エリート街道を進んできた碓井にとって、その鎧は周囲の嫉妬や羨望から身を守るために、必要なものだったのだ。

　ところが香耶は、怒りも涙ぐみもせず、痛快そうに声をあげて笑った。

「……私、どんなタイプと思われていたのかしら。御期待に添えなくて、すみません。でも、これで案外、システムとしては最適化されてるんですよ」

　鮮やかな切り返しに、碓井は一瞬、言葉を失う。

　───恋を、するのかもしれない。

　そんな予感がした。




　いつもより、やや遅くゼミ室に現れた碓井が、疲れた様子で上着を椅子に放った。昨日までとは違う、春物の上着だ。その、背中や裾にいくつかくっついている、緑のひっつき虫を、香耶は見逃さなかった。

「これ、センダングサですよね？　…碓井先生、どこかの草原で昼寝でもしてらしたんですか？」

　歯に衣着せない香耶の言葉に、碓井が柄にもなくひるんだような表情を向ける。

「……春物の上着に風を通すために、縁側に干していたら、庭に落ちてしまってね……ゴミは綺麗に払ったつもりだったが…」

「先生のお宅、お庭があるんですか？」

　学生に回す資料を作っていた香耶が、椅子から立ちあがって、目を輝かせた。

「築四十年物の借家だから、庭というより、草地がくっついているようなものだよ」

「勿体ないわ……何か植えたりなさらないんですか？」

「君は、いわゆるガーデニングに、興味でもあるのかね？」

　碓井は、眼鏡を拭きながら片眉を上げる。

　有能な助手であり、碓井も舌を巻くほど非凡なプログラマーでもある香耶と、土くさい趣味はミスマッチな気がしたのだ。

　ところが香耶は、切れ長の目を夢見るようにさまよわせながら、

「ガーデニング、なんてお洒落なイメージじゃないんですが、好きなんです。植物って、栽培のコツは理屈じゃ割り切れないくせに、葉の生え方や花びらの数なんかは幾何学的に決まっているでしょう？　スリリングで、ゾクゾクしませんか？」

　キレイだから、癒されるから、といったありきたりな言葉を予想していた碓井は、しばし絶句した。それから、声を上げて笑った。




　香耶は、びっくり眼で碓井を見ていた。

　皮肉屋のエリートを絵に描いたような、ノンフレームの眼鏡が似合うシャープな顔立ちが、油断している猫のように、隙だらけになったからだ。

（なんだか、可愛い……）

　つい、そう感じてしまった。

　ゼミでのアルバイトを紹介してくれた同級生が言っていた通り、碓井の辛辣な物言いには驚かされた。しかし、皮肉な視点の底に潜む、確かな知性と生身の人間らしさは不愉快ではなかった。

　上司としての碓井は、滅多に人を褒めたりしないが、香耶の仕事を確かに評価している証拠に、要求される水準はどんどん上がっていった。それに応えることが、香耶の喜びになった。

　そんなとき、碓井のあどけない一面を目にした香耶は、自分の心に今まで見たことのない植物の芽を見つけたような気がした。

　香耶の表情に気づいたのか、碓井は気まずそうに口を閉じると、さっき拭いたばかりの眼鏡を、また外した。それから、わざとらしい咳払い。スズメを取り逃がした猫が、体裁を取り繕っているみたいだ。

　香耶は、思わず微笑みを浮かべる。




　いかにも学者然とした白皙の頬をかすかに上気させた碓井が、仏頂面で香耶を見ながら、

「……こんなに笑わされたのは久しぶりだ……藤巻さん、君には我が荒れ庭への招待を受ける義務が生じたぞ」

　大袈裟な言葉を聞いて、香耶はついに噴き出してしまった。




　荒れ庭、という碓井の表現は、謙遜ではなかった。

　色褪せた木造の平屋の南西側に、畳二枚分ほどの通路が続く。突き当たりを左に折れると、ハコベやタンポポが生い茂る四畳ほどの空間が、板塀に囲まれていた。

　碓井は片頬を歪め、どうぞ、と両手を開いて香耶を迎える。恐る恐るの調子で足を踏み入れた香耶が、空き地に降り注ぐ光さえ色褪せるような、鮮やかな笑みを浮かべた。

「すごい……！」




　建物のくたびれ具合は、碓井の言葉通りだった。が、日影だが風通しのいい通路と、南東向きの庭が繋がるのは理想的な配置だ。

　しかも、庭には物干し台ひとつ置かれていなかった。まるで、創造主の手を待つ、まっさらの小さな世界を前にしているようだ。

　香耶は、そこが上司の家であることも、男性と二人きりであることも忘れて、庭に夢中になった。

「通路にはシダやオダマキ。手前と奥で高低差を出して、遠近感を演出するんです。庭の入り口には、絶対アーチが要りますね。絡ませるのはスイカズラか…ハゴロモジャスミンもいいかな。痺れるような甘い香りがするんですよ。白い花のアーチの向こうに、立葵や金魚草や時計草が、一見雑然と咲き乱れていて……」

　手振りを交え、理想の庭の姿を熱っぽく語っていた香耶の言葉が、ふいに途切れた。

　碓井に唇を塞がれたのだ。

　合わせた唇を一度離し、碓井は両手で香耶の頬を挟む。幻の庭を探そうとでもするように、熱っぽく香耶の瞳を覗き込みながら、

「何でもいい。好きなようにやりなさい。この庭は君にあげよう……その代わり」

　ここで咲く花は、君も含めて全て私のものだ。

　そう囁くと、今度はより深く唇を重ねた。

「……ッ、ん……」

　瑞々しい土と緑の香りの中で、柔らかな新芽のように口中をくすぐる碓井の舌先に、香耶は陶然となる。やがてその腕が、ゆっくりと上がり、碓井の背を抱いた。




　碓井の唇が、香耶の唇から顎、そして首へと下がっていく。喉の急所に軽く歯を立ててから、舌先でチロチロとくすぐられた。

「ふぁ……！」

　背筋を駆け昇る悦びが、香耶の目の奥で大輪の花のように弾ける。碓井の手が後ろに回り、背筋からヒップを何度も撫で回されると、悦びはさらに大きくなった。

　人並みに恋人がいたこともあったけれど、降り注ぐ光の下、幻の花園の中で愛を交わすなんて、初めての経験だった。不思議と恥ずかしさや後ろめたさはなく、身体の中を、生命力に溢れた熱い風が吹き抜けてゆくような感覚だった。




　いつの間にか、香耶は草いきれの中に横たわっている。はだけられた胸に直接陽射しが当たって、くすぐったかった。碓井がそこに顔を伏せ、香耶の蕾を口に含みはじめる。

　背中には碓井の上着が敷かれているようだった。思わぬ気遣いがおかしくて、香耶はフッと息をつく。

　と、碓井が顔をあげ、悪戯をとがめられた子供のような表情で、

「……いや、だったか……？」

　そう囁いた。

　香耶はクスクス笑いながら、小さく首を振る。

「違います……陽射しがこんなに、気持ちいいなんて、私、初めて……ん、あッ」

　途中から、安心したように再び顔を伏せた碓井の愛撫に、香耶は高い声をあげた。バストの先で、チリチリするような快感が踊る。やがて、碓井が手を伸ばした下半身から、もっと深く蕩けた悦びの塊が迫り上がってきた。

「ひぅ……あッ、あ、あぁっ！」

　碓井の端正な指が、香耶の花芯を押し潰し、蜜壷の奥をチュクチュクと探る。掻き回されるにつれて、甘美な痺れが香耶の全身を覆った。すんなりした脚を大胆に開き、ねだるように腰を突き上げながら、香耶はせつなく喘ぎ続けた。




「……順序が滅茶苦茶になって恐縮なんだが……」

　碓井が、場違いなほど遠慮がちな声を出したので、香耶は思わず霞む目を見開いた。ごく間近に、眼鏡を外した碓井の顔がある。

「？」

　香耶の、艶やかに紅潮した頬と潤んだ瞳を、碓井がじっと見つめる。その頬も次第に赤くなり、

「私は、君を好きになってしまったようだ……その、抱いても、いい、かな？」

　初めての告白をする中学生のように、最後は口ごもりながら、なんとか言い終える。

「……ホントに、滅茶苦茶ですよ！」

　香耶は泣き笑いの表情で、下から碓井を抱き寄せた。




　碓井の分身が、意外なほど優しく香耶の蜜壷を押し分けていく。

　熱く脈打つ存在感が、蔓草のように香耶の体奥に伸びて、全身に快楽の種を植え付けた。碓井が力強い律動を始めると、種の全てが芽吹き、あっという間に咲き乱れて甘い蜜を滴らせる。

「あ……ぁ、はぁ、はぁあッ！」

　碓井にしがみついて、香耶は体内を作り変えられるような凄まじい悦楽に耐えようとする。なのに、碓井は香耶のわななく唇を唇で塞ぎ、刺激を声に逃がすことさえできなくしてしまうのだ。

「んむッ、んーっ！」

　眉を寄せ、涙を零して悦びの激しさを訴える香耶を、魂まで喰らいつくすような目で、碓井は見据える。そのまま、叩きつけるような勢いで、繰り返し腰を送った。

　蜜壷の底を、ゴツゴツと突き上げられ、香耶の見開いた目が焦点を結ばなくなる。自分が、逞しい雄しべに貫かれる一輪の花に変身したように、快楽以外の感覚がなくなってしまう。

「んっ、んっ、ぅんんッ……」

　頭の中も目の前も、緋色の花びらを限界まで開いたエクスタシーの花で、一杯になった。

「んくっ、イく……イくぅうううッ！」

　必死に碓井の唇から逃れた香耶が、両脚できつく碓井の腰を挟みこんだまま、全身をガクガクと痙攣させた。

「……うっ……」

　蜜壷の入り口に、キュッと締めあげられて、ほぼ同時に碓井が放った。そのまま香耶の胸に突っ伏して、二人は荒い呼吸を重ねる。




　香耶の香りに包まれながら、ふと横を向いた碓井の目にも、これから生まれる花園の姿が、はっきりと見えるような気がした。




「……すごい、お庭……だったんですね」

　縁側のガラス戸の前に立った城島百花（じょうしまももか）は、気圧されたような声をあげた。




　ハゴロモジャスミンを纏わせた入り口のアーチ。手前には金魚草と立葵。稚児百合とコスモス。盛夏から秋にかけて順々に咲く花が彩る花園の突き当たりを、常緑のスイカズラがたおやかにまとめあげる。

　花の名前などよく知らない百花にも、そこが計算が行き届いた、丹精込められた庭であったことがよくわかった。もっとも、今その名残をとどめているのは、板塀を覆うスイカズラだけだ。




「手入れをしなくなったら、あっという間に荒れ地に戻ったがね」

　陽射しの届かない座敷で、碓井が自嘲気味に答えた。

　碓井准教授は、百花が通う女子大の、非常勤講師だ。どこか影のあるニヒルなエリートは、着任するなり学生の注目の的になった。

　学生だった奥さんと、離婚暦があるらしい。Ａ組の某さんが「食われちゃった」と自慢していた。Ｃ組の誰それと、ホテル街を歩いていた。

　そんな噂が飛び交う中、碓井が自分を選んでくれたことが、まだ信じられない。百花はどちらかといえば、奥手で子供っぽいお嬢様タイプ。派手な遊び好きのグループに友人もいなかった。

　もっとも、碓井からは、まだはっきり愛の告白をされていない。級友に隠れたデートばかりで、家に招待されたのも、初めてのことだった。

　彼は、ちょっとした目線や、プリントなどを受け渡すときに触れる指、すぐには理解できない回りくどい誘い方だけで、百花の心を蕩かしたのだ。百花はまるで、人形遣いに操られるマリオネットだった。

　碓井に求められるまま、百花は学校や車の中で、はしたない情事に溺れていった。




　ガラス戸に、近づいてくる碓井の姿が映った。

　かすかな予感の通り、背後から伸びた手が顎を掴み、百花は首をねじ曲げて碓井の口づけを受ける。

「……ン、くッ」

　たっぷりと唾液を乗せた碓井の舌に口内を蹂躙され、百花は喉を鳴らした。こんな濃厚なキスは、碓井に教え込まれるまで知らなかった。

　碓井は、百花の喉を人差し指で愛撫しながら、もう片方の手でバストをまさぐる。

（昼間から、こんな陽射しの中で……恥ずかしい！）

　百花は碓井の手首を押さえこもうとするけれど、指先が腫れたように力が入らなかった。ブラウスの中に潜り込んだ冷たい手に、過敏な尖りを直接嬲られると、百花は無意識に背中を反らせ、碓井に肩を押しつける。

「せ……せんせ……っ」

「……先生、じゃないだろう？」

「……かず、し、さん……にわ……お庭をもっと……見て、から……」

　碓井の気を反らそうと、百花は途切れ途切れに懇願した。

　が、その言葉を聞いた碓井の表情は、何故か冷たく強張った。碓井は唇を離すと、百花の耳たぶを痛いほど噛み、

「庭には、出られないんだよ……私のものではないからね」

　歯を立てたまま、百花には意味のわからないことを言った。




　両手は狂おしく百花を求めながら、碓井の心は過去の中に沈んでいく。

　土壌を改良し、アーチに蔓を這わせ、目を見張るような庭園を造りあげたのは、香耶だった。

　香耶が予言した通り、ハゴロモジャスミンの黄色い小花は、酔いそうなほど甘く濃い香りを放ったものだ。その下で、あるいは香耶があえて残した蛍袋や露草の群れの中で、二人は何度となく愛し合った。

　が、蜜月は長く続かなかった。




　庭を越冬させる支度が終わる頃、碓井は香耶が大学院に進学する意志のないことを知って、愕然としたのだ。

　妻として研究者として、香耶が生涯のパートナーになってくれるものと、碓井は信じて疑わなかった。碓井が、周囲も驚くほどの短期間で准教授になれたのも、香耶のサポートあってのことだ。ところが、

「……あなたの手助けになれるのは、嬉しいし、やり甲斐もある。でも、私にとって生涯の仕事は……」

　庭を造り、そこに奉仕することだ、と香耶は言った。卒業後はイギリスに留学し、植物学とガーデニングの基礎を学び直したい、と。

「馬鹿な……私でさえ及ばない、プログラミングのセンスを、たかが庭いじりのために捨てると言うのか！」

「……どうして、庭造りと大学院での研究に、優劣をつけたいの？　私は自分が自分でいるために、やりたいことをやりたいだけ……私に無理矢理どちらか選ばせて、あなたはそれで満足するの？　あなたが、本来並列できないことを、簡単に同じ天秤に乗せてしまうから……私も二者択一を選ぶしかなくなるのよ」

　それが別れの言葉になった。結婚生活は半年も続かなかった。

　香耶が去った後、手入れする者のいない庭は、あっと言う間に雑草の天下になる。

　人工的な美しさと、ワイルドな生命力がほどよくブレンドされた庭。それを維持するのがどれほど難しいことか、碓井はやっと理解する。まるで、子供を守り育てるように、毎日土と汗に濡れて庭のあちこちにうずくまっていた香耶の姿を思い出した。

　香耶の選択を許せなかったのは、庭仕事に香耶を奪われるように感じたからだ。それが、子供っぽい独占欲の現れだったことに、碓井はようやく思い当たる。

　が、全ては手遅れだったのだ。




「せん……一志さん、痛い……っ」

　百花が小さく悲鳴をあげた。我に返った碓井は、薄暗い座敷に百花を押し倒し、折れんばかりに強く抱き締めていた。素肌を晒した百花の周囲には、散らされた花びらのように脱がせた衣服が広がっていた。

「……ああ、す、すまない」

　いつの間にか眼鏡を外していた碓井は、ややぼやける百花の顔を見つめて、何度かまばたきした。

　二十歳過ぎにしてはあどけなく、可愛らしい顔立ちは、香耶とは正反対だ。恥ずかしがりやの瞳の奥に、碓井が半ば強引に花開かせた、妖しい艶情が揺れている。

　碓井はなだめるように百花の肌にキスを落としながら、のしかかった身体を下にずらしていく。百花の柔らかな茂みに顔を埋めると、

「や……！」

　恥ずかしそうな声と同時に、ハゴロモジャスミンのそれを思わせる、甘酸っぱい芳香が碓井を包む。碓井にとって、百花が特別な存在になったのは、まさに彼女自身のこの香りのためだった。

「名前の通り、君は花の香りがする……フフ、酔っぱらいそうだよ……」

　碓井は自嘲的な笑みを浮かべ、百花の抵抗を軽くいなして、その脚を大きく開かせた。




「ひ……ッ！」

　碓井の舌先が秘唇に触れた瞬間、百花は眉を寄せてギュッと首を竦めた。快楽に呑み込まれてしまう前の、この瞬間が、何度味わっても恥ずかしくてたまらない。

（あの、クールで皮肉屋でエリート然とした碓井先生が、私の……アソコ、を……）

　舐めて、いるなんて。

　と、思ったときにはもう、百花の蜜壷はねっとりとした碓井の舌に犯されていた。

　熱い粘膜同士が押し合い、擦れ合う感覚は、たちまち身も心も蕩けるような快感へと煮え立っていく。濡れた音と、体内で蠢く快楽の塊が、百花の羞恥心に拍車をかけた。

「や、ぁ、やァア……！」

　けれど、百花の哀願は、碓井の欲情を一層燃え上がらせてしまう。

　碓井は舌で貪っていた蜜壷に、脇から強引に中指を押し込んだ。広げるようにグリグリと掻き回すと、花の香りがむせ返るように濃くなり、碓井を夢中にさせた。

「ひぐッ、や、せんせ……先生ぇ！」

　百花は強すぎる刺激に、自分の両肩を掴んで身悶える。きつくてたまらないのに、無惨に広げられる感触が、被虐的な快感に変わってしまう。他の男性を知らなかった百花を、碓井がそんなふうに変えてしまったのだ。




　身体の奥に、キュンキュンと引きつるようなざわめきを感じて、百花は目を閉じた。はしたなく腰が揺れてしまうのも、もうどうしようもない。

（だって、イくんだもん……イかされちゃうんだもん……！）

「……やッ、あー……ッ!?」

　エクスタシーの声がまだ続いてるうちに、百花の口の中に何かが突っ込まれた。

「味わってみたまえ、君自身の蜜を……」

　ねっとりと濡れた指で、百花の口中を嬲る碓井の言葉に、逆らうことなどできなかった。




　傾きかけた陽射しが、縁側から座敷にまで差し込んでいた。影の中から、汗塗れの細い腕が伸びる。

「あぁッ、も、もぉダメ……ダメだからぁ……」

　百花は、水を吸った綿のように重い身体で、何とか縁側まで這っていったところで、碓井に捕らえられた。

　もう何度挑まれ、イかされたかわからない蜜壷を、後ろから再び貫かれた。

「ンぁああッ！」

　ズン！　という衝撃が百花を襲う。タガが外れたように達しやすくなってしまった百花の目の前が、それだけで真っ白になった。

「……っ、イッちゃった、また……ぁ、お願い、動かないで、まだ、イッてるのっ、イッてるからぁあ……っ！」

　泣きながら哀願しても、碓井は許してくれない。百花を一瞬も休ませることなく、華奢な腰を掴んで自らの股間を打ち付けた。

　神経が焼き切れてしまいそうな悦びが、百花の中で立て続けに爆発する。こらえきれず、百花の上半身はズルズルと廊下に崩れ落ちた。

「はひ……、ひンッ、んっ、ウッ！」

　エクスタシーに蕩けきった顔を、陽射しに温められた床にくっつけて、百花は惚けたように喘ぐことしかできない。




　そんな百花から、より淫らな痴態を引き出そうとするように、碓井の手が百花のヒップを撫で回す。桃の谷間の底に、碓井の親指の先が、グッと食い込んだ。

　その瞬間、ほとんど意識が飛んでいた百花が、切羽詰まった声を出す。

「……イヤ！　ソコはいやぁっ！」

　碓井にお尻を蹂躙されるのは初めてではなかった。けれど、こんな快楽地獄で前後を同時に攻められたら、

「壊れるから……私、イきすぎて壊れちゃう！」

　百花は、震える手足に必死で力を込め、碓井の指から逃れようとメチャクチャに腰を振った。




「……百花、頼む、抗わないでくれ……」

　碓井は百花と繋がったまま、上体を倒して火照った身体を抱きしめる。

　我ながら、どこか狂っている、と感じはするけれど、膨れ上がる飢餓感をどうしようもないのだ。碓井は、百花の華奢な背中にすがりつくように腕に力を込め、頬を擦り寄せて、

「私には、もう、君しか……」

　まるで、碓井の方が責められているように、懇願を繰り返した。

「……」

　それを聞く百花の、怯えきっていた瞳に、何かを諦めるような、投げ出すような、不思議な光が浮かんだ。けれどその表情は、碓井には見えない。

　百花が、ゆっくりと瞼を閉じながら、

「……言って……」

「？」

「私を壊したいなら、〝愛してる〟って言ってください」

　そう囁くと、碓井は目を見開いた。一瞬、言葉の意味がわからなくて、呆然とした表情になる。それから、未練を断ち切るように、大きく頷いた。

　百花のうなじに、碓井の唇が触れた。それが、かすかに震えてから、

「……愛しているよ、百花」




　待ち望んでいたはずの愛の言葉。百花の閉ざされた瞼から、涙が溢れた。けれどそれは、嬉し涙ではなかった。

　薄く目を開くと、夕闇に呑まれ始めた庭が滲んで見えた。花の香りに包まれ、一つに溶け合っていながら、本物の庭には入ることができない。百花には、庭が碓井の心そのもののように思えた。

　碓井の言葉は、その場しのぎの偽りではないだろう。碓井自身が、自分の本当の気持ちから目を逸らしているだけだ。百花は、本能的にそれに気づいていた。

（先生は、ずるい……でも、ずるいのは先生だけじゃない……私だって……）

　初めてできた、大人の恋人。セクシャルな秘密。受け止め切れないほどの、スリルと快楽。強く求められている、という充実感。

　心の奥に潜む飢餓感から目を逸らし、悦びにしがみついていたのは、百花も同じだったのだ。

　それまで幼さが目立っていた百花の顔に、悲哀を含む凄艶な美しさが浮かび上がる。

「……私を、壊して……」

　その表情のまま、百花は碓井を振り返った。




　夕闇の中に、百花のすすり泣きが響く。

　いつ果てるとも知れない碓井の欲情に呑まれ、もう何も考えることができなかった。

　蜜壷の後ろの、恥ずかしい蕾まで犯され抜いて、百花を絶頂に追い上げる淫らな牝唇に変えられてしまっていた。

「こわ、して……もっと……ぉ……めちゃくちゃに、して……ッ！」

「百花……百花！」

　悦楽の奴隷になりきったかすれ声で、百花は碓井の肉剣を求める。一度突き上げられるごとに、百花の秘花は絶頂の飛沫を溢れさせた。

　全身に水を浴びたように、互いの汗と愛液に塗れながら、百花の意識は次第に途切れがちになっていく。粉々になってしまった正気の欠片が、

（……だけど私は、先生にはついて行けない……）

　エクスタシーの渦の中で、そんな言葉を形作ったのが、最後の記憶だった。




　百花は、卒業と同時に碓井の前から去っていった。百花の全てを奪い尽くしたあの夜から、いつかそうなることがわかっていたような気がする。

　碓井は十数年振りに、ペンで手紙を書いた。自分のことには一切触れず、荒れ果てた庭の情景だけを、詳細につづった。それが自身の心象風景であることに、碓井は気づかなかった。

（庭の一番奥で、スイカズラだけが常緑をたもっている。己が変われないことを羞じ、自身を叱咤しながら、何かを待っているような姿だ）

　イギリスへのエアメールは、そんな言葉で結ばれていた。




　梅雨時の数日間、碓井は実家の不幸で大学を休んでいた。

　今度こそ、本当の天涯孤独になった。案外サバサバと、そんなことを思いながら、相変わらず煤けた借家の門を潜る。予定より二日ほど早かったが、親戚もほとんどいない葬儀はすぐに済んでしまったのだ。

「……？」

　碓井は不審げに眉を上げた。その顔がみるみる、苦しそうに歪んでいく。

「……まさ、か……」

　片時も忘れたことのない、妖しく心を酔わせる甘い芳香。ハゴロモジャスミンの、黄金色の花の香りだ。

　その場に荷物を取り落とし、碓井はつんのめるように庭へ続く通路を走った。

　香耶の理想通りにそこを彩っていた、オダマキやクジャクシダはとうに枯れている。が、板塀に突き当たった所で左を向くと、

「……香耶……！」




　つばの広い帽子、首にかけたタオルと、ゴムの長靴。共に暮らしていたときと少しも変わらない姿の香耶が、アーチの下に据えた高い脚立に腰を下ろしている。両手いっぱいに、華やかに香る黄色と緑のヴェールのようなものを抱えていた。

　ある程度育ったハゴロモジャスミンを、アーチに綺麗に絡むよう移植している最中なのだろう。一年間、香耶の仕事ぶりを見つめてきた碓井には、すぐにわかった。




　香耶は、碓井を見下ろす位置で、悪戯を見つかった子供のような顔をした。

「……教務課で、喪中で今週一杯お休みって聞いたから、間に合うと思ったのに……」

「ど、どういうことだ……留学中じゃなかったのか？　帰っていたのか？　い、いつから、何故……!?」

　柄にもなく、碓井はつっかえつっかえ言葉を探す。

「手紙をもらって、すぐに。アパートを借りて、ちょうどいい時期に庭を再生できるよう、プランターで種と苗を育てていたの」

　懐かしい、風のような微笑みを浮かべて香耶が答える。

「どうして……」

　碓井は眩しそうに香耶を見上げて、同じ質問を繰り返すことしかできない。そんな碓井に、暖かな眼差しを向けながら、

「あなたがくれたこの庭があったから、あなたがいたから、私は自分の道を見つけることができた……それを忘れていて、ご免なさい」

　香耶はゆっくりと言葉を続ける。

「この庭がもう私を受け入れてくれなくても、スイカズラを孤独なままにしてはおけません。庭自身にさえ気づかれないように、そうっと、でも、決して目を離さずに手をかけ続けるのが、庭造りの本質ですから……」

　出会った頃のような敬語になりかける声が、そこで途切れた。それから、ハゴロモジャスミンの束が地に落ちて、花弁を散らす。

　碓井が香耶の腰を抱いて、強引に脚立から降ろしたのだ。




　艶めく花の芳香とは異なる、爽やかな香耶の匂いに、碓井は顔を埋めた。やがて香耶も、碓井の肩におずおずと顔を伏せる。

「……私のような、ひねくれているくせに、子供っぽくてずるい人間が、この庭にふさわしいだろうか……？」

　もう一度、共に生きてくれないか、と尋ねるかわりに、碓井はそう言った。答える前に、香耶の腕が上がって、碓井の背中をしっかりと抱きしめる。

「……知っていた？　秘密の花園を見つけるのは、いつだってそんな子供なのよ」




　キラキラと潤む香耶の瞳に、鮮やかに蘇った花園の姿が浮かび上がるような気がする。碓井は言葉もなく、この世で最も愛しい庭師と、新たな誓いの口づけを交わした。
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